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提言にあたって 第1グループ【街づくり分野】

たち第1グループでは、街ͮくりについࢲ
て「良なॅډ環境のඋ」、「୭もがॅみや
すい街ͮくり」、「ັྗある؍ܠ・公Ԃ・・
ਫลͮくり」の�つのテーマをઃఆし、ٞ
をॏͶてきました。
今ޙ、ຊશ体ではগ子高ྸ化がՃ速し、
人ݮޱগにഥ車がかかっていきますが、一方、
が૿Ճしていޱに人ܠ։ൃ等をഎ࠶では۠ߓ
くことが予されます。ػࢢ能のूੵがߋ
にਐみ、ຊܦ済を͑ࢧるࢢとしてൃలを
続ける一方で、҆શੑや利ศੑなど、۠ຽの
らしをऔりרく環境も変化していくことが
。られます͑ߟ
また、コロφՒをܦて、IT技術が人々の生
活をより良いものと変ֵするDXがਐΉ中
で、コミュニέーションの在り方が変化する
など、ࢲたちのらし方や価値؍そのものが
ൈຊ的に変わろうとしています。
こうしたࣾձ情を౿ま͑ながら、�つの
テーマをりޱにٞをਐめてきました。
「良なॅډ環境のඋ」の؍では、҆৺
してらすために様々なػةのඋ͑をਐめ
るとともに、まちをඒしくอつことや、Ҭ
の中でΦフィスや業ࢪઃ、ॅなどがそれ
ͧれバランスよくଘ在し、つながりを֬อす
ること、街ͮくりの情報のアクηスなどに
ついてのࡦࢪを検౼しました。
「୭もがॅみやすい街ͮくり」の؍では、
Կらかのϋンディキϟップを๊͑る人や、子
ҭて世代の人などにとってॅみͮらいと感じ
るϙイントがあるのではないかと͑ߟ、その
ような人たちがよりॅみやすくなるためのࢪ

。を検౼しましたࡦ
「ັྗある؍ܠ・公Ԃ・・ਫลͮくり」の
いのܜ、では、Ҭをつな͙ಓのඋや؍
場である公Ԃやݹ・ӡՏなどのਫลの環境
උ、Ҭ特ੑを生かしたͮ؍ܠくりなどに
ついてのࡦࢪを検౼しました。
ٞをਐめる中で、۠ߓの街ͮくりにؔす

るࡦࢪはଟذにわたり、手ްく実ࢪされてい
るということをվめてೝ識しました。しかし
ながら、ଟくの۠ຽが۠のऔ組を知らず、街
ͮくりを理ղしていないものとࢥわれます。
街ͮくりશ体にରするఏݴになります

が、より良い街ͮくりのためにはҬをרきࠐ
んでਐめることがॏ要であり、۠ຽࣗが街
ͮくりにؔする様々な情報をくֶͿように
ྗしていく必要があります。そのため、۠
にରし、۠ຽにஸೡに情報をಧけ、۠ຽがҙ
ձをこれまで以上ػを͑ることができるݟ
にॆ実し、۠ຽと一ॹに街ͮくりをਐめてい
くことをٻめます。۠は街ͮくりの様々
な情報ൃ信に公ࣜSNSを用いていますが、イ
ンフルΤンサーを活用するなど工をڽらし
たऔ組を行い、さらに۠のࡦࢪのl֦ࢄzをٻ
めます。
街ͮくりはඇৗに専門ੑの高いで

すが、みなとタンフォーラムでは、ࢲたち
が۠ߓでらすৗにおいて、特にؔ৺を持
ったϙイントやについてٞをਐめ、ఏ
。としてऔりまとめましたݴ
このఏݴが街ͮくりのࡦࢪに生かされ

ることで、۠ߓがより良い街となっていくこ
とをئっています。
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ʲςʔマ�ʳ
ͷڥॅډͳྑ
උ

•ࡂにؔする情報の可ࢹ化
•༗事のରࡦの検౼
•まちのඒ化のਪਐ
•バランスとௐのऔれたॅ環境の形
•情報ൃ信のڧ化とҙૄࢥ通の場ͮくり

ʲςʔマ�ʳ
୭͕ॅΈ͍֗͢
ͮ Γ͘

•バリアフリーな環境උ
•子ҭてを͑ࢧる環境උ
•「৺のバリアフリー」のਪਐ
•情報ൃ信の仕組みͮくり

ʲςʔマ�ʳ
ັྗ͋Δ؍ܠɾެ Ԃɾ
ɾਫลͮ Γ͘

•ࣗ在に移動できる環境උ
•街ฒみのอશとັྗある؍ܠの創出
•୭もがリラックスし、͑ܜる公Ԃඋ
やӡՏのਫ࣭վળとに͗わい創出ݹ•

۩ମతͳऔ

提言の体系

提言書の見方
ఏݴॻにおける、実現に向けた
՝やࡦࢪの方向ੑ、۩体的なऔ
組など、֤߲目間でつながりがあ
るものについては、ه߸（ʓ、□、
◇等）によってؔ࿈ੑを໌らかに
しています。

3　実現に向けた課題
〇（՝の内容ᶃ）
□（՝の内容ᶄ）
◇（՝の内容ᶅ）

4　施策の方向性
〇（ࡦࢪの方向ੑの内容ᶃ）
（の方向ੑの内容ᶄࡦࢪ）□
（の方向ੑの内容ᶅࡦࢪ）◇

5　具体的な取組
〇（औ組の内容ᶃ）
〇（औ組の内容ᶄ）
□（औ組の内容ᶅ）
◇（औ組の内容ᶆ）
◇（औ組の内容ᶇ）
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 1　計画最終年度末（令和８年度末）における港区の将来像
「安全・安心な環境の中で、地域の人が相互につながり豊かに暮らすことができる、住環境

バランスが整った世界に誇れるまち」
良なॅډ環境を形するため、࣏҆が良く、ࡂなどのػةにରしඋ͑がສશであ
ること。また、۠ຽಉ࢜や۠ຽと行とがҙૄࢥ通をਤりながらॆ実したサービスを
डできること。さらに、Φフィス街や業Τリア、ॅがつながりバランスがڗ
った、世քにތれるまちを目ࢦす。

 2　踏まえるべき社会変化
災害や戦争の脅威
・などのࡂはいつൃ生するかからず、新型コロφイルスのように予ଌ困難な
。こる可能ੑがあるىがػة
・ロシア࿈によるクライφ৵߈や౦アジア情の変化により、ຊにもӨڹがٴͿ
可能ੑがある。

人口構造の変化
・ຊશ体の人ޱがݮগする一方で、۠ߓは։ൃなどによりॅډする人ޱが૿Ճしてい
く。
が૿（ࡀ0ʙ14）ޱやগ人（以上ࡀ�5）ޱはྸ人ߏするॅຽのྸॅډに۠ߓ・
Ճするとࠐݟまれている。一方で、DINKsのような方々もいることから、価値؍はま
すますଟ様化していくとࢥわれる。
・外ࠃ人をؚΉ、۠ߓでಇく人が૿͑、ன間人ޱの૿Ճがࠐݟまれる。
都市機能の集積
・ࢢの࠶։ൃや環ঢ়第4߸線のඋなどによって街ͮくりがਐみ、ػࢢ能のूੵが
。にਐలするߋ

 3　実現に向けた課題
○様々な危機への備えの強化
ຽは「ࣗがどうしたらいいか、どこආ難すれよいか」な۠、ࡍがൃ生したࡂ・
ど、ࡂにؔする知識や理ղがෆしている。
。があった場合のඋ͑がෆेであるܸ߈ுが高まる世ք情において、ྗۓ・

良好な居住環境の整備1
テーマ
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○まちの美観向上
・まちをඒしくอつことで結Ռとして࣏҆が良くなることから、新ڮやຊなどのൟ
՚街ಠࣗの良さもしながら、まちのඒ化にめることが必要である。
・ۭきՈが์ஔされると、؍ܠ上のや͝み等によるӴ生があり、पғにѱӨڹ
をٴ΅すので、ରࡦが必要である。
□地域間のバランス確保と分断解消
能のバランスをਤっていく必要があػ能やॅػの特であるूੵするΦフィス۠ߓ・
る。
ଘのҬがஅすることなく共ط։ൃΤリアとொձなど࠶、։ൃがਐんでいく中で࠶・
ଘし、ௐさせていく必要がある。
◇住民同士や行政との意思疎通の円滑化
・助けを必要としている۠ຽとྗڠしたい۠ຽಉ࢜がマッνングし、Ҭでޓいに助け
合い、ྗڠし合うؔੑをஙいていく必要がある。
・まちにѪணを持てるように、ॅຽや۠ߓを๚れる人が۠にؔする情報を看板などのサ
インからৗ的にऔ得し理ղでき、また、ॅຽからൃ信できるようにする必要がある。

 4　施策の方向性
○安全・安心できれいな街づくり
の҆શを֬อしてॅΉ人に҆৺感をもたらすとともに、まちをਗ਼ܿでࡍが生じたػة・
ඒしくすることで࣏҆の向上をਤる。
□バランスと調和の取れた街づくり
・Φフィス街や業Τリア、ॅなどをバランス良く配ஔできるように༠ಋし、ௐ
したॅみやすい街ͮくりをଅਐする。
・Ҭಉ࢜がつながり、શ体としてௐした街ͮくりをਪਐする。
◇住民相互や行政との情報共有の推進
・街ͮくりにؔする情報が۠ຽにಧくとともに、۠ຽのࢥいや͑ߟを行や։ൃ事業者
などがडけऔることができ、ॅຽಉ࢜やॅຽと行がつながるような情報共༗のऔ組
をਪਐする。

テーマ 1 　良好な居住環境の整備

5



 5　具体的な取組
○防災に関する情報の可視化
・۠ຽがࡂにؔする知識や情報を々の生活の中でೖ手できるようにࡂ情報をൃ信
し、͑ݟる化をਐめる。
・新型コロφイルス感છのର応をϞニュメントやࢿྉؗ、データϕースですな
ど、աڈのऔ組を෩化させないためのप知を行う。
○有事への対策の検討
・ྗܸ߈等にඋ͑、ٸۓ一時ආ難ࢪઃが۠内においてもࢦఆされているように、街ͮ
くりにおいても༗事にରするඋ͑のࢹをऔりೖれることを検౼する。
○まちの美化の推進
・ॅຽや事業者がྗڠしたまちのਗ਼活動の実ࢪやඒ化のਪਐ、ۭきՈ等の管理ෆશঢ়
ଶのվળなど、きれいな街ͮくりにऔり組Ή。	
□バランスと調和の取れた住環境の形成
・։ൃ۠Ҭ内におけるΦフィス・ビジネスػ能とॅػ能とのௐをਤり、公Ԃや場、
。ಋするࢦスϖースのઃஔなど、ॅ環境向上に向けたऔ組を։ൃ事業者にରしてܜٳ
・ҬやΤリア間を結Ϳࢄาಓをඋするとともに、ࢄาマップをܝ出するなどาきた
くなる仕ֻけを行い、ॅຽの活動ൣғを͛ることでҬ間のつながりを創出する。
◇情報発信の強化と意思疎通の場づくり
・街ͮくりにؔする情報がこれまで以上に۠ຽにいちૣくわるように、ࢴഔ体やΣ
ϒの活用など、様々な方๏を駆使してൃ信するとともに、۠ຽ୭もが࣭やٞをで
きるような場をつくるなど、ҙૄࢥ通を行うػձをॆ実させる。
・۠内のຽ間อ༗をؚめたデジタルサイネージやೋ次ݩコードを活用するなど、ॅຽͩ
けではなく来街者にରしても、街ͮくりを知ってもらうػձを૿やすとともに、࠶։
ൃ中のΤリアにおいても、新たな街ͮくりにؔする情報ൃ信を行うようಇきかける。

テーマ 1 　良好な居住環境の整備
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 6　参画と協働の推進
○美化活動への参加
・ॅݩຽや事業者などがまちのඒ化やਗ਼等のボランティア活動にࢀՃする。
○情報発信の協力
・新たな情報を8ebマップなどにՃ・ߋ新できるように、ࠒからアイデアをऩू
し、࡞に携わるなど、۠ຽがੵۃ的に情報ൃ信にྗڠする。
◇街づくりへの参加
・ॅຽが「۠ߓをより良くするためにԿができるか」を͑ߟ、街ͮくりにੵۃ的にؔわ
っていく。

テーマ 1 　良好な居住環境の整備
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「他者への思いやりにあふれ、誰もが住みやすさを感じるまち」
ϋンディキϟップを๊͑た人や子ҭて世代などશての人が҆৺してらすことができ、
ଞ者のࢥいやりを持ち、おޓいをडけೖれるような、みんなのসإでら͗、໌る
いؾ持ちになれる༏しいまちを目ࢦす。

 2　踏まえるべき社会変化
人口構造の変化
・ຊશ体の人ޱがݮগする一方で、۠ߓは࠶։ൃなどによりॅډする人ޱが૿Ճして
いく。
が૿（ࡀ0ʙ14）ޱやগ人（以上ࡀ�5）ޱはྸ人ߏするॅຽのྸॅډに۠ߓ・
Ճするとࠐݟまれている。一方でDINKsのような方々もいることから、価値؍はます
ますଟ様化していくとࢥわれる。
。まれるࠐݟの૿Ճがޱ人などが૿͑、ன間人ࠃでಇく人や外۠ߓ・
IT化・DXの加速
・IT化やDXが一ਐలし、それにいコミュニέーションの在り方が変化し、コミュ
ニティも変わっていくことがఆされる。
に、情報のୡや方向の情報のやりऔりなどの技ܠす「Society5�0」をഎࢦが目ࠃ・
術がより一ൃୡする。

 3　実現に向けた課題
○ハンディキャップを抱えた人への配慮
・ϋンディキϟップを๊͑た人にରするपりの人の配ྀがेでない。
・ϋンディキϟップを๊͑た人がෆࣗ༝なく移動できるための情報がෆしていて、そ
のࢧԉのためデジタル技術がेに活用されていない。
・ϋンディキϟップを๊͑た人にるجຊ的な知識やࢧԉ方๏などにؔする۠ຽの理ղ
がෆしており、どういったことで困っているかのѲがेでない。

誰もが住みやすい街づくり2
テーマ
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□子育て世代の住みづらさの解消
・ҿ৯ళのトイレがڱくて子どものおΉつସ͑ができないことや、ϕビーΧーではバス
の車が難しいこと、子ҭてする人がܰؾにٳめるスϙットがগないことなど、子ҭ
て世代が҆৺してらせる環境がっていない。
・ち͌すのແྉ車݊が්࢈や所得ج४ֹ内の子ҭて世帯にしかൃ行されないなど、
子ҭて世代のࢧԉがෆेである。

◇「心のバリアフリー」の浸透
・ϕビーΧーでバスにるࡍにअຐにࢥう٬がいるなど、子ども࿈れのՈはपりの
目をؾにしなけれならず、ෛ୲になっている。
・ϋンディキϟップを๊͑た人や子ҭて世代などにରしてपғの理ղがෆेであり、
おޓいがؾ持ちをかり合͑るようにする必要がある。

◎必要な人に届く情報発信
・ਤॻؗやࣇಐؗなどでڵຯのあるイϕントのνラシをݟつけてもطにऴྃしているこ
とがଟく、子ҭて世代が必要なタイミングで情報を手にೖれられないことがある。
・困り͝とを๊͑る۠ຽがҙݟや要を͑られるػձがෆしている。
など、୭もがॅみやすい街ͮくりにؔする۠のऔ組や方向ߏຊجバリアフリー۠ߓ・
ੑが知られていない。

 4　施策の方向性
○ハンディキャップを感じさせない安心して暮らせる街づくり
・ϋンディキϟップを๊͑た人がշ適にらせるように、デジタル技術を活用しながら
҆৺してらせる環境උをਪਐする。

□子育て世代の暮らしを支える街づくり
・子ҭてをする中で۠ຽが感じている՝をѲしながら、子ҭて世代がらしやすい
ような環境උをਪਐする。

◇「心のバリアフリー」の推進
・ϋンディキϟップの༗ແにؔわらず、様々な人がおޓいを理ղし、͑ࢧ合͑るように、
「৺のバリアフリー」をීٴするためのऔ組をਪਐする。

◎区民が主体的に情報発信できる機会の創出
・必要な人に必要な情報がわるように、۠ຽಉ࢜が情報を共༗し合い、ओ体的に情報
ൃ信できるような環境උをଅਐする。

テーマ 2 　誰もが住みやすい街づくり
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 5　具体的な取組
○バリアフリーな環境整備
・車いすやのෆࣗ༝な人などが҆৺して移動できるように、ϖデストリアンデッキ（高
Ս型のาಓ）やԼమӺの通࿏などのඋ・վળをଅਐする。
・Ӻにซઃするࢪઃなどにおいて、利用可能時間をԆして利用者の利ศੑを֬อし、
また、Τレϕーターのઃஔをଅਐする。
・Ӻߏ内のࣈϒロックにઃஔしたೋ次ݩコードをಡみऔることでಓҊ内を行うアプリ
や、車いすϢーβーの移動情報をجにみんなでバリアフリーマップを੍࡞するアプリ
など、デジタル技術を用いた先ਐ的なऔ組を街ͮくりに活用する。
・子ҭてをしている子や高ྸ者などが移動・ࢄา中にెา10ݍ内でܜٳできる場所
を֬อする。

□子育てを支える環境整備
・おΉつସ͑などを҆৺してできることがかるステッΧーをܝ出するなど、子ҭてを
。る環境උをଅਐする͑ࢧ
が変わった場合でもॅみ続けられるようߏにॅΉ人が、子どもが生まれてՈ۠ߓ・
に、Ոでॅめる間औりのॅډのඋをଅす。

◇「心のバリアフリー」の推進
・「৺のバリアフリー」にؔするϋンドϒックの活用や、子ҭてをԹかくݟकる「ٽいて
もいいよ」ステッΧーの配など、ֶߍやا業、۠ຽ向けにൃܒ活動を行い、「৺のバ
リアフリー」の実ફにつな͛ていく。
・ற車ࢭېのऔりకまりを行う人が८ճしているように、困ったことがあったࡍにฉく
ことができ、助けてくれる環境をつくる。

◎情報発信の仕組みづくり
・Ҭの人がΦンラインのマップ上で、して΄しいಓ࿏のՕ所や҆શにาくことがで
きるルートなど、様々な情報をアップロードしていけるような、۠ຽओ体の情報ൃ信
の手๏を検౼する。
・ಉじようなҙ識を持った人ಉ࢜がूまり、ҙݟを交わすことができるラボなど、
Ҭの人がコミュニέーションをऔり、情報のൃ信につながる場のඋをଅਐする。

テーマ 2 　誰もが住みやすい街づくり
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 6　参画と協働の推進
○□思いやりのある声掛けの実践
・ࠒからҙ識をしながら、困っている人がいたらੵۃ的にをかけて、必要なサϙー
トを実ફする。

○□サポーターやボランティアとして支援
・手助けを必要とする人について理ղし、サϙーターやボランティアとしてੵۃ的にࢧ
ԉを行う。
Ճし、Ҭのバリアフリーࢀձのまちาき検にٞڠਪਐߏຊجバリアフリー۠ߓ・
化が必要なՕ所を検する。

テーマ 2 　誰もが住みやすい街づくり
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「交通の壁や地区の枠を超えて人々が往来し、港区の特色ある美しい景観を楽しみ、緑や

水辺に囲まれる中で、やすらぎながら暮らせるまち」
మಓの線࿏による౦のஅや、۠をӽ͑た移動のしͮらさがղফされ、֤ Ҭ間が
つながり、ྺ࢙あるݐやランドマークなど۠ߓの特৭あるඒしい؍ܠをָしみ、公
ԂやӡՏԊいなどのܜいのۭ間でやすら͗を感じられるまちを目ࢦす。

 2　踏まえるべき社会変化
街づくりの進展
や街ฒみなど۠ຽの生活環境が؍ܠ、։ൃやಓ࿏の։通など新たな街ͮくりがਐみ࠶・
変化していく。

地球環境の変化
・ٿԹஆ化など、ٿ環境の変化がਐΉことで、人々のらしのѱӨڹがݒ念され
る。

 3　実現に向けた課題
○地域間の分断の解消
・線࿏やಓ࿏によってஅされているҬがあることや、۠内の֤۠をつな͙公共交
通ؔػやาಓのネットワークがेでないため、Ҭ間を移動しͮらく、つながりの
֬อが必要である。
やਫล、業Τリアなどのັྗをつな͛、人の移動をଅす工やऔ組がݐ的な࢙ྺ・
ෆしている。
・าಓの街࿏थや২が్れるՕ所があり、࿈続ੑをもたせる必要がある。
□住民の景観に対する理解の促進
にؔする੍や事業があるが、そのଘ在や内容が۠ຽに؍ܠըなど、۠のܭ؍ܠ۠ߓ・
ಧいていない。
からやすら͗やѪ؍ܠ、やӡՏなど、۠内のັྗある特৭を生かしきれておらず࢙ྺ・
ணを感じͮらくなっている。
・街ͮくりにࡍして利ศੑやޮੑがҙ識されてきた結Ռ、ݹくからの街ฒみやࣗવが
。ঝされていないܧ
・ۭきՈや電ப・電線、信߸ػのՍ線によってҬの؍ܠがଛなわれている。

魅力ある景観・公園・緑・水辺
づくり3

テーマ

12



第
２
グ
ル
ー
プ

【
防
災
・
生
活
安
全
分
野
】

第
９
グ
ル
ー
プ

【
福
祉
・
保
健
分
野
】

第
１
グ
ル
ー
プ

【
街
づ
く
り
分
野
】

第
３
グ
ル
ー
プ

【
環
境
・リ
サ
イ
ク
ル
分
野
】

第
４
グ
ル
ー
プ

【
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
分
野
】

第
５
グ
ル
ー
プ

【
国
際
化
・
文
化
分
野
】

第
６
グ
ル
ー
プ

【
産
業
・
観
光
分
野
】

第
７
グ
ル
ー
プ

【
子
育
て・
教
育
分
野
】

第
８
グ
ル
ー
プ

【
生
涯
学
習
・ス
ポ
ー
ツ
分
野
】

◇公園のにぎわいづくりと適切な利用の促進
・公Ԃでイϕントが։࠵されるػձがগなく、人々がूまってָしめるような活用がさ
れていない。
・イϕントが実ࢪされていたとしてもࠂ知がෆेで۠ຽに情報がಧいていない。
・公Ԃ内での٤Ԏなどマφーҧがݟडけられ、利用者一人ͻとりのҙ識を向上し、適
な利用をଅਐする必要がある。

◎古川や運河の親水化
な環境とはやӡՏのਫ࣭がѱく、ਫลۭ間をָしめる環境もෆしており、良ݹ・
。い難いݴ

 4　施策の方向性
○地域をつなぐ街づくり
・人々が۠内に在しているັྗ的なスϙットをָしみ、交ྲྀし、まちがに͗わうよう、
Ҭಉ࢜のつながりを創出するためのऔ組をਪਐする。

□港区ならではの景観が楽しめる街づくり
ならではの街ฒみをָしみ、やすら͗やѪணを感じることができるよう、ଟ様な۠ߓ・
Ҭ特ੑを生かしたͮ؍ܠくりをਪਐする。

◇にぎわいとやすらぎをもたらす公園づくり
・৺ならではのັྗあるイϕントを։࠵するなど、公Ԃからまちのに͗わいを生み出
すとともに、公Ԃ利用のルールをൃܒするなど、୭もが͑ܜる公Ԃ環境をඋする。

◎きれいでにぎわう水辺づくり
。やӡՏのਫ࣭վળやਫลの環境උなどをਐめ、きれいでに͗わうਫลをつくるݹ・

テーマ 3 　魅力ある景観・公園・緑・水辺づくり
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 5　具体的な取組
○自在に移動できる環境整備
・ӡՏԊいのັྗをຬ٤できる࿈続ੑのある༡าಓや、ϖデストリアンデッキ	高Ս型
のาಓ
のඋなど、Ҭをつな͙街ͮくりをਪਐする。
・ち͌すのルートվળや、Ӧバスなどとのり͗ܧのしやすさを向上させ、۠内5
۠間をލいͩ移動ができるように公共交通ؔػのルートを検౼し、Ҭॅຽのҙݟ
をऔりೖれ、۠ߓ内の移動の利ศੑを高めるऔ組をਪਐする。
・MaaSの実に向けたऔ組を一ਪਐし、Ҭ間のシームレスな移動を実現する。
・ӄを֬อできる街࿏थや২を૿やし、でつながるา行環境のඋをਪਐする。
□街並みの保全と魅力ある景観の創出
ߓる街ฒみをอશするとともに、新たなくからݹ、ஙやਆֳࣾなどݐある࢙ྺ・
۠のັྗとなる؍ܠを創出する。
・ۭきՈ等管理ෆશのঢ়ଶをվળするなど、良な؍ܠをकるためのऔ組をਪਐする。
・աڈにແ電ப化を実ࢪした信߸ػՍ線がっている交差もؚめて、さらにແ電ப化
をਪਐする。
や街ͮくりにؔするҙ識؍ܠ等のক来像を共༗し、۠ຽの؍ܠすັྗあるࢦが目۠ߓ・
向上をਤる。

◇誰もがリラックスし、憩える公園整備
・外での映ը上映などఆظ的にイϕントを։࠵し、SNSなどを通じてくൃ信するこ
とで、公Ԃにに͗わいを生み出す。
・ձの૽かられ、デジタルデトックスができるような੩かな環境をඋし、͑ܜ
るۭ間を創出する。
・DI:にؔするηミφーを։࠵するなど、۠ຽが公Ԃͮくりにࢀըできるきっかけをつ
くる。
。ͼかけをするݺԎなど、公Ԃのルールや利用者のマφーվળに向けたې・

テーマ 3 　魅力ある景観・公園・緑・水辺づくり
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◎古川や運河の水質改善とにぎわい創出
。やӡՏのਫ࣭վળをਤり、きれいなਫลۭ間を実現するݹ・
・レストランやマルシΣ、プロジΣクションマッピングなど、ਫลԊいにに͗わいを生
み出すࢪઃやイϕントを༠கし、ਫลのັྗや交ྲྀのきっかけを創出する。
・ਫ࣭のみならず、ࡩ等の২によるັྗあるۭ間ͮくりやਫล環境を生かしたళฮを
༠ಋするなどपғの環境උをଅਐすることで、ଟくの人が๚れ、に͗わうਫล環境
のߏஙをਤる。

 6　参画と協働の推進
○民間によるつながりのきっかけづくり
ઃ・ෑをこれまで以上に一ൠ向けに։์することで、行きたくなるۭ間をࢪ業のا・
創出するようଅす。
・۠をԣஅしたくなるようなイϕントが։࠵されるよう、ا業と࿈携する。
□景観への取組や意識向上
。Ճするࢀ事やイϕントにࡇするようなࢿ向上に؍ܠする࠵ֳが։ࣾࣉ・
・۠ຽは、良いとࢥった؍ܠをੵۃ的にSNSでൃ信、共༗する。
・۠立小・中ֶߍの生ెが؍ܠをकるためにできることを͑ߟ、ൃ信する。
◇公園の維持管理への参画
・۠ຽが২のਫやりなど、ҡ持管理の役ׂを୲い、公Ԃをۙなଘ在としていく。

テーマ 3 　魅力ある景観・公園・緑・水辺づくり
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開催経過

ճ ։࠵࣌ ༰

ୈ�ճ 令和4年10月14日（金）
18時30分～20時30分

╚ 事務ہհ
╚ グループձٞのਐめ方について
╚ における現ঢ়と՝について
╚ 検౼テーマのબఆ
╚ リーμー、サϒリーμーのબ出

ୈ�ճ 令和4年10月24日（月）
18時30分～20時40分

╚ テーマにおける現ঢ়と՝について
╚ テーマ「良なॅډ環境のඋ」にؔするҙݟ交

ୈ�ճ 令和4年11月9日（水）
18時30分～20時40分

╚ テーマにおける現ঢ়と՝について
╚ テーマ「୭もがॅみやすい街ͮくり」にؔするҙݟ交

ୈ�ճ 令和4年11月18日（金）
18時30分～20時40分

╚ テーマにおける現ঢ়と՝について
╚ テーマ「ັྗある؍ܠ・公Ԃ・・ਫลͮくり」にؔす
るҙݟ交

ୈ�ճ 令和4年12月5日（月）
18時30分～21時00分

╚ લճఏݴにؔするऔ組ঢ়گについて
╚ これまでٞしたテーマのશ体֬ೝ
╚ テーマ「良なॅډ環境のඋ」のϒラッシュアップ

ୈ�ճ 令和4年12月19日（月）
18時30分～20時40分

╚ テーマ「良なॅډ環境のඋ」のৼりฦり
╚ テーマ「୭もがॅみやすい街ͮくり」のϒラッシュアッ
プ

ୈ�ճ 令和5年1月16日（月）
18時30分～20時40分

╚ テーマ「୭もがॅみやすい街ͮくり」のৼりฦり
╚ テーマ「ັྗある؍ܠ・公Ԃ・・ਫลͮくり」のϒラ
ッシュアップ

ୈ�ճ 令和5年1月30日（月）
18時30分～21時30分

╚ テーマ「良なॅډ環境のඋ」ఏݴ内容の֬ೝ
╚ テーマ「୭もがॅみやすい街ͮくり」ఏݴ内容の֬ೝ
╚ テーマ「ັྗある؍ܠ・公Ԃ・・ਫลͮくり」ఏݴ内
容の֬ೝ
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提言にあたって 第2グループ【防災・生活安全分野】

たち第�グループでは、1「۠がൃ信するࢲ
ࡂݮ・ࡂ情報の༗ޮ活用をଅす新たな仕組
み࡞り」2「ࡂにؔするݸ人のҙ識վֵ」
3「生活҆શ（൜）におけるྗࢭ向上」
の�つのテーマをઃఆしました。その上で、
、ݟというҬ特ੑを౿ま͑た՝、ҙ۠ߓ
感などについて۩体的な事ྫをؚめたॆػة
実したٞが行われました。
۠職һの࣭ٙ応も活ൃに実ࢪされ、
にଟくのط、生活҆શ（൜）にؔして・ࡂ
が検౼され、情報がඋされていることࡦࢪ
もվめてೝ識することができました。その
面、そうしたࡦࢪ等が۠ຽ一人ͻとりに浸透
していないといったことも໌らかになりまし
た。
ࣾձมԽ͕༩͑ΔςʔマͷӨڹ
々、ࡂ、生活҆શ（൜）のをऔ
りרく環境はめま͙るしく変化しています。
ࣗવࡂはҬ化、ܹਙ化し、ଟ様な人がଘ
在するこの۠ߓでのආ難行動やࡂ活動のあ
り方をߟ࠶すき時ظになっています。
また、ࡍࠃ化やデジタル化のਐలにより൜
になってきてົがޱがଟ様化し、その手ࡑ
いる中、ࣗやՈをकっていくためにどう
したらよいのかといったことも͑ߟなけれ
なりません。
ςʔマ1ʮ͕۠ൃ৴͢Δࡂɾࡂݮใͷ༗
Γʯ࡞ΈΛଅ͢৽ͨͳ༺׆ޮ
ࡂݮ・ࡂにؔしては、�つのテーマ
についてٞをॏͶました。一つ目は「۠が
ൃ信するࡂݮ・ࡂ情報の༗ޮ活用をଅす新

たな仕組み࡞り」です。
今まで行からの情報は、Ҭコミュニテ

ィを通して、֤Ոఉ、ݸ人共༗されること
がଟくありました。しかし、ۙのライフス
タイルのଟ様化や、ू合ॅの૿Ճ、࠶։ൃ
等がݦஶなঢ়گを౿ま͑ると、新たなࢧԉや
仕組みͮくりが必要であると͑ߟました。
ςʔマ2ʮࡂʹؔ͢Δݸਓͷҙࣝվֵʯ
ೋつ目は「ࡂにରするݸ人のҙ識վֵ」

です。ࣗ助・共助・公助といったऔ組をバラ
ンスよく実現していくためには、まずは、ݸ
人がฏ時よりࡂݮ・ࡂのҙ識を高めるこ
とがॏ要です。そのために、ࣗ助・共助のऔ
組ڧ化につながるֶशػձの創出や、ฏ時か
らݸ人のࡂҙ識を高められるऔ組をࡦࢪの
方向ੑとしてҐஔͮけました。
ςʔマ3ʮੜ҆׆શʢ൜ʣʹ͓͚Δྗࢭ
ʯ্
生活҆શ（൜）については、「生活҆

શ（൜）におけるྗࢭ向上」をテーマに
ઃఆしました。ۙの環境変化により൜ࡑが
ଟ様化・Ҭ化している中、൜ࡑによるඃ
のࢭ、ྗࢭ向上のためのࡦࢪを検౼しま
した。
ఏݴͷ࣮͚ͨʹݱ͍
このٞがこのఏݴॻでऴわりではなく、

今ޙのษڧձの立ち上͛等で۠とつながり
続けられるようなٞがでました。
ఏݴの実現に向けて、タンフォーラムの

メンバーがܧ続的にؔわりをもっていきます。
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提言の体系

ʲςʔマ�ʳ
͕۠ൃ৴͢Δࡂɾ
༺׆ใͷ༗ޮࡂݮ
Λଅ͢৽ͨͳΈ
Γ࡞

•ू合ॅやҬにおけるࡂݮ・ࡂରࡦにؔするऔ組のࢧԉ（ࣗ
助、共助、公助）
•۠ຽやا業とのつながりͮくり（共助）
•情報ൃ信・管理のॆ実・ڧ化（ࣗ助、公助）

ʲςʔマ�ʳ
ਓͷݸΔؔ͢ʹࡂ
ҙࣝվֵ

•ଟ様なଐੑやフΣーズに応じたݸ人のҙ識վֵ（ࣗ助・公助）
•୭もがࢀՃしやすい܇ࡂ࿅（ࣗ助・共助・公助）
•ฏ時におけるޮՌ的なҙ識ൃܒ（ࣗ助・公助）

ʲςʔマ�ʳ
ੜ҆׆શʢ൜ʣʹ ͓
͚Δ্ྗࢭ

•情報ൃ信・情報։ࣔ、ҙ識վֵ
•人と人とのつながりによるྗࢭ向上
•インフラඋによるྗࢭ向上

۩ମతͳऔ

提言書の見方
ఏݴॻにおける、実現に向けた
՝やࡦࢪの方向ੑ、۩体的なऔ
組など、֤߲目間でつながりがあ
るものについては、ه߸（ʓ、□、
◇等）によってؔ࿈ੑを໌らかに
しています。

3　実現に向けた課題
〇（՝の内容ᶃ）
□（՝の内容ᶄ）
◇（՝の内容ᶅ）

4　施策の方向性
〇（ࡦࢪの方向ੑの内容ᶃ）
（の方向ੑの内容ᶄࡦࢪ）□
（の方向ੑの内容ᶅࡦࢪ）◇

5　具体的な取組
〇（औ組の内容ᶃ）
〇（औ組の内容ᶄ）
□（औ組の内容ᶅ）
◇（औ組の内容ᶆ）
◇（औ組の内容ᶇ）
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「防災を自分のこととして捉え、個の自立と互いの助け合いによって安心感のあるまち」
デジタルのྗなどを活用しながら、ࡂ時に能動的に動ける人を૿やすとともに、ฏ
時の؇やかなつながりから͑ࢧ合͑るؔͮくりをਐめ、ࣗの໋とޓいの໋をकる
ことができるまちを目ࢦす。

 2　踏まえるべき社会変化
地域コミュニティの希薄化
・従来のҬコミュニティ活動にࢀՃする人がݮগし、Ҭとのつながりがرബ化して
いる。
・۠ຽಉ࢜のつながりがগなく、「ݸ」の時代ともい͑るঢ়گになった。
。։ൃ等がਐΉ中、స出ೖによりҬのことを知らない人が૿͑てきている࠶・
・ライフスタイルがଟ様化し、۠ຽのҬとのؔわり方や必要とする情報が変化してい
る。
・SNSなど情報ୡ手ஈがਐ化し、人と人とのつながりもアφログからデジタル移行
している。

働き方の多様化
ձࣾにଐさずにಇく人やリϞートワークがීٴするなど、ಇき方がଟ様化している。

多くの外国人の存在
。合が約一ׂをめているׂޱ人の人ࠃは外۠ߓ

防災活動を担う区民の⾼齢化
ொձ等のҬコミュニティにおいて、ࡂ活動を୲う۠ຽの高ྸ化がਐんでいる。

自然災害の発生
、෩、ਫなど、શࠃ的に大きなඃをもたらすࣗવࡂがൃ生している。

区が発信する防災・減災情報の
有効活用を促す新たな仕組み作り1

テーマ
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 3　実現に向けた課題
・۠ຽಉ࢜のつながりは大な一方、ொձ等のطଘのҬコミュニティにՃೖするには
৺理的なϋードルがあるなど、Ҭにおけるつながりの手ஈがগなくなっている。
。においてՌたす務のようなものがෆ໌֬で行動しにくいࡂ時をؚめ、۠ຽがࡂ・
۠と۠ຽ、Ҭコミュニティにおける۠ຽಉ࢜のつながりもアφログからデジタル
の移行ظである。ொձ等のطଘのコミュニティͩけでなく、ا業やアプリなどを活用
して۠と۠ຽ、۠ຽಉ࢜をつな͛る仕組みがेではない。

・人ޱの約一ׂをめる外ࠃ人をରとしたࡂのऔ組のڧ化がٻめられる。
時におけるਫの֬อなど、生活にີ接にؔわる՝のର応がෆ可ܽである。ࡂ・
。められるٻ業と࿈携してର応していくことがاには、ຽ間ࡦରࡂ

 4　施策の方向性
○マンション（ି・ৡわず）などのू合ॅやҬにおけるࡂݮ・ࡂରࡦのऔ
組をࢧԉする。
◇Ҭコミュニティのあり方が変化していくなか、طଘのコミュニティ以外でも新たな
コミュニティを形し、ੵۃ的に۠ຽやا業をつな͛る仕組みをߏஙする。
△新たなコミュニティと行との࿈携をڧ化し、ݯࢿのさらなる活用と結ͼつけるた
めに、情報ൃ信・管理をॆ実・ڧ化する。

テーマ 1 　区が発信する防災・減災情報の有効活用を促す新たな仕組み作り
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 5　具体的な取組
○集合住宅や地域における防災・減災対策に関する取組の支援（自助、共助、公助）
ᶃマンション管理組合やا業、ҿ৯ళ、ֶߍなどのネットワークや、ࡂ時のライフラ
インの֬อをڧ化する。
ᶄݸ人と行がつながることができる「バディシステム」やアプリなど、ฏ時からࡂ
時をҙ識した۠と۠ຽのつながりの仕組みをߏஙする。
ᶅࡂボランティアやҬサϙーター੍など、۠ຽ間におけるࡂ時の助け合いの仕
組みをߏஙする。
◇区民や企業とのつながりづくり（共助）
ᶃଔ業生（0#や1T"等のฏ時のつながり）やಉ૭ձ（またはそのൃ、ࢹ）をߟࢀ
に、ࡂ時に活用できる共助のためのネットワークをߏஙする。
ᶄطଘのҬコミュニティの組みにとらわれず、ଟ様なҬॅຽ（子ども、大人、外
ࢀとࢪ࿅の実܇ࡂՃしてֶるࢀにܰؾ、業など、Ҭશ体でָしくا人等）やࠃ
Ճをଅਐする。
ᶅا業が༗するࡂにؔするノϋや知ݟを活用し、۠とا業が࿈携をਐめることで
Ҭのྗࡂを向上させる。
△情報発信・管理の充実・強化（自助、公助）
ᶃ情報のडけ手である۠ຽのライフスタイルがଟ様化していることを౿ま͑、携帯電話、
SNS、デジタルサイネージ、アプリの活用など、世代、ଐੑをྀߟした۠の情報ൃ信
と、۠ຽの情報アクηス方๏を֬立させる。
ᶄ行手続き等で૭ޱに๚れた۠ຽにରして、ࡂݮ・ࡂにؔ࿈する情報配や情報π
ール（۠の公ࣜ -IN& 等）をプッシュ型でप知するなど、ࡂにؔするऔ組のप知や
ҙىשについてੵۃ的なアプローνを行う。
ᶅ۠ߓのࡂのϗームϖージについて、ଞ࣏ࣗ体などの先ਐ事ྫをߟࢀにしながら、
やすくするなど、डけ手である۠ຽに的֬な情報がಧけられݟにؔする情報をよりࡂ
るように工する。
ᶆ公共ࢪઃやӺなどにࢧࡂ・ࡂԉ情報（۠のϗームϖージ等）などにアクηスでき
る場所をઃけるなど、ࡂにؔ৺を持ってもらうきっかけͮくりを行う。
ᶇ۠の情報について、必要な人にどのようにಧいているかをѲ（ྫɿ۠の੍のਃ
者にରし、どの報ഔ体（報ࢴ、SNS 等）で情報を得たか֬ೝ）することでޮՌ的
な情報ൃ信につな͛る。

テーマ 1 　区が発信する防災・減災情報の有効活用を促す新たな仕組み作り
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ᶈ（マンションෑ内にあるՐ用ਫについて、マンション管理組合、ொձの中で、ど
こが管理、ઃஔしているઃඋなのかෆ໌֬なঢ়گが続いていた。۠に֬ೝしたところ、
۠の管理であると໌した事ྫがあったため）ࡂ時に༗ޮ的に活用できるࡂઃ
උについて、ઃஔঢ়گ等を۠、管理者、利用者が֬実にѲし、ؔ者と情報を共༗
する。

 6　参画と協働の推進
ᶃ「ू合ॅやҬにおけるࡂݮ・ࡂରࡦにؔするऔ組のࢧԉ（ࡂボランティア等）」、
「۠ຽやا業とのつながりͮくり（܇ࡂ࿅のࢀՃ等）」ٴͼ「情報ൃ信・管理のॆ
実・ڧ化（ࡂ情報のޮՌ的なൃ信等）」のऔ組に、۠ຽやا業等がよりؔわることで、
。ಇをਪਐするڠըとࢀ
ᶄ̡ テーマ 1・�・� 共通事߲ʳଟ様なडけ手をҙ識した情報ൃ信について、۠ຽのҙݟ
を౿ま͑た内容を検౼し、ޮՌ的な報につな͛る。
ᶅ̡ テーマ 1・�・� 共通事߲ʳఏݴを映したجຊܭըのऔ組のਐḿやޮՌ（Ռࢦඪ、
公։可能な数値等）などをଌఆし、۠のऔ組ঢ়گを「͑ݟる化」する。
ᶆ̡ テーマ 1・�・� 共通事߲ʳఏݴの実現に向けて、タンフォーラムのメンバーがࢀ
ըし、औ組にؔわる事業の実ࢪやޮՌの検ূを۠とともに実ࢪする。
ᶇʲテーマ 1・�・� 共通事߲ʳ۠とともにܧ続的なؔわりを持つػձを創出する。

テーマ 1 　区が発信する防災・減災情報の有効活用を促す新たな仕組み作り
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
テーマ1と同じ

 2　踏まえるべき社会変化
テーマ1と同じ

 3　実現に向けた課題
・ฏ時からݸ人でࡂやࡂݮにؔする情報をੵۃ的にऔりに行き、ओ体的に行動できる
ようなҙ識վֵがٻめられる。
・۠からの情報のޮՌ的な͑方も工がٻめられる。
時に૬ஊする૬手やՈがいない場合、困ったときにどうしたらいいかわからなࡂ・
い。

 4　施策の方向性
○ଟ様なଐੑ（ू合ॅ、୯世帯、高ྸ世帯、在勤者等）やライフスタイルに合わせ、
いの໋をकるための行動がとれるよう、ࣗ助・共ޓ時におけるࣗの໋とࡂ人がݸ
助のऔ組のڧ化につながるֶशػձの創出をਪਐする。
△ৗからܰؾにࡂ情報に৮れられるよう、طଘのࡂݮ・ࡂコンテンπなどを活用
しつつ、ࡂにؔ࿈する༡ͼの要ૉをりࠐんͩイϕントや、୭もがࢀՃしやすくָ
しい܇ࡂ࿅など、ฏ時からݸ人のࡂҙ識を高めるऔ組をਪਐする。

 5　具体的な取組
○多様な属性やフェーズに応じた個人の意識改革（自助・公助）
ᶃマンション等のू合ॅ、୯世帯、高ྸ世帯、外ࠃ人、中小ا業等のଐੑやフΣー
ズ（ྫɿൃޙࡂ˓間）、ঢ়گ（ネットワークো、ライフラインੇஅ等）に応じた
。人のҙ識վֵをਐめるݸにؔするࡂするなど、࡞プレーϒックをࡂ・ࡂ
ᶄࡂ時におけるݸ人に合ったఆ行動プランの࡞をࢧԉし、۠や࢜ࡂからアドバイ
スをもら͑るような仕組みをߏஙするなど、ࡂにؔするݸ人のҙ識վֵにつな͛る。

災害に関する個人の意識改革2
テーマ
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△誰もが参加しやすい防災訓練（自助・共助・公助）
ᶃ۠の܇ࡂ࿅を൚用パート	幅いに共通する内容
とݸผパート（子ども向け、外
Ճ者のଐੑをҙ識した内容となるよう、工ࢀ、業向け等）にけるなどا、人向けࠃ
して実ࢪする。
ᶄฏ時からࡂについて͑ߟるػձを創出するため、アプリやझຯ、༡ͼ、コミュニテ
ィ活動の中にࡂの要ૉをऔりೖれたൃܒを行うなど、ࡂ以外のテーマとࡂをֻ
け合わせ、ࡂにؔするҙ識向上をਤる。
ᶅຽ間ا業と࿈携し、۠ຽがָしみながらࢀՃできるࡂイϕント（ྫɿࡂスタンプ
ラリー、"R を使用した܇ࡂ࿅等）をاը・実ࢪするなど、ຽ間ا業のاըྗやコ
ンテンπを活用したൃܒをਪਐする。
△平時における効果的な意識啓発（自助・公助）
ᶃֶڭߍҭにおいてڭࡂҭをॆ実させる。
ᶄࡂ時のトイレରࡦやਫ֬อのॏ要ੑなど、ৗ生活とີ接にؔわるࡂରࡦをप知・
。ҙ識向上をਤるࡂし、ൃܒ

 6　参画と協働の推進
ᶃ	「ଟ様なଐੑやフΣーズに応じたݸ人のҙ識վֵ（ݸ々のঢ়گに合ったࡂҙ識の向上
等）」、「୭もがࢀՃしやすいࡂ活動（ࡂ活動のࢀՃ等）」ٴͼ「ฏ時におけるޮ
Ռ的なҙ識ൃܒ（ڭࡂҭ等）」のऔ組に、۠ຽやا業等がよりؔわることで、ࢀըと
。ಇをਪਐするڠ
ᶄ	̡ テーマ 1・�・� 共通事߲ʳଟ様なडけ手をҙ識した情報ൃ信について、۠ຽのҙݟ
を౿ま͑た内容を検౼し、ޮՌ的な報につな͛る。
ᶅ	̡ テーマ 1・�・� 共通事߲ʳఏݴを映したجຊܭըのऔ組のਐḿやޮՌ（Ռࢦඪ、
公։可能な数値等）などをଌఆし、۠のऔ組ঢ়گを「͑ݟる化」する。
ᶆ	̡ テーマ 1・�・� 共通事߲ʳఏݴの実現に向けて、タンフォーラムのメンバーがࢀ
ըし、औ組にؔわる事業の実ࢪやޮՌの検ূを۠とともに実ࢪする。
ᶇ	̡ テーマ 1・�・� 共通事߲ʳ۠とともにܧ続的なؔわりを持つػձを創出する。

テーマ 2 　災害に関する個人の意識改革
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「国籍や老若男女問わずあらゆる人が、リアルでもオンラインでも安全で安心に暮らせる

まち」
ৗの൜にؔすることやඃにૺってしまったときに、いつでも૬ஊできる人がい
る、୭に૬ஊして良いかわかるような、つながりがあるまちを目ࢦす。

 2　踏まえるべき社会変化
地域コミュニティの希薄化
֩Ոの૿ՃなどのӨڹでҬとのؔわり方がԼした。以લはۙ͝所などのҬの
目によってࢭされていたことが、今ではԿかىきてもҙしにくいࣾձとなってい
る。

インターネット (SNS 等 ) 上における広範囲のつながり・デジタル化 ( デジタル社会が浸
透したことに対する影響)
・SNSのීٴなどにより、インターネットを通じてإの͑ݟない人とのつながりが૿͑
た。結Ռ、SNS を利用した൜ࡑやフィッシングなどのデジタル൜ࡑが૿Ճしている。
・デジタルデバイド（情報格差）によって、デジタルऑ者が൜ࡑඃにૺいやすくなっ
ている。
・&コマースී֦ٴ大によりஔき配が૿Ճしたことで、新たな౪難ඃリスクが高まっ
ている。

犯罪の国際化
൜ࡑ組৫がࡍࠃ化・組৫化（ا業化）しており、൜ࡑがଟ様化し、その手ޱがົに
なっている。

多くの外国人（区民、旅行者）の存在
外ࠃ人ॅډ者やཱྀ行者がଟいため、外ࠃ人も൜ࡑඃにૺうリスクが૿͑る。

区内の人口増加
・フΝミリーが૿͑たことにい、子どもがඃにあう可能ੑが૿͑る。
・子どもをରにෆ৹者にをֻけられるリスクがݒ念される（ܐ๏൜ೝ知݅数にܭ上
されていない「かけ」などの݅数）。

生活安全（防犯）における抑止
力向上3

テーマ
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 その他
・一人りの電動キックボード等のϞビリティීٴによる、公共の場所でのトラϒルの
。があるੑݥة
・新型コロφイルス感છ֦大ࢭによるコミュニέーションのෆ、ストレスの૿
Ճ、ऩೖ等のӨڹによる生活が変化している。

 3　実現に向けた課題
○情報発信・情報開示、意識改革
・൜ࡑ・൜にରしてۙな情報がೖってこないため、ࣗのこととして͑ߟるػձが
গなく、൜ҙ識がくなっている。
・情報ऑ者が૿͑ている（デジタルデバイド）。サイバーܸ߈など手ޱがົ化してい
る。
・情報コンテンπがଟす͗るため、情報のडけ手がଟ様化している。そのため、طଘの
۠の報ではわりͮらい。
△人と人とのつながり
・人とのつながりがرബ化し、૬ஊする先がわからない。
・ଞ者のඃをଞ人事としてଊ͑るという͑ߟ方が૿͑ている。
・人の目が͑ݟるような、ொձなどを活かしたҬີணの൜体੍が必要である。
□インフラ整備
・൜Χメラなどの適なྗࢭが必要である。
・事લのࢭにつながるような仕ֻけが必要である。
・高ྸ者ରࡦなど、アφログ的なೝ知・प知方๏が必要である。外ࠃ人にର応したࢧԉ
内容を検౼する必要がある。

 4　施策の方向性
○情報発信・情報開示、意識改革による抑止力向上
൜ࡑ・൜にؔする情報をଟ様なडけ手にわるようൃ信方๏を工する。
△人と人とのつながりによる抑止力向上
ฏ時から҆શに҆৺してらせるよう、إの͑ݟるؔをஙく。
□インフラ整備による抑止力向上
。ଘの൜ઃඋにՃ͑、新たなインフラもඋするط

テーマ 3 　生活安全（防犯）における抑止力向上
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 5　具体的な取組
○情報発信・情報開示、意識改革
ᶃ൜にؔするҙىשや൜ରࡦなどの情報を一ݩ化し、۠の情報ഔ体にࡌܝすると
ともに、۠からプッシュࣜでもఆظ的に通知する。
ᶄ۠)1でࡂと൜のϖージをけるなど、情報ൃ信の仕方を工する。
ᶅඃのࢭになるٗࢭグッズを配るなど、アφログ的なप知方๏もฒ行して֦ॆ
する。
ᶆプライバシーอޢに配ྀしつつ、൜Χメラのି出しなどطଘの੍をڧ化するとと
もに、൜Χメラがઃஔされていることをදهするなど、ଟくの人にप知する。
ᶇҬの൜活動などにࢀՃしてもら͑るような動ػ・きっかけͮくりとなる情報ൃ信
を行なう。
ᶈ۠の情報について、必要な人にどのようにಧいているかをѲ（ྫɿ۠の੍のਃ
者にରし、どの報ഔ体（報ࢴ、SNS 等）で情報を得たか֬ೝ）することでޮՌ的
な情報ൃ信につな͛る。
△人と人とのつながりによる抑止力向上
ᶃ୭でもܰؾにָしくࢀՃできるҬパトロールを実ࢪし、ࢀՃ方๏（マッνング等）
や活動内容をଟ様化させるなど、Ҭにおける൜のྠを֦͛る。
ᶄҬコミュニティ内での൜メンター（൜の助ݴやࢧԉを行う人、൜ҙ識の高い
人）のҭや、リアルやΦンラインをわず、困ったときに۠やҬの人にܰؾに૬
ஊできるような仕組みͮくり（「バディシステム」等）など、൜ҙ識の高いҬのつ
ながりをつくる。
□インフラ整備による抑止力向上
ᶃ൜ϒβーやٗରࡦグッズの配など、デジタルにऑい人でも容қに活用できるア
φログなରࡦ方๏を֦ॆする。
ᶄا業と࿈携し、ը像ੳなどのIT 	"I
 技術を用いた൜Χメラや、テクノロジーを
活用したݟकりについてීൃܒٴを行うなど、最新技術をޮՌ的に活用したऔ組をਪ
ਐする。
ᶅا業等と࿈携し、ٸۓ時にはΦフィスやళฮに駆けࠐΉことができるようにするなど、
Ҭの൜体੍をڧ化する。
ᶆا業等と࿈携し、Ҭに人の目を感じられるようなऔ組をਪਐすることで、൜ࡑࢭ
ྗの向上につな͛る。（ྫɿキッνンΧーによるҬの目の役ׂ）

テーマ 3 　生活安全（防犯）における抑止力向上
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ᶇ۠ຽがෆ҆に感じた情報やෆ৹者情報等を૬ஊ、報ࠂできるような仕組みなど、Ҭ
の൜にؔする情報（൜ࡑにࢸらない情報ؚΉ。）の共༗化をਤる。
ᶈ外ޠࠃର応をؚめ、൜ࡑඃにૺってしまったࡍの૬ஊ૭ޱなど、൜ࡑඃ者にدり
ఴったࢧԉを行う。

 6　参画と協働の推進
ᶃ「情報ൃ信・情報։ࣔ・ҙ識վֵ（൜情報の共༗等）」、「人と人とのつながりによる
ྗࢭ向上

（ҬパトロールのࢀՃ等）」ٴͼ「インフラඋによるྗࢭ向上（Ҭのݟकりの
目の֬อ等）」のऔ組に、۠ຽやا業等がよりؔわることで、ࢀըとڠಇをਐめる。
ᶄʲテーマ 1・�・� 共通事߲ʳଟ様なडけ手をҙ識した情報ൃ信について、۠ຽのҙݟ
を౿ま͑た内容を検౼し、ޮՌ的な報につな͛る。
ᶅʲテーマ 1・�・� 共通事߲ʳఏݴを映したجຊܭըのऔ組のਐḿやޮՌ（Ռࢦඪ、
公։可能な数値等）などをଌఆし、۠のऔ組ঢ়گを「͑ݟる化」する。
ᶆʲテーマ 1・�・� 共通事߲ʳఏݴの実現に向けて、タンフォーラムのメンバーがࢀ
ըし、औ組にؔわる事業の実ࢪやޮՌの検ূを۠とともに実ࢪする。
ᶇʲテーマ 1・�・� 共通事߲ʳ۠とともにܧ続的なؔわりを持つػձを創出する。

テーマ 3 　生活安全（防犯）における抑止力向上
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開催経過

ճ ։࠵࣌ ༰

ୈ�ճ 令和4年9月21日（水）
18時30分～20時45分

╚ 事務ہհ
╚ グループձٞのਐめ方について
╚ における現ঢ়と՝について
╚ 検౼テーマのબఆ
╚ リーμー、サϒリーμーのબ出

ୈ�ճ 令和4年10月17日（月）
18時30分～20時30分

╚ 第1ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「ࡂ」にؔするٞ

ୈ�ճ 令和4年10月31日（月）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「ࡂ」にؔするٞ

ୈ�ճ 令和4年11月14日（月）
18時30分～19時50分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「ࡂ」にؔするٞ

ୈ�ճ 令和4年11月28日（月）
18時30分～20時30分

╚ 第4ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「生活҆શ（൜）」にؔするٞ

ୈ�ճ 令和4年12月12日（月）
18時30分～20時40分

╚ 第5ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「生活҆શ（൜）」にؔするٞ

ୈ�ճ 令和4年12月26日（月）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ ఏݴॻҊについて

ୈ�ճ 令和5年1月16日（月）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ ఏݴॻҊについて
╚ ఏࣜݴについて
╚ グループձٞશ体のৼりฦり・ҙݟ交

32



33



34



	ಊɹণ子ޚ۽ 	ɹະ来౻ޙ Լଜɹଠ一
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たち第�グループでは、メンバーのؔ৺ࢲ
にͮجき、ᶃ「͝みݮ量・ݯࢿ॥環」ᶄ「環
境อશ・ඒ化活動のਪਐ」ᶅ「やਫลのอ
શ・創出」の�つのテーマについてٞをॏ
Ͷました。
グループには、環境ඒ化のボランティア活
動にࢀՃしている人や、͝みやҬの環
境ඒ化に高いؔ৺を持った人がूまりました。
マイクロプラスνックが世ք的にとな
り、զがࠃにおいてもレジାがશ༗ྉ化す
るなど、プラスνックに向けたऔ組がਐめ
られるとともに、ࠃがվਖ਼݈૿߁ਐ๏を、౦
行して、ड動٤ࢪྫをࢭがड動٤Ԏژ
Ԏରࡦをஶしくڧ化するなど、環境・リサイ
クルのをऔりרくঢ়گは、目ま͙るしく
変化を続けています。また、ࡢ今の新型コロ
φイルス感છの感છ֦大やデジタル化の
ਐలによるࣾձ変化は、Ҭでഉ出される͝
みの量・छྨや環境อશ・ඒ化にもӨڹを༩
͑ています。
ςʔマ1「͝みݮ量・ݯࢿ॥環」について
は、۠ 内の͝みผについてਖ਼しく理ղされて
いないことや、طଘのऔ組や॥環可能なݯࢿ
等が۠ຽに知られていないことなどが՝と
してあ͛られ、͝みの現ঢ়を理ղした上で、
Ҭで͝みݮ量にऔり組んでもら͑るよう、
͝みのݮ量にؔするڭҭ・ൃܒをਪਐする΄
か、طଘのリデュース・リϢース・リサイク
ルにؔする۠のऔ組を֦ॆするͩけでなく、
प知をڧ化する必要があると͑ߟました。
ςʔマ2「環境อશ・ඒ化活動のਪਐ」に
ついては、ඒ化活動にࢀՃする人がগないこ
とや、公共ۭ間のඒ化にରするϞラルがԼ

していること、ੑࡍࠃの๛かさにىҼするル
ール浸透の困難さなどの՝にରして、୭も
がܰؾに環境อશ・ඒ化活動にࢀՃできる仕
組みや環境อશ・ඒ化にؔするޮՌ的なप知
の実ࢪを۩体的なऔ組として͑ߟました。ま
た、طにࣗओ的にඒ化活動を行っている人
の۠のࢧԉの必要ੑなど、ボランティア活動
に従事するメンバーがいることもあって、
んなҙݟ交が行われました。
ςʔマ3「やਫลのอશ・創出」につい

ては、ਫลにରしてマイφスなイメージを持
っている人がいることや、を感じられない
Ҭがあるなどのҙݟがあがり、ਫลやを
もっとۙに感じてもらうため、子どもから
大人までもがਫลのྺ࢙や環境をֶͿػձの
ॆ実や、ࢹ覚的なの૿Ճに向けたऔ組をߟ
͑ました。
環境・リサイクルにؔする՝は、一

レϕルでのऔ組がࠃ、すると世քレϕルݟ
たち一人ͻとりの々のҙࢲ、されますがࢹ
識や行動が、՝のղ決に向けた大きなҙຯ
を持っています。
ఏݴにあたっては、ੑࡍࠃの๛かさや事業

所・就業者のଟさなど、ຊを代දするࢢ
のͻとつである۠ߓの特をेにྀߟした
上、֤メンバーのこれまでの活動やৗ生活
で々感じているを౿ま͑、ٞをॏͶて
きました。みなとタンフォーラムでのఏݴ
がج۠ߓຊܭըに映されることで、一人ͻ
とりの環境ҙ識が高まり、ࣗओ的な行動につ
ながることによって、୭もが৺よい環境に
配ྀした持続可能なまちになっていることを
。っていますئ

提言にあたって 第3グループ【環境・リサイクル分野】
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提言の体系

ʲςʔマ�ʳ
͝Έݮ ɾྔݯࢿ॥

•͝みのݮ量（リデュース・リϢース・リサイクル）にؔする人ࡐ
ҭ・ൃܒのਪਐ
•�Rのਪਐに向けたऔ組のڧ化

ʲςʔマ�ʳ
ಈ׆อશɾඒԽڥ
ͷਪਐ

•୭もがܰؾに環境อશ・ඒ化活動にࢀՃできる仕組みのߏங
•環境อશ・ඒ化にؔするޮՌ的なप知の実ࢪ

ʲςʔマ�ʳ
ਫลͷอશɾ
ग़

•ਫลにしみを持ってもらうためのऔ組のॆ実
•まちなかののॆ実

۩ମతͳऔ

提言書の見方
ఏݴॻにおける、実現に向けた
՝やࡦࢪの方向ੑ、۩体的なऔ
組など、֤߲目間でつながりがあ
るものについては、ه߸（ʓ、□、
◇等）によってؔ࿈ੑを໌らかに
しています。

3　実現に向けた課題
〇（՝の内容ᶃ）
□（՝の内容ᶄ）
◇（՝の内容ᶅ）

4　施策の方向性
〇（ࡦࢪの方向ੑの内容ᶃ）
（の方向ੑの内容ᶄࡦࢪ）□
（の方向ੑの内容ᶅࡦࢪ）◇

5　具体的な取組
〇（औ組の内容ᶃ）
〇（औ組の内容ᶄ）
□（औ組の内容ᶅ）
◇（औ組の内容ᶆ）
◇（औ組の内容ᶇ）
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「一人ひとりの環境意識が⾼まり、あらゆるものが循環する持続可能なまち」

 2　踏まえるべき社会変化
・新型コロφイルス感છ֦大ࢭやಇき方վֵにうテレワークのਪਐによって、
Ոఉでա͝す時間が૿͑ており、ライフスタイルが変化している。
・人ޱの૿Ճにい͝みのഉ出量が૿Ճするとともに、子ҭて世代の૿Ճなど۠ຽの
。が変わることで、͝みのछྨにも変化が生じるߏྸ
・新型コロφイルス感છがऩଋしていくことで、外ࠃ人のॅډ者や就࿑者、٬ޫ؍
が૿Ճしている。
・世ք的なプラスνックのྲྀれにい、ࢴૉࡐ等の代ସがਐΉことによって、プラ
スνックをআく͝みが૿Ճするݒ念がある。
・ಇき方վֵ、DX化のଅਐなど、電子ഔ体の移行によるϖーパーレス化がՃ速して
いる。
・ૉࣾձの動きがさらにՃ速し、ݸ人やا業におけるऔ組のॏ要ੑが高まってい
る。

 3　実現に向けた課題
体によって͝みのผ方๏がҟなり人々のೝ識としてఆணしͮらいため、͝みの࣏ࣗ・
ਖ਼しい出し方を知らない人がଟい。
がप知されていないことで、リϢース・リ・ݯࢿճऩ等のऔ組や॥環可能なڌ・
サイクルができるものが͝みとして処理されている。

 4　施策の方向性
○͝みをはじめとした環境について、Ҭの人がֶͼ、Ҭの人に͑てくれ
るよう、人ࡐҭをਪਐするとともに、طଘの仕組みやऔ組の中で、ਖ਼しい͝みの出
し方をֶͿ・͑るػձを֦ॆする。
□みながリデュース・リϢース・リサイクル（�R）にऔり組めるよう、طଘのऔ組を֦
大・प知をڧ化する΄か、ܳ術などの֞ࠜをӽ͑たൃܒ活動をਪਐする。

ごみ減量・資源循環1
テーマ
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 5　具体的な取組
○ごみの減量（リデュース・リユース・リサイクル）に関する人材育成・啓発の推進
・͝みにؔするਖ਼しい知識のもと、Ҭにおける͝みݮ量のऔ組をਪਐするため、ொձ・
においߍするとともに、小中ֶൃܒをҭて、Ҭॅຽࡐձ͝とに中৺となる人࣏ࣗ
て͝みにؔするڭҭを行うなど、人ࡐのҭをਐめる。
・環境にるイϕントのみならず、۠のࢪઃや様々なイϕントを活用して、͝みผア
プリやνラシによる、ੵۃ的なप知・ൃܒを行う΄か、͝みから࠶生したの情報
をൃ信することによって、͝みݮ量のҙ識を高める。

□3Rの推進に向けた取組の強化　
・Ոఉの৯ഇغのコンϙストによるଯං化をはじめとした৯リサイクルのଅਐな
ど、୭もがリサイクルしやすい環境ͮくりをਐめる。
・リϢース・リサイクルがଅਐされるよう、طに行っているҥྨの交ձを֦ॆする΄
か、طଘのڌճऩのप知֦大やおもちΌ等をֶا・ߍ業等でۙにճऩできる仕組
みͮくりなど、औ組のڧ化を行う。
・ഇغされる͝みを活用したアート࡞やクラフト࡞のలࣔձなどを通じて、͝みの
。量・利活用にؔする情報をൃ信するݮ

 6　参画と協働の推進
・Ҭのॅຽが環境や͝みについてࣗらֶͼ、先して͝みݮ量にऔり組Ή。
・事業者のྗڠのもと、͝みのݮ量やݯࢿ॥環に向けた最新技術のಋೖやޮՌ的な情報
ൃ信など、ຽ間のྗの活用を検౼する。
みながらऔࠐきר公ืを行うなど、Ҭをݟճऩのଅਐに向けたアイデア等のҙݯࢿ・
組をਐめる。

テーマ 1 　ごみ減量・資源循環
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「環境保全・美化活動の輪が広がり、ごみが落ちていない清潔できれいなまち」

 2　踏まえるべき社会変化
・新型コロφイルス感છの感છ֦大によりݮগした在勤者や外ࠃ人٬ޫ؍といった
来街者が、ঃ々にճ෮し࠶ͼ૿Ճする。
・持ちؼりҿྉのプラスνック͝みや、使いࣺてマスク、タバコなど、時代やࣾձ情
とともにϙイࣺてされる͝みのछྨも変化する。
・大نな࠶։ൃ事業によってきれいな公共ۭ間がඋされ、։ൃ事業者がそのอશを
୲う۠Ҭが૿͑ていく。
・IoTや"Iといったデジタル技術を活用した環境ඒ化活動がීٴしていく。

 3　実現に向けた課題
・͝みरいといった活動にࢀՃしたくても、طଘのコミュニティのෑډが高いイメー
ジから、新たに活動にࢀՃする人がগない。
・۠ຽや来街者等について、公共ۭ間のඒ化にରするϞラルがԼしている。
人ࠃによって、ϙイࣺてや٤ԎにؔするルールやϞラルが大きくҟなっており、外ࠃ・
の来街者に۠ߓの環境ඒ化ルールが浸透しにくい。

 4　施策の方向性
○͝みरいなどの環境อશ・ඒ化活動の門ށを͛、୭もが活動にࢀՃしやすくなる仕
ֻけを࡞る。
□来街者や外ࠃ人などにも۠ߓの環境อશ・ඒ化にؔするルールをकってもら͑るよう、
ޮՌ的なप知ൃܒを行う。

環境保全・美化活動の推進2
テーマ
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 5　具体的な取組
○誰もが気軽に環境保全・美化活動に参加できる仕組みの構築
・専用の͝みାの配やऩूした͝みをճऩする仕組みのඋなど、ࣗओ的な活動をଅ
ਐするためのऔ組を行う。
・よりଟくの۠ຽ、ا業等が活動にࢀՃしやすいよう、活動のࢀՃ者のインηンティ
ϒの付༩や、スϙーπνームやインフルΤンサーとコラボしたイϕントの։࠵など、
͝みरいをָしみながら行うことができるऔ組を行う。
□環境保全・美化に関する効果的な周知の実施　
・͝みरいアプリや"Iػ能付きのトング等のデジタル技術を用いて、ऩूした͝みの量
やछྨ等を可ࢹ化するとともに、そのデータをप知ൃܒといった情報ൃ信に活用する。
・みなとタバコルール等の環境อશ・ඒ化にؔする۠のルールについて、ピクトグラム
を用いるなどして、来街者や外ࠃ人もؚめて୭にでもわかりやすいパンフレット等の
प知ഔ体を࡞する。
・シΣアサイクルのࣗస車などに環境อશ・ඒ化にؔする۠のルールをࣔܝするなど、
プラスЋでできるऔ組を૿やす。

 6　参画と協働の推進
・۠ຽや在勤・在ֶ者をはじめとした来街者など、ଟ様な人が、۠ओ࠵にݶらず様々な
環境อશ・ඒ化活動にࣗओ的にࢀՃする。
。を行うൃܒ業等と࿈携したप知ا・

テーマ 2 　環境保全・美化活動の推進
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「すべての人々にとって、もっと水辺と緑に近くなるまち」

 2　踏まえるべき社会変化
・۠のඃは、࠶։ൃ事業等にい上ঢの向にある。
・ٿԹஆ化による২のӨڹや世ք的なྛഁյなどがਐ行している。
・ۙ、ήリラ߽Ӎや大型෩など、大きなඃをもたらす෩ਫがଟൃしている。

 3　実現に向けた課題
・۠内をྲྀれるがೝ知されていないことはもとより、५っていない・Ԛれているҹ
があり、ਫลにରするしみがബれている。
・がඋされている場所とされていない場所で差が大きい΄か、ற車場やࣇಐ༡Ԃな
どでがগなく感じられるなど、ඃにかかわらずࢹ覚的にを感じられないҬ
がଘ在する。

 4　施策の方向性
、などを通じて࠵ձや、ਫ࣭などの情報ൃ信、ਫลでのイϕント։ػを知る・ֶͿ࢙ྺ○
ਫลにしΉػձを૿やす。
□۠内の様々な場所にを感じられるよう、ඃの向上はもとより、ࢹ覚的なまちな
かの化をਪਐする。

緑や水辺の保全・創出3
テーマ
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 5　具体的な取組
○水辺に親しみを持ってもらうための取組の充実
・子どもたちのڭҭをはじめ、ଟ様な人々に向けたྺ࢙やਫ࣭にؔするֶशػձの創
出、ۙに行͑るਫ࣭ড়化のऔ組のप知、ਫลにおけるイϕントの実ࢪなどを通じて、
をはじめとしたਫลにରしてしみやѪணを持ってもらい、「良くしたい」というݹ
ҙ識の高まりにつな͛る。
□まちなかの緑の充実　
とした࣭の高いの創出にऔり組Ήとともに、Ҭにおける۠ຽや事業ػܖ։ൃを࠶・
者等によるのさらなる創出・อશをࢧԉする。

 6　参画と協働の推進
・ワークショップやイϕントをֶߍやا業と実ࢪするなど、Ҭ͙るみでの活動として
ਐめる。
・Ҭのॅຽがओ体的にਫลや化についてൃܒできる仕組みをߏஙする。
・ଞ࣏ࣗ体と࿈携し、۠のみならずҬでऔ組をਐめる。

テーマ 3 　緑や水辺の保全・創出
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開催経過

ճ ։࠵࣌ ༰

ୈ�ճ 令和4年9月30日（金）
18時30分～20時30分

╚ 事務ہհ
╚ グループձٞのਐめ方について
╚ における現ঢ়と՝について
╚ 検౼テーマのબఆ
╚ リーμー、サϒリーμーのબ出

ୈ�ճ 令和4年10月21日（金）
18時30分～20時30分

╚ 第1ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「͝みݮ量・ݯࢿ॥環」にؔするٞ
ক来像（め͟すまちの࢟）とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝とࡦࢪの方向ੑ
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年11月8日（火）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「環境อશ・ඒ化活動のਪਐ」にؔするٞ
ক来像（め͟すまちの࢟）とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝とࡦࢪの方向ੑ
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年11月18日（金）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「やਫลのอશ・創出」にؔするٞ
ক来像（め͟すまちの࢟）とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝とࡦࢪの方向ੑ
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年12月2日（金）
18時30分～20時30分

╚ 第4ճグループձٞのৼりฦり
╚ 第�ʙ4ճグループձٞの内容֬ೝ
╚ ֤テーマの検・テーマ間のൺֱ
╚ テーマ「͝みݮ量・ݯࢿ॥環」のఏݴ内容のௐ

ୈ�ճ 令和4年12月16日（金）
18時30分～20時30分

╚ 第5ճグループձٞのৼりฦり
╚ テーマ「環境อશ・ඒ化活動のਪਐ」ٴͼテーマ「や
ਫลのอશ・創出」のఏݴ内容のௐ

ୈ�ճ 令和5年1月10日（火）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ ఏݴॻҊのௐ

ୈ�ճ 令和5年1月20日（金）
18時30分～20時

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ ఏݴॻҊのௐ
╚ ఏࣜݴについて
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提言にあたって 第4グループ【地域コミュニティ分野】

たち第4グループでは、Ҭコミュニテࢲ
ィには、ொձや࣏ࣗձ、マンションといった
Ҭによるつながりと、テーマや目的、झຯ
やᅂ等でूまるつながりがあることを౿ま
͑、「時代変化に応じたҬによるつながり
の変ֵ（ொձ・࣏ࣗձ、マンション）」と、
「人のԑや共通の目的・テーマでのつながり
によるҬの活ੑ化（N10、ボランティアஂ
体、サークル、サロン）」の�つをテーマにઃ
ఆし、ٞをॏͶました。
新型コロφイルス感છの֦大は、生活
様ࣜとҬコミュニティに大きなӨڹを༩͑
ています。
Ҭコミュニティにおいては、様々なイϕ
ントやກ活動が大きく੍ݶされました。
一方で、テレワーク環境がඋされたこと
で、ॅまいとそのҬでա͝す時間が૿͑、
人々のؔ৺がҬに向くようになっています。
これまで、Ҭのॅຽやళ街等を中৺と
したொձ・࣏ࣗձが、Ҭのਗ਼や҆৺・҆
શにؔする活動の΄か、おࡇりなどのقઅ͝
とのイϕントをとおして、Ҭコミュニティ
の中৺的な役ׂを୲ってきました。
しかしながら、ொձ・࣏ࣗձでは、୲い手
の高ྸ化やݻఆ化、ॅຽやॅまいのଟ様化な
どにՃ͑、コロφՒの੍ݶもあり、「ྡۙ所の
助け合い」がますます難しくなっています。
また、ۙは、࠶։ൃにより大نなΦフ
ィス・マンションがݐઃされるなど、まちの
変化がՃ速しています。今や۠内の約�ׂの
世帯のॅまいが共ಉॅであり、マンション
には、ொձ・࣏ࣗձとの࿈携をؚめた様々な
活動をとおして、Ҭコミュニティの役ׂを

୲していくことがظされています。
そして、۠内では、૿Ճ向にあるॅຽは

もとより、ଟくの在勤者や在ֶ生なども、ଟ
様なഎܠ・価値؍のԼで、様々な形ଶと目的
のҬコミュニティ活動を行っています。
また、Ҭとのؔわりを持とうしている人・

。業・ஂ体も૿͑てきていますا
そのような中、۠内のҬコミュニティ活

動にؔする情報が人々にಧいていない、ࢀՃ
方๏がからないといった՝や、ࢀՃোน
が高い、ҬѪなどの人々のࢀՃҙཉをҭΉ
。てきました͑ݟձがগないといった՝がػ
こうした現ঢ়や՝を౿ま͑、テーマ1では

「情報ఏڙଶのڧ化」「ଟ様な人ࡐのऔりࠐ
み」、テーマ�では「ଟ様なओ体のつながりの
ൃల・ڧ化」「ҬのѪணのৢ」「活動の
場所やػձの֬อ」というࡦࢪの方向ੑをఆ
め、۩体的なऔ組についてٞしました。
あわせて、Ҭ՝のଟ様化、複ࡶ化によ

り、行のର応ൣғがൣにٴんでいる中、
そのղ決には、行（۠、職һ）、Ҭコミュ
ニティ活動の֤छओ体（֤छの組৫・ஂ体、
ಇڠ・に࿈携ޓ人）がパートφーとして૬ݸ
してऔり組Ή必要があることを֬࠶ೝし、活
動ओ体をओޠとした「ࢀըとڠಇ」について
もٞしました。
このఏݴがج۠ߓຊܭըに映され、۠ߓ

にؔわるあらゆる人々がつながりを持ち、ݽ
立することなく҆৺してա͝すことのできる
「;るさと」と͑ࢥるまちになっていくことを
。っていますئ
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提言の体系

ʲςʔマ�ʳ
มԽʹԠͨ࣌͡
ҬʹΑΔͭ ͳ͕Γͷม
ʢֵொձɾࣗ ձɺマ࣏
ϯγϣϯʣ

•ொձ・࣏ࣗձの情報ൃ信のࢧԉ
•ଟ様な人ࡐをつな͙ためのࢧԉ

ʲςʔマ�ʳ
ਓͷԑڞ௨ͷ
తɾςʔマͰͷͭͳ͕
ΓʹΑΔҬͷੑ׆
Խʢ/10ɺϘラϯςΟ
ΞஂମɺαʔΫϧɺα
ϩϯʣ

•つながるػձのॆ実
•ҬのѪணのৢɹ
•活動の場所やػձの֬อ

۩ମతͳऔ

提言書の見方
ఏݴॻにおける、実現に向けた
՝やࡦࢪの方向ੑ、۩体的なऔ
組など、֤߲目間でつながりがあ
るものについては、ه߸（ʓ、□、
◇等）によってؔ࿈ੑを໌らかに
しています。

3　実現に向けた課題
〇（՝の内容ᶃ）
□（՝の内容ᶄ）
◇（՝の内容ᶅ）

4　施策の方向性
〇（ࡦࢪの方向ੑの内容ᶃ）
（の方向ੑの内容ᶄࡦࢪ）□
（の方向ੑの内容ᶅࡦࢪ）◇

5　具体的な取組
〇（औ組の内容ᶃ）
〇（औ組の内容ᶄ）
□（औ組の内容ᶅ）
◇（औ組の内容ᶆ）
◇（औ組の内容ᶇ）
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「地域に関わるあらゆる人たちがつながり皆で支え合い、安心して過ごせて、愛着を持て

る、ふるさとと思えるまち」
とؔ۠ߓでಇく人をؚめた۠ߓはҬ͝とに特৭を持っており、۠ຽのみならず۠ߓ
わりを持っている人々が、それͧれの立場をଚॏし、つながり、͑ࢧ合うコミュニテ
ィのある、Ѫணを持てるまちをめ͟す。

 2　踏まえるべき社会変化
再開発の加速
։ൃにうマンション等の૿Ճにより、సೖ者が૿Ճしているが、Ҭコ࠶では۠ߓ・
ミュニティのࢀըがेに得られていない。
・ີݩணのళなどがҬコミュニティの一ཌྷを୲ってきたが、࠶։ൃにより、そう
したళがݮগしている。

新型コロナウイルス感染症の拡大
・在ॅ者は、Ҭでա͝す時間が૿Ճしたことで、ࡂやࢱなどҬࣾձのؔ৺が
高まっている。
・イϕントࣗॗにより、ொձ・࣏ࣗձ・マンション管理組合のҬ活動やກ活動が੍
。されているݶ
・新しい生活様ࣜにより、۠外からの通勤者がݮগし、Ҭのا業、在勤者とொձ・ࣗ
。গしたݮձとの接が࣏
・SNSやΦンラインの利用が活ൃ化し、コミュニέーションの方๏がଟ様化している。
。化しているࠁ立がਂݽ世帯の૿Ճやそれにう人々のځ済格差が助され、生活困ܦ・
住民の多様化
・マンションの૿Ճなど、まちのߏが変化することで価値؍がଟ様化し、Ҭコミュ
ニティにおいては、従来のようなྡۙ所の助け合いが難しくなっている。
・現役世代の୯者、୯の高ྸ者、高ྸ者Ո、外ࠃ人、-G#T2など、ॅຽやՈ
。のଟ様化がਐんでいるߏ

時代変化に応じた地域によるつながり
の変革（町会・自治会、マンション）1

テーマ
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 3　実現に向けた課題
○情報提供態勢の不足
・ொձ・࣏ࣗձの情報が、طଘのॅຽやసೖ者、在勤者などにಧいていない。
・デジタルにೃછみがないことから8&#ൃ信のϋードルが高く、8&#を通じた情報
ൃ信がされていないこと。
・ൃ信されていてもその情報量と内容がेでないこと。
□参加障壁
؍ఆされた先ೖݻձにରする࣏ࣗ・ଘのॅຽやసೖ者、在勤者などの中には、ொձط・
を持っている人もଟく、また、一෦のொձ・࣏ࣗձでは新たな୲い手にରして͑ߏて
しまうことがあり、ࢀՃするϋードルを上͛てしまっている。
・ொձ・࣏ࣗձではܧޙ者ෆによる୲い手のݻఆ化や役һの高ྸ化がਐんでいるため、
生活様ࣜのҟなるएやసೖ者との接やҙݟ等をくみ上͛る仕組みがない。
・高ྸ者やੲからॅんでいる人たちを中৺とした活動になら͟るを得ない。

 4　施策の方向性
○情報提供態勢の強化
・సೖ時における۠からのհやொձࣔܝ板等これまでのൃ信ではऔりࠐめなかったط
ଘのॅຽやసೖ者、在勤者などのにରして、ொձ・࣏ࣗձから、8&#を通じた情報
ఏڙをڧ化する。
□多様な人材の取り込み
・ொձ・࣏ࣗձ・マンション管理組合がए者や現役世代などଟ様な人ࡐと接を持てる
ようにࢧԉする。

テーマ 1 　時代変化に応じた地域によるつながりの変革（町会・自治会、マンション）
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 5　具体的な取組
○町会・自治会の情報発信の支援
・インターネットが情報औ得のओ要手ஈとなっている世代等にରして、ϗームϖージや
SNS等でொձ・࣏ࣗձが情報ఏڙできるようにࢧԉする。
・ொձ・࣏ࣗձのັྗあるコンテンπをఏڙする。
□多様な人材をつなぐための支援
・ொձ・࣏ࣗձ・マンション管理組合とଟ様な人ࡐが接を持てるػձ・きっかけͮく
りをࢧԉする。
・ொձ・࣏ࣗձ・マンション管理組合とଟ様な人々をつな͙中間ࢧԉ組৫をࢧԉする。
・ॅຽಉ࢜のつながりの必要ੑのൃܒなどマンション内のコミュニティの形・ڧ化、
リーμーのҭ、マンション管理組合とொձ・࣏ࣗձをつな͙人ࡐのҭをࢧԉする。

 6　参画と協働の推進
○区民や在勤者のプロボノ
۠ຽ・在勤者がそれͧれ仕事などでഓった専門的なスキルや知識を生かして、情報ఏ
。Ճするࢀ化などにؔする۠のプロジΣクトにڧのڙ
○町会・自治会からの情報提供
ொձ・࣏ࣗձからՃೖについての情報やொձ・࣏ࣗձが行っている活動内容の情報を
ఏڙする。
□中間支援
中間ࢧԉ的な役ׂをՌたしている組৫と۠がڠಇする。

テーマ 1 　時代変化に応じた地域によるつながりの変革（町会・自治会、マンション）
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「港区に関わるあらゆる人が協働することでつながり、誰もが安心して憩える居場所があ

る包容力のあるまち」 
۠ຽのみならず۠ߓでֶͿ人・ಇく人をؚめた۠ߓとؔわりを持っている人々が、お
ಇしながら、୭にとってもཔれるڠいの立場を理ղし、共通の目ඪやՌに向けてޓ
場所、҆৺してू͑る場所、間ޱがくෑډがい場やػձのあるแ容ྗのあるまち
をめ͟す。

 2　踏まえるべき社会変化
新型コロナウイルス感染症の拡大
・在ॅ者は、Ҭでա͝す時間が૿Ճすることで、ࡂやࢱなどҬࣾձのؔ৺が
高まっている。
・新型コロφイルス感છ֦大ࢭにより、人のԑや共通の目的・テーマでつながっ
たஂ体の活動もॖ小し、ର面ػձがݮগした。
・SNSやΦンラインの利用が活ൃ化し、コミュニέーションの方๏がଟ様化している。
。化しているࠁ立がਂݽ世帯の૿Ճやそれにう人々のځ済格差が助され、生活困ܦ・
住民・在勤者の多様化
・現役世代の୯者、୯の高ྸ者、高ྸ者Ո、外ࠃ人、-G#T2など、ॅຽやՈ
。のଟ様化がਐんでいるߏ
。業、大使ؗがଘ在し、ଟ様な人々が活動しているاにはଟくの۠ߓ・
・ॅຽのଟ化により、らし方や価値؍がଟ様化し、ݸผ・ݸ人の時代と変化して
いる。

人の縁や共通の目的・テーマでのつなが
りによる地域の活性化（NPO、ボランテ
ィア団体、サークル、サロン）2

テーマ
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 3　実現に向けた課題
○つながりを作る機会が少ない
・活動ஂ体等の情報がগなく、可ࢹ化されていない。
・Ҭとؔわりを持ちたいと͑ߟている人やا業・ஂ体もあるが、どのようにؔわれ
いいかがからない。
・マッνングするଆ、されるଆ、方の情報ෆによって、ݸ人間、ஂ体間、ݸ人とஂ
体がつながらない。
□地域への関心・愛着を深める機会が少ない
・Ҭのັྗがेにൃ信されておらず、ೝ識されていない。
・Ҭのؔ৺・Ѫணをਂめるػձがগないことで、Ҭのために時間を使うという動
につながらず、Ҭ活動において、ॅຽや在勤者等の能ྗがेに活用されていなػ
いঢ়گにある。
◇活動の場所や機会の不足
・۠༗ࢪઃは利用目的が合கしないと利用できないࢪઃがଟい。
・面നいऔ組をしようとしてもूまる場所がෆしている。
・人のԑや共通の目的・テーマでつながっているطଘコミュニティの活動は、新نにࢀ
Ճするࡍのϋードルが高く、डけの人やແ理のないൣғでؔわっていこうという人
がೖりやすい場がগない。

 4　施策の方向性
○多様な主体のつながりの発展・強化
N10・ボランティアஂ体・サークル・サロン、ொձ・࣏ࣗձ、ا業、۠（行）それ
ͧれが持っているڧみを生かせるように、つながりをൃల・ڧ化する。
□地域への愛着の醸成
Ҭやஂ体のັྗൃ信、共༗をとおして、ڵຯ・ؔ৺、ҬのѪணをҾき出し、コ
ミュニティのࢀըをଅす。
◇活動の場所や機会の確保
۠内にあるݯࢿを活用し、Ҭશ体で活動の場を創出、֬อし、ࢀՃしやすい場ͮく
りをࢧԉする。

テーマ 2 人の縁や共通の目的・テーマでのつながりによる地域の活性化（NPO、ボランティア団体、サークル、サロン）
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テーマ 2 人の縁や共通の目的・テーマでのつながりによる地域の活性化（NPO、ボランティア団体、サークル、サロン）

 5　具体的な取組
○つながる機会の充実
・ϋϒになる人ࡐやஂ体、手って΄しい内容など、マッνングに必要な情報ఏڙをڧ
化し、間ޱを͛る。
・Ҭ活動ஂ体、在ॅ者や在勤者をつな͙プラットフォームの活用をଅਐする。
・N10、Ҭ活動ஂ体、ا業などのつながりをࢧԉする。
。化につながる情報ൃ信をଅਐするࢹಇして、Ҭ活動の可ڠ業等とا・
□地域への愛着の醸成　
・Ҭの人ࡐ等を活用して、よりଟくの在ॅ者・在勤者にҬのことをਂく知ってもら
うऔ組を行う。
。からҬのັྗをൃ信するޱをଊ͑、様々なりຯ・ؔ৺、झຯ・ᅂڵ人のݸ・
◇活動の場所や機会の確保
。ઃをҬஂ体の活動場所として活用できる仕組みをつくるࢪଘのຽ間ط・
・様々な人に門ށを։きଟ様な形でのؔわりが可能な場ͮくりをࢧԉする。

 6　参画と協働の推進
○プラットフォームの活用
Ҭの人・ஂ体のࣗओ的な行動として、Ҭ活動ஂ体、在ॅ者や在勤者をつな͙プラ
ットフォームを活用する。
○積極的な意見交換
在ॅ者・在勤者等と۠が、Ҭコミュニティの՝について、ੵۃ的にҙݟ交する。
□地域からの魅力発信
Ҭの人やا業等もੵۃ的にҬのັྗについてൃ信する。
◇参加しやすい団体運営
間ޱがくෑډがい、様々な人がଟ様な形でؔわることができるஂ体のӡӦをする。
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開催経過

ճ ։࠵࣌ ༰

ୈ�ճ 令和4年10月11日（火）
18時30分～20時30分

╚ 事務ہհ
╚ グループձٞのਐめ方について
╚ における現ঢ়と՝について
╚ 検౼テーマのબఆ
╚ リーμー、サϒリーμーのબ出

ୈ�ճ 令和4年10月26日（水）
18時30分～20時30分

╚ 第1ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「時代変化に応じたҬによるつながりの変
ֵ（ொձ・࣏ࣗձ、マンション）」にؔするٞ
ক来像（め͟すまちの࢟）とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝とࡦࢪの方向ੑ
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年11月16日（水）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「人のԑや共通の目的・テーマでのつながり
によるҬの活ੑ化（N10、ボランティアஂ体、サーク
ル、サロン）」にؔするٞ
ক来像（め͟すまちの࢟）とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝とࡦࢪの方向ੑ
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年11月30日（水）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճٴͼ第�ճ目の内容֬ೝについて
╚ テーマ「時代変化に応じたҬによるつながりの変ֵ
（ொձ・࣏ࣗձ、マンション）」のまとめ

ୈ�ճ 令和4年12月7日（水）
18時30分～20時30分

╚ テーマ「人のԑや共通の目的・テーマでのつながりによ
るҬの活ੑ化（N10、ボランティアஂ体、サークル、
サロン）」のまとめ

ୈ�ճ 令和4年12月21日（水）
18時30分～20時30分

╚ ఏݴ内容の֬ೝ
テーマ「時代変化に応じたҬによるつながりの変ֵ
（ொձ・࣏ࣗձ、マンション）」について
テーマ「人のԑや共通の目的・テーマでのつながりによ
るҬの活ੑ化（N10、ボランティアஂ体、サークル、
サロン）」について

ୈ�ճ 令和5年1月11日（水）
18時30分～20時30分

╚ ఏݴ内容の最ऴ֬ೝについて
テーマ「時代変化に応じたҬによるつながりの変ֵ
（ொձ・࣏ࣗձ、マンション）」について
テーマ「人のԑや共通の目的・テーマでのつながりによ
るҬの活ੑ化（N10、ボランティアஂ体、サークル、
サロン）」について

╚ ఏࣜݴについて
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提言にあたって 第5グループ【国際化・文化分野】

化とจ化ܳࡍࠃ、たち第5グループではࢲ
術の�つのテーマをઃఆし、ࡍࠃ化では「外
人のサϙートのॆ実」、จ化ܳ術では「จࠃ
化ܳ術に৮れるػձの創出とࢧԉ」について
ٞをॏͶました。
߈化、จ化ܳ術ともに、クライφ৵ࡍࠃ
や新型コロφイルス感છによるࡍࠃ的な
パンデミックなど、ࡍࠃ情のܹ動により大
きなӨڹがٴんでいます。
Ճ͑て、デジタル化がਐΉࣾձにおいて、
情報ൃ信やऩूのあり方も大きく変化してい
ます。
これらのࣾձ変化を౿ま͑、ࡍࠃ化とจ化
ܳ術にؔするఏݴを͑ߟました。
人のサϙートのॆࠃ化のテーマに「外ࡍࠃ
実」をऔり上͛た理༝は、ଟຽ化するࣾձ
の中で、จ化・श׳・फڭのҧいによる価値
、༿のนݴの૬ҧや行サービスにରする؍
また、これにより生じるݽ立化・ݽಠ化を՝
としてೝ識したためです。
՝のղ決に向けて「外ࠃ人の૬ޓ理ղの
ଅਐ」「外ࠃ人に向けたஸೡな情報ൃ信」「外
の方向ੑとしてࡦࢪ場所ͮくり」をډ人のࠃ
Ґஔͮけ、ຊ人と外ࠃ人が֞ࠜをӽ͑૬ޓ
に理ղし、外ࠃ人もせにらすことができ
るためのऔ組となるよう、ҙݟ交をॏͶま
した。
จ化ܳ術のテーマである「จ化ܳ術に৮れ

るػձの創出とࢧԉ」については、「จ化ܳ術
活動Ոや۠ຽ等に向けたػձのఏڙ」「จ化ܳ
術活動Ոのࢧԉや૬ஊ場所のॆ実」をࡦࢪ
の方向ੑとしてҐஔͮけ、୭もがৗ的にจ
化ܳ術に৮れるػձがあり、かつ、จ化ܳ術
活動Ոもいきいきとྗをൃشできる環境を
උするためのऔ組となるよう、ҙݟ交をॏ
Ͷました。
また、จ化ܳ術にؔする情報ൃ信について

は、ൃ信はされているが情報がଟす͗てѲ
できないという、ࣾձ変化を౿ま͑たࢹで
のҙݟをऔりೖれ、「จ化ܳ術の活動Ոや۠ຽ
等に֬実にಧく情報ൃ信」としてࡦࢪの方向
ੑにҐஔͮけました。
、を通じてݴ化・จ化グループは、ຊఏࡍࠃ

あらゆる人々がدりఴい、ࣗらしさをൃش
できるまちが実現することをئっています。
このいにࢸった理༝は、々、ܹ動する

ࣾձ情の中でも、変わることなくଟ様ੑを
ଚॏし合͑ることがॏ要と͑ߟたからです。
クライφ৵߈をはじめとするࡍࠃ的なة

רや、デジタル化のՃ速など、զ々をऔりػ
く環境はࠁ々と変化しています。
このఏݴが、ج۠ߓຊܭըに映されるこ

とで、୭もがࠃ੶やจ化などの֞ࠜをӽ͑て
助け合い、҆৺して৺๛かにらせることを
。っていますئ
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提言の体系

ʲςʔマ�ʳ
ਓͷαϙʔτࠃ֎
ͷॆ࣮

•デジタルを活用したݴ༿のࢧԉ
•「やさしいຊޠ」の浸透
ຯを持てる環境ͮくりڵにޠݴいのޓ•
•外ࠃ人が容қに情報ऩूできるサービスのఏڙ
•様々な特ੑを持った外ࠃ人のډ場所ͮくり

ʲςʔマ�ʳ
จԽܳज़ʹ৮ΕΔػ
ձͷग़ͱࢧԉ

•จ化ܳ術を創し、ڗडできるػձの創出
•จ化ܳ術活動Ոがνϟレンジしやすい環境のඋ
•จ化ܳ術活動Ոや۠ຽ等に֬実にಧく情報ൃ信の工

۩ମతͳऔ

提言書の見方
ఏݴॻにおける、実現に向けた
՝やࡦࢪの方向ੑ、۩体的なऔ
組など、֤߲目間でつながりがあ
るものについては、ه߸（ʓ、□、
◇等）によってؔ࿈ੑを໌らかに
しています。

3　実現に向けた課題
〇（՝の内容ᶃ）
□（՝の内容ᶄ）
◇（՝の内容ᶅ）

4　施策の方向性
〇（ࡦࢪの方向ੑの内容ᶃ）
（の方向ੑの内容ᶄࡦࢪ）□
（の方向ੑの内容ᶅࡦࢪ）◇

5　具体的な取組
〇（औ組の内容ᶃ）
〇（औ組の内容ᶄ）
□（औ組の内容ᶅ）
◇（औ組の内容ᶆ）
◇（औ組の内容ᶇ）
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「多様な文化の人々と自然にふれ合い、思いやりや活気に溢れ、誰もが安心して自分らし

さを発揮できるまち」
ू」੶やจ化などのҧいをわず活かされ、୭もがࠃ、のྗが「ݸ」や能ྗなどੑݸ
まりたい」「ॅみたい」と͑ࢥるよう、人々が助け合い、外ࠃ人もせにらせるັྗ
的なࡍࠃࢢを目ࢦす。

 2　踏まえるべき社会変化
激動する国際情勢
・クライφ৵߈や新型コロφイルス感છをはじめとするࡍࠃ的なパンデミックな
ど、ࡍࠃ情のܹ動により、ܦ済やインバンドなど様々な場面で変化が生じている。

多民族化社会
・ೖ管๏のվਖ਼等により、様々なഎܠを持ったよりଟくの外ࠃ人が、ຊで生活できる
環境のඋがਐんでいる。

デジタル化
・IoTや"Iのਪਐにより、情報のデジタル化がՃ速している。

外国人へのサポートの充実1
テーマ

62



第
２
グ
ル
ー
プ

【
防
災
・
生
活
安
全
分
野
】

第
９
グ
ル
ー
プ

【
福
祉
・
保
健
分
野
】

第
１
グ
ル
ー
プ

【
街
づ
く
り
分
野
】

第
３
グ
ル
ー
プ

【
環
境
・リ
サ
イ
ク
ル
分
野
】

第
４
グ
ル
ー
プ

【
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
分
野
】

第
５
グ
ル
ー
プ

【
国
際
化
・
文
化
分
野
】

第
６
グ
ル
ー
プ

【
産
業
・
観
光
分
野
】

第
７
グ
ル
ー
プ

【
子
育
て・
教
育
分
野
】

第
８
グ
ル
ー
プ

【
生
涯
学
習
・ス
ポ
ー
ツ
分
野
】

 3　実現に向けた課題
○価値観の相違
・ԁなコミュニέーションをするためのݴ༿のนがある。
・ଟຽ化するなかで、ӳޠやຊޠ以外のコミュニέーションも必要である。
方のҧいをेに理ղでき͑ߟによるڭफ・׳༿を理ղできたとしても、จ化・शݴ・
ないため、価値؍に૬ҧが生まれる。
□理解しやすい情報発信
・外ࠃ人がຊに必要とする情報がԿかを۠が理ղする必要がある。
・ຊ来डけられるはずの行サービスについてೝ知がく、外ࠃ人が適にサービス
をडけることが難しくなっている。
・行サービスにؔする報がଟ様化しているため、情報をワンストップで得られるよ
うに理をする必要がある。
◇孤立化・孤独化
・ຊ人と外ࠃ人、あるいは外ࠃ人ಉ࢜で交ྲྀするػձをさらにॆ実させる必要がある。
・外ࠃ人のࣇಐや高ྸ者などの৺のέアをेに行う必要がある。

 4　施策の方向性
○外国人との相互理解の促進
・ԁなコミュニέーションをਤるため、デジタルアプリの活用や「やさしいຊޠ」
のීൃܒٴを通じて૬ޓ理ղの場をઃけ、おޓいの価値؍を共༗する。
□外国人に向けた丁寧な情報発信を行う
・情報ୡの方๏をվળし、外ࠃ人が容қに行サービスにアクηスできるようにする。
◇外国人の居場所づくり
・外ࠃ人ಉ࢜や、外ࠃ人とຊ人が一ॹにࢀՃできるような場をઃける。

テーマ 1 　外国人へのサポートの充実
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 5　具体的な取組
○デジタルを活用した言葉の支援
・༁アプリをଟくの外ࠃ人やຊ人にৗ的に活用してもら͑るよう、活用ଅਐのた
めのप知・ൃܒをする。
○「やさしい日本語」の浸透
・外ࠃ人とຊ人の方に「やさしいຊޠ」をීൃܒٴさせるための活動を実ࢪする。
○互いの言語に興味を持てる環境づくり
・ຊ人や外ࠃ人それͧれのจ化やश׳について、おޓいに知ることができる交ྲྀ・ֶ
ͼの場をઃஔする。
□外国人が容易に情報収集できるサービスの提供
・外ࠃ人用に行サービスの一ཡをわかりやすくهしたマニュアルを࡞し、۠ϗーム
ϖージやసೖ時における配付はもとより、デジタルを活用したप知など、あらゆるػ
ձを通じて情報ఏڙする。
◇様々な特性を持った外国人の居場所づくり
。ઃを活用し、交ྲྀの場をઃけるࢪଘのطಐؗやਤॻؗなどࣇ・
ࢪ੶やྸがҟなっても間となってָしく༡ͼ共にա͝せるようなイϕントを実ࠃ・
する。
・共通のڵຯや՝を持ったあらゆる人が、ࠃ੶ؔなくࣗવとूまれるようなۭ間を
つくる。

テーマ 1 　外国人へのサポートの充実
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 6　参画と協働の推進
大使館とのさらなる継続・強固な連携
。理ղをਂめていくޓし、૬について情報交׳のจ化やशޓと૬ࠃ֤・
・۠から大使ؗを通して情報ൃ信してもらうとともに、大使ؗからの情報を۠ຽൃ信
する。

民間企業との連携
࠵मあるいはηミφーを։ݚる業等との࿈携により、一ൠ۠ຽ向けに、ଟ様ੑにا・
する。

町会・自治会との連携
・ொձ・࣏ࣗձओ࠵のイϕントにࢀՃをݺͼֻける。
関係機関との連携
・ࣾձٞڠࢱձ等、Ҭのஂ体がओ࠵するҬのイϕント情報をҊ内する。

テーマ 1 　外国人へのサポートの充実
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「伝統とモダンが調和した文化芸術が身近に香り、誰もが心の豊かさを育めるまち」
世代やࠃ੶、োの༗ແなどにؔわらず、子どもから大人までৗの中でさま͟まな
アートに৮れるػձがあり、Φープンな環境の中でจ化ܳ術活動Ոがいきいきとྗを
。すࢦとなれるようなまちを目「ߓ」し、จ化ܳ術を創できるشൃ

 2　踏まえるべき社会変化
国際情勢の変化
・ҝସや価の変動、新型コロφイルス感છのൃ生など、ࡍࠃ情が変化している。
。している΅ٴをڹ情の変化が、ৗ生活にも大きなӨࡍࠃ・
価値観や生活様式の多様化
・ઓ૪や新型コロφイルス感છのൃ生など、困難なঢ়گに面し、あらゆる人々の
価値؍がよりଟ様化している。
・新しいจ化ܳ術が生まれ、人々の生活様ࣜもଟ様化していく中で、౷的なจ化ܳ術
に৮れるػձがݮっている。

デジタル化
・情報のデジタル化がਐみ、ൃ信の場ががっている。

文化芸術に触れる機会の創出
と支援2

テーマ

66



第
２
グ
ル
ー
プ

【
防
災
・
生
活
安
全
分
野
】

第
９
グ
ル
ー
プ

【
福
祉
・
保
健
分
野
】

第
１
グ
ル
ー
プ

【
街
づ
く
り
分
野
】

第
３
グ
ル
ー
プ

【
環
境
・リ
サ
イ
ク
ル
分
野
】

第
４
グ
ル
ー
プ

【
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
分
野
】

第
５
グ
ル
ー
プ

【
国
際
化
・
文
化
分
野
】

第
６
グ
ル
ー
プ

【
産
業
・
観
光
分
野
】

第
７
グ
ル
ー
プ

【
子
育
て・
教
育
分
野
】

第
８
グ
ル
ー
プ

【
生
涯
学
習
・ス
ポ
ー
ツ
分
野
】

 3　実現に向けた課題
○活動する機会・触れる機会が減少
・新型コロφイルス感છ等のӨڹにより、จ化ܳ術の活動のػձがෆしている。
・۠ຽ等がจ化ܳ術に৮れることができるػձがগない。
□文化芸術活動にチャレンジしやすい環境が必要
・補助金など、طଘの੍を૬ஊすることができる場所がෆしている。
・ԁ҆等によりւ外のܳ術Ոのটいが難しいঢ়گもあり、ࠃ内のจ化ܳ術活動Ոのҭ
が必要となっている。
◇文化芸術に関する情報発信の方法
・จ化ܳ術にؔする情報がൃ信はされているが、情報がଟす͗てѲできない。
・۠ຽ等がڵຯを持っているのཉしい情報がಧかない。

 4　施策の方向性
○文化芸術活動家や区民等に向けた機会を提供する
・さま͟まなアプロʕνで活動のػձをఏڙする。
・۠ຽ等が時間や場所にଊわれることなく、จ化ܳ術に৮れることができるػձを૿や
す。	
□文化芸術活動家への支援や相談場所の充実
・活動するにたって、創の場とさま͟まな૬ஊをすることができる環境をඋす
る。	
◇文化芸術活動家や区民等に確実に届く情報発信
。しや新たな情報ୡ手ஈを検౼するݟଘのൃ信方๏のط・

テーマ 2 　文化芸術に触れる機会の創出と支援
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テーマ 2 　文化芸術に触れる機会の創出と支援

 5　具体的な取組
○文化芸術を創造し、享受できる機会の創出
・۠༗ࢪઃにおいて、۠ならではのイϕントをاը・実ࢪする。
・۠内のさま͟まな場所・ۭ間において、จ化ܳ術を感じることができるػձを創出す
る。
・デジタルの技術により、時間や場所にଊわれることなく、จ化ܳ術のऔ組をൃ信でき
る環境をඋする。
・োなどさま͟まなഎܠを持った人もࢀՃできるػձを創出する。
・子どもが౷的なจ化ܳ術のऔ組に৮れることができるػձを創出する。
・౷と新しいจ化を༥合させるようなػձを創出する。
□文化芸術活動家がチャレンジしやすい環境の整備
・จ化ܳ術を創する場をઃける。
・補助金等によるܧ続的なࢧԉを実ࢪする。
・จ化ܳ術について、プログラムなども૬ஊできる場をઃける。
・۠のޙԉ໊ٛのਃ方๏など、行手続きをࢧԉする。
◇文化芸術活動家や区民等に確実に届く情報発信の工夫
・จ化ܳ術にるイϕントの情報が֬実にわるよう、映像による報など工する。
・จ化ܳ術に৮れるػձがないという人々にରしても情報がわるよう工する。
・۠ຽのจ化ܳ術のニーズをデータϕース化し、イϕントにつな͛ていくような仕組み
をߏஙする。

 6　参画と協働の推進
大使館と連携した情報発信
・大使ؗと࿈携し、動ըをSNSでൃ信するなど外ࠃ人にもจ化ܳ術のऔ組がわりやす
いよう工する。

他自治体との連携
・ଞ࣏ࣗ体と࿈携して、จ化ܳ術のऔ組をൃ信できるػձを創出する。
関係機関との連携
・ࣾձٞڠࢱձ等、Ҭのஂ体がओ࠵するҬのイϕント情報をҊ内する。
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開催経過

ճ ։࠵࣌ ༰

ୈ�ճ 令和4年10月6日（木）
18時30分～20時30分

╚ 事務ہհ
╚ グループձٞのਐめ方について
╚ における現ঢ়と՝について
╚ 検౼テーマのબఆ
╚ リーμー、サϒリーμーのબ出

ୈ�ճ 令和4年10月19日（水）
18時30分～20時30分

╚ 第1ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「外ࠃ人のサϙートのॆ実」にؔするٞ
ক来像（め͟すまちの࢟）とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝とࡦࢪの方向ੑ
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年11月1日（火）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ テーマ「外ࠃ人のサϙートのॆ実」にؔするٞ
これまでのର話の共༗
۠ຽࢀըの検౼

╚ จ化ܳ術における現ঢ়と՝について
╚ テーマ「จ化ܳ術に৮れるػձの創出とࢧԉ」にؔする
ٞ
ক来像（め͟すまちの࢟）とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝

ୈ�ճ 令和4年11月15日（火）
18時30分～20時30分

╚ テーマ「จ化ܳ術に৮れるػձの創出とࢧԉ」にؔする
ٞ
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼
の方向ੑࡦࢪ

ୈ�ճ 令和4年11月29日（火）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճʙ4ճ目の内容֬ೝについて
╚ テーマ「外ࠃ人のサϙートのॆ実に向けたऔ組と՝
について」のまとめ

ୈ�ճ 令和4年12月13日（火）
18時30分～20時30分

╚ テーマ「จ化ܳ術に৮れるػձの創出とࢧԉ」のまとめ

ୈ�ճ 令和4年12月27日（火）
18時30分～20時30分

╚ ఏݴॻ（Ҋ）のઆ໌

ୈ�ճ 令和5年1月10日（火）
18時30分～20時30分

╚ ఏݴॻの֬ೝについて
╚「ఏݴにあたって」の֬ೝについて
╚ ఏࣜݴについて
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୩ɹ३	 ాɹ
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第1�ճޫ؍۠ߓフォトコンテストೖ࡞より
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提言にあたって 第6グループ【産業・観光分野】

につޫ؍業や࢈、たち第�グループではࢲ
いて「࢈業の創生・࠶生・ൃల」、「ޫ؍ࢢ
のॆ実」、「シティプロϞーション」の�つの
テーマをઃఆし、ٞをॏͶてきました。
大きく変化するࠃ内・ࡍࠃ情は、۠ߓの
。を༩͑ていますڹにも大きなӨޫ؍業や࢈
新型コロφイルスによる移動͑߇やೖ੍ࠃ
。しましたݮ٬はܹޫ؍・によって、ཱྀ行٬ݶ
一方で、バーνϟルπーリズムなどコロφՒ
で新たなޫ؍の形もまってきています。
また、ロシアによるクライφ৵略やه
的なԁ҆は、֤छ೩ྉඅ高ಅや価の上ঢと
いった形でࠃ内ܦ済にさま͟まなӨڹをٴ΅
しています。たͩ、ԁ҆は外ࠃ人٬ޫ؍にと
っては༗利なものであり、アフターコロφの
インバンドध要૿Ճがࠐݟまれています。
ൃ・生࠶・業の創生࢈」業にؔしては࢈
ల」の؍から、スタートアップや第ೋ創業
のࢧԉをߋにॆ実させ、շ適にビジネスを
ஙすることߏで۠ߓ業・ల։できる環境をى
がॏ要と͑ߟました。また、人ޱや࢈業、大
ֶ等がूੵしているͩ۠ߓからこそ実ࢪでき
る࢈業・ビジネスのマッνングや交ྲྀのଅਐ
などについてもٞをਂめ、ଟくの人やا業
がࢀՃし、ܹをडけ、ビジョンや事業をൃ
ల・ల։できるࡦࢪの検౼を行いました。
、「と最先のௐ࢙ྺ」、についてはޫ؍

「φイトタイムΤコノミー」などのテーマにつ

いてٞをਂめていきました。特にインバ
ンド٬ޫ؍にରしては、これまでのޫ؍とは
গしҟなるりޱとして、ݩのおళやళ
街、Ҭॅຽや在勤者と交ྲྀし、ීஈの「ߓ
۠」のৗを体験できるようなコンテンπも
必要と͑ߟました。
シティプロϞーションのでは、「۠ߓ」

という໊称やଘ在があまり知られておらず、
ଘのプロϞーションも目や話ੑがෆط
しているのではないかという՝がࢦఠさ
れました。
また、ޫ؍やプロϞーションについて、۠ߓ

のಠࣗੑやηールスϙイントになるような特
徴がないことも՝の一つにڍがりました。
そのため、۠ߓಠࣗのݯࢿޫ؍を創り出すͩ
けではなく、それをظ的なࢹでҭててい
くことについてもٞし、ఏݴॻにもりࠐ
んでいます。
ܦ情やࡍࠃ・内ࠃ、のはޫ؍業や࢈

済ঢ়گによって環境が大きくࠨӈされる
ですが、そのなかでܦ済活ੑやޫ؍ध要૿Ճ
を目ࢦして、۠ߓのϙテンシϟルを最大ൃݶ
し、するຊを、そして世քをリードش
するࢢとなることをظし、ఏݴをとりま
とめました。
このఏݴがج۠ߓຊܭըに映され、ܦ済

やޫ؍のࡦࢪにগしでもӨڹを༩͑る
ことをفっております。
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提言の体系

ʲςʔマ�ʳ
ੜɾൃ࠶ͷੜɾۀ࢈
ల

•スタートアップや中小ا業（第ೋ創業）が活༂できる環境උ
•さま͟まな࢈業・ビジネスのマッνングや交ྲྀのଅਐ
みやテーマをࣔすڧԉのࢧスタートアップ、ڵ業ৼ࢈•

ʲςʔマ�ʳ
ޫ؍ࢢͷॆ࣮

•ݩのおళ・ళ街やҬॅຽ・在勤者と外ࠃ人٬ޫ؍との交
ྲྀの場・ػձの創出・උ
•ଟ様なޫ؍ニーズのର応
の創出とҭݯࢿޫ؍ಠࣗの۠ߓ•

ʲςʔマ�ʳ
γςΟϓϩϞʔγϣϯ

•外෦との࿈携や情報֦ࢄをҙ識したプロϞーション
•ޮՌ的なシティプロϞーションの実ࢪ
•φイトライフ等にରする۠の࢟を໌ࣔ

۩ମతͳऔ

提言書の見方
ఏݴॻにおける、実現に向けた
՝やࡦࢪの方向ੑ、۩体的なऔ
組など、֤߲目間でつながりがあ
るものについては、ه߸（ʓ、□、
◇等）によってؔ࿈ੑを໌らかに
しています。

3　実現に向けた課題
〇（՝の内容ᶃ）
□（՝の内容ᶄ）
◇（՝の内容ᶅ）

4　施策の方向性
〇（ࡦࢪの方向ੑの内容ᶃ）
（の方向ੑの内容ᶄࡦࢪ）□
（の方向ੑの内容ᶅࡦࢪ）◇

5　具体的な取組
〇（औ組の内容ᶃ）
〇（औ組の内容ᶄ）
□（औ組の内容ᶅ）
◇（औ組の内容ᶆ）
◇（औ組の内容ᶇ）
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「世界をリードし、様々な主体が連携して新たな価値を創造し、多様な人材がお互いに刺

激し合い、相乗効果を生み出すまち」
業からҬの中小اし、大ࢦとなることを目ࢢ業において世քをリードする࢈
済を活ੑ化ܦ業、スタートアップなど様々なओ体が࿈携して新たな価値を創してا
するとともに、それらを୲うଟ様な人ࡐがおޓいにܹし合い、૬ޮՌを生み出す
まちを実現する。

 2　踏まえるべき社会変化
国内・国際経済情勢
・ຊがࡍࠃ的にܦ済・ビジネスをリードする立場にいなくなる。
・ԁ҆、೩ྉඅ高ಅなどࠃ内ܦ済ঢ়گがめま͙るしく変化し、先行きがෆ透໌。
人口の増加と構成の変化
。られる͑ߟが૿Ճしていくことがޱೖが続き、人ྲྀޱでは人۠ߓ・
・人ݮޱগはしないものの、গ子化、高ྸ化のྲྀれは大きくなることが͑ߟられる。
大型再開発のラッシュ
・今ޙもビジネスؔ࿈のध要をഎܠに大型の࠶։ൃが続いていくことが͑ߟられる。

産業の創生・再生・発展1
テーマ
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 3　実現に向けた課題
○スタートアップ・中小企業（第二創業）の環境
・スタートアップや第ೋ創業がշ適にビジネスをల։するためには間接業務のࢧԉや
。ԉが必要ࢧ化のڧӦྗのܦ
□連携・交流の不足
・۠内でا業ಉ࢜やֶ࢈が交ྲྀする場がগない。
・۠が実ࢪしている࿈携ଅਐ等のऔ組がೝ識されていない。
◇産業振興やスタートアップ支援に関する港区の強みが不明瞭
・世քをリードするࢢとして、世քに目を向けた方向ੑをઃఆできていない。
・ビジネスやスタートアップにؔする۠ߓのڧみ（۠ߓでビジネスをすること、スター
トアップをىこすことのメリット）や۠ߓのࢧԉの内容がෆ໌ྎで、知られていない。

 4　施策の方向性
○スタートアップや中小企業（第二創業）が活躍できる環境整備
・スタートアップや第ೋ創業がշ適にビジネスをల։し、活༂できるような環境を۠ߓ
に͑る。
□さまざまな産業・ビジネスのマッチングや交流の促進
・νϟレンジしたい人とܦ験や知ݟがある人が交ྲྀ・࿈携できるような環境をߏஙする。
・そのଞ、さま͟まな形の࿈携や交ྲྀの場を創出する。
◇産業振興、スタートアップ支援の強みやテーマを示す
・ビジネスやスタートアップࢧԉにؔする۠ߓのڧみを໌֬にࣔす。

テーマ 1 　産業の創生・再生・発展
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 5　具体的な取組
○スタートアップや中小企業（第二創業）が活躍できる環境整備
。し、知ってもらうݴくએがスタートアップのまちであることを۠ߓ・
ԉや情ࢧޓの૬ࡐでスタートアップや第ೋ創業をҭしていくために、技術や人۠ߓ・
報交などを行うネットワークのߏங、間接業務のࢧԉ体੍のߏங、ビジネスコンϖ
のओ࠵などのࡦࢪを行う。
・大手ا業がスタートアップや第ೋ創業をࢧԉするようなマッνング等のػձをઃける。
□さまざまな産業・ビジネスのマッチングや交流の促進
・νϟレンジしたい人のビジネスアイディアをا業等にհしたりマッνングしたりす
るような࿈携をଅਐする仕組み（Φンラインサイト等）をߏஙする。
・中小ا業やళ街、۠ຽやコミュニティの՝や要、困り͝と、やってみたいこと
などと、ا業をマッνングしてղ決する仕組み（Φンラインサイト等）をߏஙする。
（ઃ、ォーターフロント、メディア、大ֶなどࢪɿଟ様なྫ）ݯࢿの特ੑやҬ۠ߓ・
を活用するようなビジネスコンϖの実ࢪやଟ様なओ体の࿈携のଅਐなどを行う。
◇産業振興、スタートアップ支援の強みやテーマを示す
・ビジネスやスタートアップにؔして۠ߓのڧみを໌らかにし、そのڧみをࠃ内外に1R
する。

 6　参画と協働の推進
・スタートアップなどにରして、۠ຽがそれͧれのスキルを活かして就࿑、෭業、ボラ
ンティアなどでサϙートを行う。
・۠ຽやҬコミュニティから、ビジネスのछに結ͼつくような「困り͝と」をൃ信し、
。ըするࢀ的にղ決にۃੵ

テーマ 1 　産業の創生・再生・発展
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「歴史と最先端が調和し、港区に訪れる人・滞在する人・住む人に昼も夜も安全で楽しくか

つ刺激的な観光体験を提供するまち」
ॆ実したޫ؍ࢢに向けて、先ਐ的なࢢとしての面と、ྺ࢙や౷をもつ面とがௐ
しているというを۠ߓの特徴としてݯࢿޫ؍とするとともに、٬ޫ؍がனͩけで
はなく（φイトタイムΤコノミー）もؚめてָしめるまちを実現する。

 2　踏まえるべき社会変化
新型コロナウイルス感染症による状況変化
・新型コロφイルス感છによる移動͑߇やೖݶ੍ࠃなどによって、ཱྀ行٬ޫ؍・٬
はܹݮした。今ޙは૿Ճにసじていくと͑ߟられるが、新型コロφイルスのӨڹは
Ҿき続きると͑ߟられる。
・新型コロφイルス感છによって、バーνϟルπーリズムなどの新たなޫ؍の形が
がるとともに、一方でそれがҾき続きޫ؍がった。このようなΦンライン上での
によってか͑ってリアルのニーズも高まっていくと͑ߟられる。

円安等経済の変化
・Ҿき続きԁ҆のঢ়گが続け、ւ外からの٬ޫ؍にとってはҝସレート的に༗利なঢ়
。が続くことになり、インバンドध要が高まることがఆされるگ
・一方でԁ҆やそれにうݯࢿ価格高ಅによって、ຊにॅډする人のܦ済ঢ়گはѱ化
し、༨Ջに使用できる金ֹはݮগしていく可能ੑがある。

 3　実現に向けた課題
○観光客と地元の店舗や商店街、住民、ビジネスマン（在勤者）とのつながりが少ない
のおళ・ళ街やॅんでいる人・ಇいているݩ٬とޫ؍、٬がଟいΤリアでもޫ؍・
人とのؔわりがബくޓいにؔ৺がい。

都市観光の充実2
テーマ
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□観光客の多様なニーズへの対応
・外ࠃ人٬ޫ؍の配ྀがෆしている（ྫɿӳޠදه、サイズの大きいҜ子、༸ࣜの
トイレがແいなど）ళฮ、ࢪઃがある。
・۠のྺ࢙・จ化を୯ൃなものではなく、「一࿈のつながりあるもの」として、知的ح
৺をૡき立てるように、ݯࢿޫ؍をつくる必要がある。
・φイトタイムΤコノミーががるには、ఏڙできるサービスがগなく、環境උ（૽
Իのड容や交通手ஈ）もできておらず、पғの理ղがෆしている。
・フΝミリーの٬ޫ؍向けの環境උ（子どもがָしめる環境）がෆしている。
◇港区の独自性が不足している
でしかできない体験（行けない場所、ങ͑ないもの、৯られないもの等）が必۠ߓ・
要。

 4　施策の方向性
○地元のお店・商店街や地域住民・在勤者と外国人観光客との交流の場・機会の創出・整備
・ݩのおళ・ళ街やҬॅຽ・在勤者と外ࠃ人٬ޫ؍の交ྲྀをଅਐし、૬ޓ理ղの
ਂ化やより良いޫ؍体験のఏڙをਤる。
□多様な観光ニーズへの対応
・さま͟まなޫ؍ニーズにର応できるようなࡦࢪを実ࢪし、٬ޫ؍により良いޫ؍体験
をఏڙする。
◇港区独自の観光資源の創出と育成
を生み出し、活かし、いずれはϒランド化するように一ؙとݯࢿޫ؍ならではの۠ߓ・
なってҭΉ。

テーマ 2 　都市観光の充実
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テーマ 2 　都市観光の充実

 5　具体的な取組
○地元のお店・商店街や地域住民・在勤者と外国人観光客との交流の場・機会の創出・整備
・外ࠃ人٬ޫ؍とҬॅຽが交ྲྀすることができる場をඋすることで、外ࠃ人٬ޫ؍
が۠ຽのීஈのらしやจ化を知る・体験するػձをつくる。
ޫ؍人ࠃઃを外ࢪଘطや౷จ化交ྲྀؗなど۠内でຊจ化を体験できる࢙ؗྺڷ・
٬とҬॅຽが交ྲྀできる場として活用する。
・ීஈの「۠ߓ」のৗをຯわ͑るళ・場所（ྫɿ新ڮのډञなど）をコンテンπと
して外ࠃ人٬ޫ؍向けにհすることで、新たな۠ߓのັྗにؾ付いてもらうととも
に、外ࠃ人٬ޫ؍とݩのおళ・ళ街やҬॅຽ・在勤者とのコミュニέーション
を生み出す。
□多様な観光ニーズへの対応
・ళฮやࢪઃが外ࠃ人٬ޫ؍向けのର応をଅਐするために、その४උにରするࢧԉを行
う。
・フΝミリーの٬ޫ؍向けに、子ども࿈れޫ؍コンテンπや༡ͼ場のඋ・հを行う。
・φイトタイムΤコノミーをਪਐするために以Լのࡦࢪを行う。
大に向けて࿈֦ٴをूめた検౼ձを立ち上͛、φイトタイムΤコノミーのීؔػؔ
携してऔり組Ή体੍をߏஙする。
コンテンπをॆ実させるためにຽ間のࢧԉ（Ӧ業時間の֦大ࢧԉ、新نサービス実
。の補助など）を行うࢪ
い時間の交通手ஈ֬อのためのௐや、ਫ上（形ધ等）の活用、۠ߓならではの
ଟ࠼なイϕント	ࡇり
のॆ実、҆৺・҆શにָしめるための情報प知のڧ化などを行
う。
◇港区独自の観光資源の創出と育成
となるようなグルメ։ൃやイϕント（ྫɿ高ビルでۄのηールスϙイント・目۠ߓ・
のプロジΣクションマッピング、φイトタイムΤコノミーをଅਐするような࠵事）を
ظ的に実ࢪし、ҭしていく。

79

第
２
グ
ル
ー
プ

【
防
災
・
生
活
安
全
分
野
】

第
９
グ
ル
ー
プ

【
福
祉
・
保
健
分
野
】

第
１
グ
ル
ー
プ

【
街
づ
く
り
分
野
】

第
３
グ
ル
ー
プ

【
環
境
・リ
サ
イ
ク
ル
分
野
】

第
４
グ
ル
ー
プ

【
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
分
野
】

第
５
グ
ル
ー
プ

【
国
際
化
・
文
化
分
野
】

第
６
グ
ル
ー
プ

【
産
業
・
観
光
分
野
】

第
７
グ
ル
ー
プ

【
子
育
て・
教
育
分
野
】

第
８
グ
ル
ー
プ

【
生
涯
学
習
・ス
ポ
ー
ツ
分
野
】



テーマ 2 　都市観光の充実

 6　参画と協働の推進
・۠がਐめる外ࠃ人٬ޫ؍とݩのおళ・ళ街やҬॅຽとの交ྲྀにؔするࡦࢪにڠ
ྗする。
・φイトタイムΤコノミーにう間のܦ済活動について理ղし、ྗڠする。
。٬向けボランティア（サϙーター）となるޫ؍人ࠃઃで外ࢪなどの࢙ؗྺڷ・
・ళฮ・ࢪઃのӳ༁などについてࢧԉする。
・イϕント等をҬओಋで実ࢪ、または、طଘのイϕントとの࿈携やൃలをਤる。
・۠ຽ・۠内事業者による٬ޫ؍向けメニュー（グルメ、イϕント等）のコンテストを
実ࢪし、༏良なアイディアについて۠がޙԡしして実ࢪする。
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「歴史や文化・遊び・ナイトタイムなど、訪れた人の期待とニーズを満たす魅力があり、そ

れらがMINATO CITYブランドとして世界に注目されているまち」
ޫ؍を๚れる۠ߓ、としてフル活用することでݯࢿޫ؍をݯࢿがもつさま͟まな۠ߓ
٬のさま͟まなニーズをຬたせるようなັྗ的なޫ؍ࢢとなり、それらがT0K:0
ではなくMIN"T0 CIT:ϒランドとしてೝ識されるようにく目されているまちを
実現する。

 2　踏まえるべき社会変化
新型コロナウイルス感染症による状況変化
・新型コロφイルス感છによる移動͑߇やೖݶ੍ࠃなどによって、ཱྀ行٬ޫ؍・٬
はܹݮした。今ޙは૿Ճにసじていくと͑ߟられるが、新型コロφイルスのӨڹは
Ҿき続きると͑ߟられる。
・新型コロφイルス感છによって、バーνϟルπーリズムなどの新たなޫ؍の形が
がるとともに、一方でそれがҾき続きޫ؍がった。このようなΦンライン上での
によってか͑ってリアルのニーズも高まっていくと͑ߟられる。

円安等経済の変化
・Ҿき続きԁ҆のঢ়گが続け、ւ外からの٬ޫ؍にとってはҝସレート的に༗利なঢ়
。が続くことになり、インバンドध要が高まることがఆされるگ
・一方でԁ҆やそれにうݯࢿ価格高ಅによって、ຊにॅډする人のܦ済ঢ়گはѱ化
し、༨Ջに使用できる金ֹはݮগしていく可能ੑがある。

シティプロモーション3
テーマ
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 3　実現に向けた課題
○注目度や話題性の⾼いプロモーションができていない
のシンボル的な۠ߓ、内外のೝ知がく、またࠃという໊称、ଘ在について「۠ߓ」・
ଘ在やアイコンが知られていない。
・ஶ໊人、インフルΤンサーの活用など、目や話ੑが高まるプロϞーションがෆ
している。
・۠ಠࣗのプロϞーションビデΦなども੍࡞しているが、まͩまͩ話ੑがෆしてい
る。
コミ、リπイーޱ）٬や۠外の者によるൃ信ޫ؍、から情報ൃ信するͩけでなく۠ߓ・
ト等）による情報֦ࢄがগない。
□港区の強みが伝わっていない
・ྫ͑౦ژタワーは౦ژのシンボルとしてೝ識され、۠ߓのシンボルとೝ識されてい
ないなど、ޫ؍の۠ߓのڧみがෆ໌ྎとなっている。
みであるതؗやඒ術ؗ（ຽ間ӡӦのඒ術ؗもあり、バラΤティにΉ）がڧの۠ߓ・
知られていない。
、にはさま͟まな価格帯のళฮ・サービスがあるが、その情報がわっておらず۠ߓ・
外෦の情報ൃ信がࡦࢪ的にෆしている。
◇連携したプロモーション
。、पล۠と࿈携したプロϞーションがෆेژや౦ࠃ・

テーマ 3 　シティプロモーション

82



テーマ 3 　シティプロモーション

 4　施策の方向性　
○外部との連携や情報拡散を意識したプロモーション
業、ւ外のインフルΤンサー等さま͟まなओا、や、大使ؗ・ற在公ؗؔػ等行ࠃ・
体とより一࿈携して、۠ߓに目をूめるプロϞーションを行う。
□効果的なシティプロモーションの実施
・シティプロϞーションや۠ߓのޫ؍のڧみ、特徴を内外に1Rする。
◇ナイトライフ等に対する区の姿勢を明示
・φイトライフやφイトタイムΤコノミーをਪਐするにあたり、۠としてਪਐする立場
を໌֬にࣔす。
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テーマ 3 　シティプロモーション

 5　具体的な取組
○外部との連携や情報拡散を意識したプロモーション
ڠிが行ってきたビジット・ジϟパン事業のように、ཱྀ行ձࣾにプロϞーションޫ؍・
ྗをしてもらうなど、目をあつめるようなࡦࢪを実ࢪする。
٬や来๚者にରして、情報ൃ信したくなるような仕ֻけ（映͑スϙットのઃஔ等）ޫ؍・
ͮくりや、バズリޮՌをҙ識したࢥいった情報ൃ信を工する。
・大使ؗやற在公ؗ、ا業などւ外とのつながりがڧいओ体と࿈携して、ւ外に在ॅし
ている人たちにରするプロϞーションを行う。
□効果的なシティプロモーションの実施
・۠ຽをରとしたSNSなどଟ様なメディア活用によって、シンボルマークのೝ知向
上など、۠ຽのシティプロϞーションにؔするೝ識、理ղを向上する。
のັྗである「φイトタイム」「തؗ・ඒ術ؗ」「ロέ۠ߓઃやターミφルでࢪޫ؍・
」等をଟޠݴでൃ信する。ൃ信には方向でのコミュニέーションとなるようなも
のも行う。
ઃ໊、パンフレットなどにシティプロϞーションࢪ٬の目に৮れるイϕント໊やޫ؍・
マークや「MIN"T0ɹCIT:」というキーワードを可能なݶりりࠐみ、「MIN"T0
CIT:」ϒランドのೝ知向上を目ࢦす。
◇ナイトライフ等に対する区の姿勢を明示
・φイトタイムΤコノミーやφイトライフについて1Rするキϟッνコピーをଧち出す
など、۠がਪਐする࢟を໌֬にࣔす。
・पล۠との࿈携や共創なども行い、۠ߓのφイトライフやφイトタイムΤコノミーを
よりଟくの人にप知・ܦ験してもら͑る環境をߏஙする。

 6　参画と協働の推進
・۠ຽができる情報ൃ信を行う。
・情報ൃ信をする人はシンボルマークをੵۃ的に活用する。
・۠ຽも۠の良さをೝ識するために、まちาきや様々なؔޫ؍࿈イϕントにࢀՃする。
٬や来๚者等には۠ຽޫ؍、ҙ的な情報ൃ信が૿͑るよう٬や来๚者等によるޫ؍・
をあ͛て৺からのおもてなしでܴする。
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開催経過

ճ ։࠵࣌ ༰

ୈ�ճ 令和4年9月30日（金）
18時30分～20時30分

╚ 事務ہհ
╚ グループձٞのਐめ方について
╚ における現ঢ়と՝について
╚ 検౼テーマのબఆ
╚ リーμー、サϒリーμーのબ出

ୈ�ճ 令和4年10月17日（月）
18時30分～20時30分

╚ 第1ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「࢈業の創生・࠶生・ൃల」にؔするٞ
検౼テーマの֬ೝ
ক来像（め͟すまちの࢟）とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝とࡦࢪの方向ੑ
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年10月28日（金）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「ޫ؍ࢢのॆ実」にؔするٞ
検౼テーマの֬ೝ
ক来像（め͟すまちの࢟）とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝とࡦࢪの方向ੑ
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年11月11日（金）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「シティプロϞーション」にؔするٞ
検౼テーマの֬ೝ
ক来像（め͟すまちの࢟）とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝とࡦࢪの方向ੑ
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年11月25日（金）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճʙ4ճ目の内容֬ೝについて
╚ テーマ「࢈業の創生・࠶生・ൃల」のまとめ

ୈ�ճ 令和4年12月9日（金）
18時30分～21時00分

╚ テーマ「ޫ؍ࢢのॆ実」のまとめ
╚ テーマ「シティプロϞーション」のまとめ

ୈ�ճ 令和4年12月23日（金）
18時30分～20時30分

╚ テーマ「࢈業の創生・࠶生・ൃల」のまとめ
╚ テーマ「ޫ؍ࢢのॆ実」のまとめ
╚ テーマ「シティプロϞーション」のまとめ

ୈ�ճ 令和5年1月13日（金）
18時30分～20時30分

╚ テーマ「࢈業の創生・࠶生・ൃల」の最ऴ֬ೝ
╚ テーマ「ޫ؍ࢢのॆ実」の最ऴ֬ೝ
╚ テーマ「シティプロϞーション」の最ऴ֬ೝ
╚ ఏࣜݴについて
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提言にあたって 第7グループ【子育て・教育分野】

ҭڭ・たち第�グループでは、子ҭてࢲ
について、メンバーのؔ৺や՝ҙ識をも
とに、「ֶڭߍҭのॆ実」「อҭ・子ҭてࢧԉ
サービスのॆ実」「子どもの݈શなҭࢧԉ」
の�つをテーマにબͼ、ٞをॏͶました。
ۙ、ࣾձのଟ様化やICTのٸ速なൃలな
どをഎܠに、ߋなるڭҭの࣭の向上がٻめら
れています。
また、共ಇきの૿Ճやগ子化、Ҭのつなが
りのرബ化、子ҭてՈఉのݽ立などにより、
子ҭてࢧԉのॆ実や子どもの݈શなҭࢧԉ
がٻめられるようになっています。
新型コロφイルス感છの֦大は、これ
らのࣾձ変化や՝に一のഥ車をかけるも
のであり、ࢲたちはこうしたঢ়گを౿ま͑、
ఏݴの࡞にたりました。
ಠࣗ۠ߓ、のテーマでは「ҭのॆ実ڭߍֶ」
の先ਐ的なֶͼをల։することで一人ͻとり
の子どものੑݸを৳し、౷จ化を大に
する生きるྗをҭΉとともに、子どもたちが
たくましさや༏しさを持ち、҆৺してֶߍに
通うことができるまちの実現を目ࢦし、ٞ
を行いました。
子どもたちが໋の大さを知り、ޓいをࢥ
いやるಓಙ感やྙ理؍をֶशするͩけでな
く、大人が子どもにߋにدりఴい、共にֶͼ
していくようなڭҭをਪਐしていくこと
ができるよう、औ組を͑ߟました。
「อҭ・子ҭてࢧԉサービスのॆ実」のテー
マでは、୭もが҆৺して子ҭてできるよう、
Ҭがつながり、۠ߓಠࣗのࢧԉが行きる
まちの実現を目ࢦし、ٞを行いました。

ڧԉや助の情報ൃ信のࢧならではの۠ߓ
化、อҭԂ・༮ஓԂのอҭの࣭の向上に向け
たऔ組、ITを活用したอҭ࢜・อޢ者のෛ୲
、について話し合い、みやෆ҆を๊͑ݮܰ
困っているอޢ者のをडけࢭめ、ԉ助して
いくことができるよう、औ組を͑ߟました。
「子どもの݈શなҭࢧԉ」のテーマでは、
いに助け合ޓ的で҆৺・҆શにա͝せて߁݈
うとともに、Ҭࣾձの中で۠ߓのྺ࢙จ化
に৮れながら、子どもがੑݸを৳すことの
できるまちの実現を目ࢦし、ٞを行いまし
た。
大人が子どものओ体ੑをଚॏすることや、

いじめ・ͻきこもりを理ղするಇきかけを行
うこと、Ҭとの࿈携等により子どもが݈߁
的で҆શにډられる場所をつくるऔ組のਪਐ
について͑ߟました。
一方で、อޢ者やֶߍ、行ͩけでは、ࢲ

たちの͛ܝたఏݴを実現することはできませ
ん。Ҭ、ا業、N10などをؚめ、Ҭࣾձ
શ体で、ڭҭ・子ҭてをサϙートしていくこ
とがॏ要であり、۠ߓが͛ܝるࢀըとڠಇの
理念を、一ਪਐしていくことが必要ͩとߟ
͑ています。
ըに映ܭຊج۠ߓがݴたちは、このఏࢲ

され、۠ߓが、子どもたちが҆৺してֶͼ、
ҭ環ڭを৳しながらҭつことができるੑݸ
境を実現するとともに、Ҭશ体で͑ࢧ合い
ながら、୭もが৺๛かに子ҭてができるまち
になることをئっています。
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提言の体系

ʲςʔマ�ʳ
ҭͷॆ࣮ڭߍֶ

•໋の大さを࠶ೝ識し、ಓಙڭҭ・ྙ理ڭҭを高め、コミュニέ
ーションྗを向上させることのできるڭҭをॆ実させる

•子どもにӨڹを༩͑るपғの大人にରし、子どもの理ղをਂめ
るためのֶͼのػձをॆ実させる

•生きるྗをҭみ、高め、一人ͻとりのੑݸをଚॏし৳す能ྗ։
ൃをਪਐする

ʲςʔマ�ʳ
อҭɾࢠҭͯࢧԉ
αʔϏεͷॆ࣮

•҆৺して子ҭてできる۠ߓならではのࢧԉや、助にؔする情報
ൃ信をڧ化する

•۠内のอҭԂ・༮ஓԂのอҭの࣭の向上のため、Ԃのऔ組を共
༗していく

•อҭにू中できる環境にするために、ITなどを活用した業務のޮ
化をਐめ、อҭ࢜やอޢ者のෛ୲ܰݮをਤる

ʲςʔマ�ʳ
Ͳͷ݈શͳࢠ
ҭࢧԉ

•子どものओ体ੑをଚॏするように、大人がॊೈにର応する	
•いじめ・ͻきこもりの理ղをਂめ、子どものࣾձੑをҭみ、ࢧ
ԉが必要なՈఉのέアやҬでのݟकりをਪਐする

•ຽ間ࢪઃの活用やҬと࿈携をਪਐし、子どもの݈߁的で҆શな
場所をつくるډ

۩ମతͳऔ
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
（1）「港区独自の先進的な学びを展開することで一人ひとりの子どもの個性を伸ばすと共に、

伝統文化を大切にする生きる力を育むまち」
（2）「地域や大人が道徳観や倫理観を教え、子どもたちがたくましさや優しさを持ち、安心

して学校に通うことのできるまち」
౷やจ化の๛かなҬである一方、様々なࠃ੶の外ࠃ人がॅډし、ଟくの大使ؗや外
ҭをਪਐし、子ڭならではの۠ߓ৭๛かでもあるࡍࠃ、業などが立するなどاܥࠃ
どもがओ体的にֶͼ、ؔੑを大にし、一人ͻとりのੑݸをଚॏし合͑るࣾձの実
現を目ࢦす。
๛かなಓಙ؍やྙ理؍をに付け、҆৺して、のͼのͼとա͝すことのできるまちを
目ࢦす。

 2　踏まえるべき社会変化
ࣾձのଟ様化やICT環境のਐาによるڭҭ情報化のਪਐにより、ڭҭの࣭の向上がٻ
められている。ֶྗԼや格差などの՝をղ決するためにも、子ども一人ͻとり
のきめࡉかいର応が必要である。

（1）求められる能力の変化
ࢢ化やաૄ化のਐ行、Ո形ଶの変容、価値؍やライフスタイルのଟ様化、グロー
バル化、デジタル化などのࣾձのଟ様ੑや時代変化によって、ٻめられる能ྗが変化
している。子どもたちがそれͧれの可能ੑを৳し、ࣗら͑ߟ、行動していくڭҭの
必要ੑが高まっている。

（2）デジタル化
ICT環境がॆ実するなどڭҭのデジタル化がਐみ、さらに、新型コロφイルス感છ
のӨڹがその活用に一ੴをじている（ྫɿGIG"スクール、プログラミングڭҭ、
デジタルڭՊॻの活用、Φンラインत業など）。

（3）家庭や地域社会の教育力の変化
ࢢ化や֩Ո化のਐ行等をഎܠに、ՈఉやҬࣾձのڭҭྗが変化し、子どものج
ຊ的な生活श׳のҭ等の面で、Ҭࣾձをॳめとするڭҭの索がਐんでいる。

（4）教員の不足
、やझຯ、ライフスタイルの変化等により職業やಇき方がଟ様化しており؍人の価値ݸ
。Ҽしているىһෆをڭ、化しࡶһのର応がڭ

学校教育の充実1
テーマ
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（5）家庭環境の変化
Ոఉ環境やऔりרくঢ়گの変化によって、Ոఉഎܠにࠜ差したֶྗ格差も生まれてい
ると感じる。

 3　実現に向けた課題
（1）子どもに道徳観・倫理観を身に付けさせる教育の充実が必要である。

ᶃ	ಓಙ؍やྙ理؍श得のڭҭがりない。
ᶄ	ࣾ ձੑやର人コミュニέーション能ྗ等がෆしている。
ᶅ	౷จ化を大にするڭҭがॏ要である。
ᶆ	ྗޠࠃ（ಡղ、ޠኮ、ද現ྗ、ಡॻなど）を向上させるڭޠࠃҭが今ޙ、ますます
。められるٻ

（2）大人の価値観が多様化していることへの深い理解が必要である。
ᶃ	ଟ様ੑをଚॏする理ղがߋに必要である。
ᶄ	大人（อޢ者・先生など）のൃܒもؚめ、子どもと一ॹにֶͼ続ける必要ੑがあ
る。

（3）個性を伸ばす能力開発の機会と場が必要である。
ᶃ	体験・୳ֶٻशなどओ体的なֶͼをҭΉػձのॏ要ੑをೝ識する必要がある。
ᶄ	ICTを活用したڭҭをॆ実していくことが今ޙ、ますますٻめられる。
ᶅ	ࢧԉを要する子どもの૿Ճ向にର応する必要がある。

 4　施策の方向性
（1）命の大切さを再認識し、道徳教育・倫理教育を⾼め、コミュニケーション力を向上させ

ることのできる教育を充実させる。
（2）子どもに影響を与える周囲の大人に対し、子どもへの理解を深めるための学びの機会

を充実させる。
（3）生きる力や努力の大切さを育み、⾼め、一人ひとりの個性を尊重し伸ばす能力開発を推

進する。

テーマ 1 　学校教育の充実
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 5　具体的な取組
（1）命の大切さを再認識し、道徳教育・倫理教育を⾼め、コミュニケーション力を向上させ

ることのできる教育を充実させる。
ᶃ	͑ڭることのຊ࣭を࠶ೝ識したう͑で、ಓಙྙ理・ޠࠃ・コミュニέーション等に
ついて様々なڭҭ活動の中でֶͿػձを૿やす。
ᶄ	子どもಉ࢜でओ体的に話し合い、ともに理ղし合うことができるよう、ಓಙྙ理・
。ձを૿やすػҭ活動の中でֶͿڭコミュニέーション等について様々な・ޠࠃ
ᶅ	これらのऔ組のॆ実をਤっていくため、ڭһにରしてݚमࢼ験等を行う。
ᶆ	ڭޠࠃҭのߋなるڧ化をしていく（ಡղ、ޠኮ、ද現ྗ、ಡॻなど）。

（2）子どもに影響を与える周囲の大人に対し、子どもへの理解を深めるための学びの機会
を充実させる。
ᶃ	大人一人ͻとりがゆとりをもって子どもに接することができるよう、ڭһのಇき方
վֵをਪਐし、ݸの࣭ࢿ能ྗの向上をਤるための時間を֬อすることで、ゆとりを
もったࢦಋの実現をਤる。
ᶄ	อޢ者と子どもがֶߍ行事などのػձに、ߋなる交ྲྀを通して理ղがਂまるよう、อ
。Ճしやすい時間ઃఆなど、環境を工していくࢀ者がޢ
ᶅ	ڭһのֶͿҙ識をৢし、ػձや時間を૿やす（ݚम・ࢼ験・ߨԋࢀՃ等）。

（3）生きる力を育み、⾼め、一人ひとりの個性を尊重し伸ばす能力開発を推進する。
ᶃ	子どもの能ྗ、ੑݸを活かすため、त業の୯ݩや内容によってのशख़ผֶशをߋ
にਪਐする。
ᶄ	ߍ外ֶश、ڠಇֶश、出લ事業などによりָしくऔり組めるようなत業を૿やす。
ᶅ	子どもಉ࢜での話し合いやディスΧッションを中৺としたओ体的ର話的にֶͿこと
のできるत業をॆ実していく。
ᶆ	ক来のرやເの実現のため、ݟ通しをもたせるキϟリアڭҭをॆ実させる。
ᶇ	ࢧԉを要する子どもの૿Ճ向にର応し、ڭһのݚमや、ࢧԉһのߋなる૿Ճ・࿈
携をする。

テーマ 1 　学校教育の充実
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 6　参画と協働の推進
（1）さまざまな経験を持つ地域の人が教育をサポートする。

ᶃ	ۙ した出લ事業やྗڠなどとֶࢲ、ࣾࣉ、業0#・0G、大ֶ生、大使ؗا業やاྡ
。๛かな感डੑをҭΉ、͛をࢹձをॆ実させ、子どものػ外ֶश、交ྲྀߍ

（2）地域社会全体での学校教育を推進する。
ᶃ	Ҭࣾձશ体でҬのڭҭྗの向上をਤるため、ֶߍとҬ（ொձ・࣏ࣗձ、ا業
など）の࿈携・ڠಇをਪਐする。
ᶄ	子どもにߋにدりఴい、共にֶͼしていくようなڭҭをਪਐする。

（3）保護者や学校に近い人以外の意見や考えを聞くことができる機会を増やし広報・宣伝を
徹底してもらう。
ᶃ	子どもの可能ੑや価値؍などを͛るため、อޢ者が先生はもとよりҬの方やあ
らゆるの専門Ո等とҙݟを交わすػձを創出し、子どもが様々な事のڵຯ・
ؔ৺を持ちやすい環境を࡞る。

テーマ 1 　学校教育の充実
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「誰もが安心して子育てできるよう、地域がつながり、港区ならではの支援がいき渡るま

ち」
みやෆ҆を๊͑、困っているときにࣗら助けのをあ͛ることができ、Ҭでおޓ
いに͑ࢧ合い・助け合うことができるまちを目ࢦす。
ԉがすての人にいきるよう、行からࢧでडけることができるอҭ・子ҭて۠ߓ
のेな情報のൃ信や、Ҭと࿈携して͑ࢧあう子ҭてができるまちを目ࢦす。

 2　踏まえるべき社会変化
共ಇきの૿Ճ、情報աଟ、গ子化などにより、子ҭてࢧԉのॆ実やࢧԉのଟ様ੑがٻ
められている。
Ҭのつながりがرബ化し、子ҭてがݽ立している。

（1）共働きの増加
Ոのあり方やಇき方の変化、ঁੑの就࿑、ワーク・ライフ・バランスの変化、価値
。やライフスタイルのଟ様化などさま͟まな要Ҽによって、共ಇきが૿Ճしている؍

（2）情報過多
スマートフォンやタϒレット、SNSなどのීٴによってさま͟まな情報がඈͼ交って
いる。

（3）少子化
子ҭてՈఉをऔりרくঢ়گやՈの形ଶも大きく変化するとともにଟ様化し、ඇ婚、൩
婚化など、出生Լなどがগ子化にӨڹを༩͑ていると͑ߟられている。

（4）地域のつながりの希薄化
ۙ所付き合いがرബ化し、ৗ的なҬにおける交ྲྀのػձがݮগしている。

（5）子育て家庭の孤立
ࢢ化や֩Ո化、Ҭの人間ؔのرബ化等による子ҭて中ののҭࣇのෆ҆感
や、ෛ୲感の૿大によって、子ҭてՈఉのݽ立化がਐΉ。

（6） ⾼齢化及び⾼齢者の孤立
高ྸ化がਐΉとともに、高ྸ者のݽ立化がݒ念される。

保育・子育て支援サービスの
充実2

テーマ
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 3　実現に向けた課題
（1）子育ての悩みを相談できる場が十分でない。

ᶃ	行ࢧԉをすての人（特に情報ऑ者）にൃ信するためのൃ信方๏、工が必要で
ある。
ᶄ	子どものൃୡなどݸผのみについて૬ஊできる૭ޱサービスをॆ実させる必要が
ある。

（2）保育内容をより充実させる必要がある。
ᶃ	۠ 内のอҭԂの࣭の向上をਤるため、公立とࢲ立の࿈携の必要がある。
ᶄ	༡ͼを通したֶͿػձがेでない。

（3）家庭・保育施設・地域を結びつけるイベントが少ない。
（4）保育者の自己研鑽・教材準備・打ち合わせに十分時間が取れていない。

 4　施策の方向性
（1）安心して子育てできる港区ならではの支援や、助成に関する情報発信を強化する。
（2）区内の保育園・幼稚園の保育の質の向上のため、園の取組を共有していく。
（3）保育に集中できる環境にするために、ITなどを活用した業務の効率化を進め、保育士や

保護者の負担軽減を図る。

テーマ 2 　保育・子育て支援サービスの充実
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テーマ 2 　保育・子育て支援サービスの充実

 5　具体的な取組
（1）安心して子育てできる港区ならではの支援や、助成に関する情報発信を強化する。

ᶃ	みやෆ҆を๊͑困っている人にಧくよう、SNSなどを活用し、ൃ信ྗをڧ化する。
ᶄ	子ҭて世代のൃ信ͩけでなく、Ҭで子ҭてを͑ࢧられるよう、Ҭにきちんと
情報をམとしていく。

（2）区内の保育園・幼稚園の保育の質の向上のため、園の取組を共有していく。
ᶃอҭԂ・༮ஓԂそれͧれが、อҭの࣭を向上できるよう、อҭ内容の͑ݟる化や共
༗にՃ͑、交ྲྀػձを૿やすऔ組をਐめる。
ᶄೝ可外ࢪઃにରして、必要なࢦಋ・ಜを行う。
ᶅපࣇ、පࣇޙอҭなどのडೖれをॆ実させる。

（3）保育に集中できる環境にするために、ITなどを活用した業務の効率化を進め、保育士や
保護者の負担軽減を図る。
ᶃ	อҭ࢜・༮ஓԂڭ་やอޢ者のෛ୲ܰݮのため、ITなどを活用する。
ᶄ	۠ߓಠࣗの手ްいอҭ࢜の配ஔج४を続ける。

 6　参画と協働の推進
（1）地域団体やNPOなどの地域と連携した子育てを推進する。

ᶃ	Ҭとつながるػձをଟく࡞っていくため、Ҭஂ体やN10などを֤۠૯合ࢧ
所間でつな͛、อޢ者と子どもとの行事をҬで૿やしていく。
ᶄ	Ҭでอҭ・子ҭてにࢀՃするػձをつくるため、それͧれの（ݩอҭ࢜など）
のプロや特技を生かすऔ組をਐめる。
ᶅ	Ҭશ体で子ҭてを͑ࢧていくため、Ҭのボランティアの方などに子どもを༬け
るなどのऔ組をਐめる。
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
（1）「子育て家庭が安心して暮らせるよう、健康的で安心・安全に過ごせて助け合うまち」
（2）「地域社会の中で港区ならではの歴史文化に触れ、子どもが個性を伸ばせるまち」

すてのՈఉが҆৺して子ҭてができ、子どもが҆શに໌るく݈߁にできるよう、
必要なときに行ࢧԉやҬの助けをडけることのできる助け合いのまちを目ࢦす。
Ҭࣾձの中で۠ߓならではのྺ࢙จ化に৮れ、おޓいのੑݸをଚॏしೝめ合い、そ
のੑݸを৳すことのできるまちを目ࢦす。

 2　踏まえるべき社会変化
共ಇき世帯の૿ՃやҬのつながりのرബ化、新型コロφイルス感છの感છ֦大
等により、子ҭてՈఉがݽ立しやすく、価値؍や生活のଟ様化によりڭҭ格差もىこ
りやすい。

（1）共働きの増加
Ոのあり方やಇき方の変化、ঁੑの就࿑、ワーク・ライフ・バランスの変化、価値
。やライフスタイルのଟ様化などさま͟まな要Ҽによって、共ಇきが૿Ճしている؍

（2）地域のつながりの希薄化
ۙ所付き合いがرബ化し、ৗ的なҬにおける交ྲྀのػձがݮগしている。

（3）子育て家庭の孤立
ࢢ化や֩Ո化、Ҭの人間ؔのرബ化等による子ҭて中ののҭࣇのෆ҆感
や、ෛ୲感の૿大によって、子ҭてՈఉのݽ立化がਐΉ。

（4）家庭環境を取り巻く状況の変化
Ոఉ環境をऔりרくঢ়گの変化により、ڭҭの格差が生まれる場合がある。

子どもの健全な育成支援3
テーマ
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 3　実現に向けた課題
（1）大人の子どもへの理解が十分でない。

ᶃ	大人が子どもをਂく理ղし、子どものࢥいにدりఴう必要がある。
ᶄ	ೕ༮ࣇ時ظの体的、ਫ਼ਆ的、感情的のॏ要さの理ղがेでない。

（2）いじめ・ひきこもりへの理解や対応が十分でない。
ᶃ	子どものࣾձੑがଛなわれている。
ᶄ	いじめのૣظૣ・ݟൃظର応の体੍や、子どものいじめの理ղがेでない。
ᶅ	子ともにͻきこもりになっているՈఉのࢧԉがेでない。
ᶆ	อޢ者が૬ஊできる૬ஊ૭ޱが知られていない。

（3）子どもの居場所を拡充する必要がある。
ᶃ	子どもが҆৺して༡る場として、طଘの公Ԃやຽ間ビルの公։ۭ等をेに活
用できていない。
ᶄ	Ҭの࿈携がബい。

 4　施策の方向性
（1）子どもの主体性を理解・尊重するように、大人が柔軟に対応する。
（2）いじめ・ひきこもりへの理解を深め、子どもの社会性を育み、支援が必要な家庭へのケ

アや地域での見守りを推進する。
（3）民間施設の活用や地域と連携を推進し、子どもの健康的で安全な居場所をつくる。

テーマ 3 　子どもの健全な育成支援
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テーマ 3 　子どもの健全な育成支援

 5　具体的な取組
（1）子どもの主体性を理解・尊重するように、大人が柔軟に対応する。

ᶃ	大人の価値؍をॊೈにするため、֤۠૯合ࢧ所で大人のษڧձやݚमձなどを։
。する࠵
ᶄ	子どものੑݸを理ղするಇきかけをਐめていくため、大人（อޢ者・先生・Ҭॅ
ຽ等）と子どもとのミーティングの場をつくる。

（2）いじめ・ひきこもりへの理解を深め、子どもの社会性を育み、支援が必要な家庭へのケ
アや地域での見守りを推進する。
ᶃ	いじめ・ͻきこもりをૣݟൃظするため、ֶߍやҬでいじめ・ͻきこもりの理
ղをਂめるػձを࡞る。
ᶄ	۠ のࢧԉにつな͛やすくするため、いじめ・ͻきこもりを๊͑るՈやຊ人が૬ஊ
しやすい૭ޱをઃஔする。
ᶅ	Ҭの੨গҭҕһやຽ生ҕһにܰؾに૬ஊできるよう、情報ൃ信していく。
ᶆ	子どものࣾձੑをҭΉため、ֶߍでいじめについて͑ߟるत業のॆ実や、いじめに
ついて͑ߟる・ि間を今以上にઃける。
ᶇ	ࢧԉが必要なՈఉのέアをਐめていくため、ͻきこもり等にؔする子のௐࠪ
を行う。

（3）民間施設の活用や地域と連携を推進し、子どもの健康的で安全な居場所をつくる。
ᶃ	ֶ 、を活用し（公Ԃ、公։ۭなど、ࣾࣉ）やอҭԂ、Ҭでۭいているスϖースߍ
子どもಉ࢜で交ྲྀするػձを૿やし、時代にあった仕組みを検౼する。
ᶄ	子どもの݈߁的で҆શなډ場所を࡞っていくため、ఆޙのอҭ࢜や一Ҿୀした
อҭ࢜などが、Ҭでの子ҭてにࢀՃできる仕組みを࡞る。
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テーマ 3 　子どもの健全な育成支援

 6　参画と協働の推進
（1）地域と連携し見守り・子育てをする。

ᶃ	Ҭॅຽ、おళなどが子どもとؔわるػձをつくり、Ҭで࿈携して子ҭてをする。
ᶄ	Ҭのイϕントなどで、Ҭॅຽの方に子どものことを知るػձを࡞る。
ᶅ	Ҭのイϕントなどを、メールマΨジン等を活用して、ॅຽがௐなくとも情報を
ೖ手できるようにする。
ᶆ	いじめ・ͻきこもりをૣݟൃظするため、Ҭでݟकりができるऔ組を行う。
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開催経過

ճ ։࠵࣌ ༰

ୈ�ճ 令和4年10月6日（木）
18時30分～20時30分

╚ 事務ہհ
╚ グループձٞのਐめ方について
╚ における現ঢ়と՝について
╚ 検౼テーマのબఆ
╚ リーμー、サϒリーμーのબ出

ୈ�ճ 令和4年10月20日（木）
18時30分～20時35分

╚ 第1ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「ֶڭߍҭのॆ実」にؔするٞ
ক来像（め͟すまちの࢟）とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝とࡦࢪの方向ੑ
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年10月27日（木）
18時30分～20時10分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「อҭ・子ҭてࢧԉサービスのॆ実」にؔす
るٞ
ক来像（め͟すまちの࢟）とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝とࡦࢪの方向ੑ
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年11月10日（木）
18時30分～20時40分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「子どもの݈શなҭࢧԉ」にؔするٞ
ক来像（め͟すまちの࢟）とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝とࡦࢪの方向ੑ
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年12月1日（木）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճʙ4ճ目の内容֬ೝについて
╚ まとめ方のઆ໌
╚ ఏݴ内容のϒラッシュアップ

ୈ�ճ 令和4年12月15日（木）
18時30分～20時30分

╚ 第5ճ目の内容֬ೝについて
╚ まとめ方のઆ໌
╚ ఏݴ内容のϒラッシュアップ

ୈ�ճ 令和5年1月12日（木）
18時30分～20時50分

╚ ఏݴॻ（Ҋ）について

ୈ�ճ 令和5年1月26日（木）
18時26分～20時45分

╚ ఏݴॻ（Ҋ）について
╚ ఏࣜݴについて
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新Ҫɹ࠼Ֆ	 大ᖒɹ߁ଠ	 Տ内ɹルミ
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෬୩ɹঝޛ	 	ɹխݹ দᖒɹՂ
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提言にあたって 第8グループ【生涯学習・スポーツ分野】

たち第�グループでは、生ֶ֔श・スϙࢲ
ーπについて、「生ֶ֔श」「スϙーπ」
「ਤॻؗ」の�つのテーマにけ、શ�ճにわ
たり、ٞをॏͶました。
ۙ、新型コロφイルス感છの感છ֦
大をػܖに、新しい生活様ࣜがఆணし、ಇき
方、らし方、झຯなど、人々のライフスタ
イルや価値؍がଟ様化しています。スϙーπ
では、౦ژ �0�0 Φリンピック・パラリ
ンピックڝ技大ձが։࠵されたことをػに、
スϙーπにରするڵຯやؔ৺がより一高ま
るとともに、コロφՒを通じて݈߁にରする
ҙ識の高まりもݟられています。また、スマ
ートフォンなどの携帯情報のීٴに合わ
せ、5GやVR技術のਐ化など、デジタルࣾձ
のਐలは、۠ຽ生活に大きな変化をもたらし
ています。そうしたࣾձ変化も౿ま͑て、今
ճఏݴをऔりまとめました。
生ֶ֔शのテーマでは、ଟ様なੑݸや価値
、をଚॏし、୭もが、いつでも、どこでも؍
ࣗओ的なֶͼができるまちをめ͟して、ࡦࢪ
の方向ੑを͑ߟました。
۠ຽのニーズにあったֶश内容をॆ実する
ͩけでなく、ֶんͩ事を生かすため、۠ຽの
「ֶͼたい」と「͑ڭたい（得ҙを活用し
たい・ֶんͩことを生かしたい）」をマッνン
グできる仕組みをつくるといった۩体的なऔ
組も͑ߟました。
スϙーπのテーマでは、୭もがࣗにあった
スϙーπ活動にܰؾにָしくࢀՃでき、トッ
プアスリートとの交ྲྀやパラスϙーπ体験な
どを通じてスϙーπのڵຯ、ؔ৺が༙き、
ଟ様ੑの理ղががるまちをめ͟し、औ組を
。ました͑ߟ
まずは、スϙーπにしΉ環境やきっかけ
をつくることが大です。スϙーπの場のॆ

実やトップアスリートとの交ྲྀػձを֦ॆす
ることで、よりۙにスϙーπを感じること
ができ、۠ຽの݈߁につながると͑ߟていま
す。
ਤॻؗのテーマでは、ຊのିし出しを行う

ͩけでなく、幅い世代がֶͼ合い交ྲྀする
場としての活用や電子ॻ੶サービスのॆ実な
ど、生֔を通じて知的ح৺や୳ٻ৺があ;
れるまちをめ͟し、ࡦࢪの方向ੑを͑ߟまし
た。
子どもから大人までྸやোの༗ແにؔ

わらず、ଟ様な人々に「ಡॻ」に׳れしん
でもらうため、おはなしձや࿕ಡձのॆ実、
新ץਤॻհや࡞Ոによるトークイϕントの
։࠵など、ຊのି出しにཹまらない、ֶͼの
場や情報ൃ信ڌとしてのਤॻؗサービスの
֦ॆが必要です。
�つのテーマに共通する՝として、生ֶ֔

श࠲ߨ、スϙーπイϕント、電子ॻ੶サービ
スなど、۠のऔ組をよりଟくの人に知っても
らう仕組みが必要です。ϗームϖージ等طଘ
のൃ信方๏ͩけでなく、SNS の活用などੵۃ
的な報活動をਐめていくऔ組がॏ要です。
さらに、報活動もؚめ、ࢲたちが͛ܝた

ক来像の実現に向けては、行（۠ߓ）ͩけ
でऔり組Ήことにはݶքがあります。ொձ・
業、大ֶなど、ଟاຽஂ体、ຽ間ࢢձや࣏ࣗ
様なओ体と࿈携し、औ組をਪਐしていくこと
が大ͩとࢲたちは͑ߟています。
このఏݴが、ج۠ߓຊܭըに映され、生

ֶ֔श、スϙーπ、ਤॻؗをよりۙに感じ、
۠ຽが৺ともに݈߁で๛かさをڗडできる
まちになることをظします。今ճのみなと
タンフォーラムをきっかけに、ࢲたちも今
Ճしていきたいとࢀの事業等ҙཉ的に۠ޙ
。っていますࢥ
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提言の体系

ʲςʔマ�ʳ
ੜֶ֔श

•いつでもܰؾに生ֶ֔शࢪઃを活用できるようप知し、۠ຽのࢀ
Ճをサϙートしていく

•۠ຽがֶんͩことを生かす場と交ྲྀのॆ実をਤる
৭๛かでଟ様な۠ຽのニーズにあった、生ֶ֔शでऔり組みࡍࠃ•
たいֶͼを֦ॆしていく

ʲςʔマ�ʳ
εϙʔπ

•୭もがܰؾにࢀՃしたいときにࣗに合ったスϙーπにしΉ環
境やきっかけをつくり、݈૿߁ਐにつな͛る

•จ化のҧいやࠃ੶、ྸ、োの༗ແにؔわらずスϙーπを通じ
てଟ様な人の交ྲྀػձを創出する

のスϙーπ活動をよりଟくの人に知ってもらうための۠ߓにあるط•
仕ֻけをつくる

ʲςʔマ�ʳ
ਤॻؗ

•利用者のଟ様なニーズに応͑、ޮよくຊをआりられる仕組みを
つくる

•ຊのି出しͩけでなく、ֶͼの場や情報のൃ信ڌとしてਤॻؗ
サービスを֦ॆする

•電子ॻ੶でऔりѻうタイトルを֦ॆし、サービスのೝ知の向上
をਤる

•子どもから高ྸ者・ো者などଟ様な人々に「ಡॻ」に׳れし
んでもらうきっかけをつくる

۩ମతͳऔ
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
（1）「多様な価値観を持つ港区民の誰もが、いつでも、どこでも気軽に自主的な学びができ

るまち」
（2）「国際色豊かで多彩な人々がいる港区ならではの学びの場づくりができるまち」

ଟ様なจ化と人が共生する۠ߓで、ੑผやࠃ੶、ྸ、োの༗ແにؔわらず、۠ຽ
のଟ様なੑݸ・価値؍をଚॏし、୭もが、いつでも、どこでも、ܰؾに、ָしくֶश
することができ、そのՌを生かすことができるまちをめ͟す。

 2　踏まえるべき社会変化
核家族化、働き方の変容・就労形態の変化、デジタル化、新型コロナウイルスの感染拡大の
影響などにより、人々のライフスタイルが多様化するとともに、個人の価値観や趣味、興
味も多様化している。
・ಇき方の変容ɿ「パラレルキϟリア」「リスキリング」など、キϟリアの͑ߟ方や価値
が大きく変化؍
・֩Ո化・গ子高ྸ化ɿ子ҭてՈఉをऔりרくঢ়گやՈをめ͙る変化
の人たちࠃ人がらす街であり、ҟจ化交ྲྀやଞࠃ化・グローバル化ɿଟくの外ࡍࠃ・
とコミュニέーションをとるػձも૿͑る
・μイバーシティˍインクルージョンɿଟ様な人々のੑݸがଚॏされる（ジΣンμーレ
ス・Τイジレスなどといったボーμーレス）
・人とのつながりのرബ化ɿۙ所付き合いのఔのԼ、ৗ的なҬにおける交ྲྀの
গݮձがػ
・デジタル化ɿSociety5�0によるIoTや"I（人工知能）、ビッグデータなど新しい技術
がొ場し、࠲ߨの動ը配信など、ICTの活用による生ֶ֔श・ࣾձڭҭもਐめられて
いる

生涯学習で学んだことを生かす
場とニーズにあった学びの充実1

テーマ
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 3　実現に向けた課題
（1）区が実施する生涯学習に関する取組が区民に知られていない
・生ֶ֔शのऔ組そのものが実ࢪされていることが知られていない
・どこで、どのようなイϕントが行われているのか、ࢀՃ方๏なども知られていない
・生ֶ֔श࠲ߨの内容についてアンέートなどにより利用者のҙݟをेにฉく必要が
ある
Ճしやすい時間の配ྀがりていないࢀ・

（2）自分たちが学びたい分野やメニューが十分でない
・生ֶ֔शのテーマをॆ実させる必要がある（ྫɹ۠ߓのҬ、ັྗを知ってもらう、
ো者ֶशࢧԉなど）
・ྸの֞ࠜをӽ͑た、世代間交ྲྀにつながるֶͼを実ࢪする必要がある
の人たちとコミュࠃならではのֶͼの場がॆ実していない（ྫɹҟจ化交ྲྀやଞ۠ߓ・
ニέーションなど）
・ֶͼのメニューなどにؔする۠ຽニーズのѲがेでない

（3）学んだことを生かす場が十分でない 
・生ֶ֔शでֶんͩ知識やスキルを実ફで生かすػձがॆ実していない

 4　施策の方向性
（1）いつでも気軽に生涯学習施設を活用できるよう周知し、区民の参加をサポートしてい

く
（2）区民が学んだことを生かす場と交流の充実を図る
（3）国際色豊かで多様な区民のニーズにあった、生涯学習で取り組みたい学びを拡充して

いく

テーマ 1 　生涯学習で学んだことを生かす場とニーズにあった学びの充実
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 5　具体的な取組
（1）いつでも気軽に生涯学習施設を活用できるよう周知し、区民の参加をサポートしてい

く
ᶃप知のॆ実
・イϕント（生ֶ֔श）をଟ様な人々にࢀՃいたͩけるよう、世代に合わせて༗ޮな手
ஈ（SNSやϗームϖージ、デジタルサイネージなど）でप知をする
・マンション管理組合やொձ・࣏ࣗձと࿈携し、SNSなども活用し情報を幅くൃ信す
る
・実ࡍに行われたگなイϕント（生ֶ֔श）の様子を動ըなどでհしてप知する
ᶄࢀՃとサϙートの仕ֻけ
Ճできるよう૬ஊ体੍のॆ実をਤる（ྫɹ来ؗ者におすすめのイࢀに生ֶ֔शにܰؾ・
ϕント情報をհするなど、ࢪઃでコンシΣルジュする方を配ஔする）

（2）区民が学んだことを生かす場と交流の充実を図る
ᶃֶんͩことを生かす場のॆ実
・डߨにରして۠ߓからमྃূを༩͑る
・۠ຽの「ֶͼたい」と「͑ڭたい（得ҙを活用したい・ֶんͩことを生かした
い）」をマッνングできるような仕組みをつくる
ᶄ交ྲྀする場のॆ実
・Φープンサロンのようなリアル（ର面）で交ྲྀできる場をఏڙする（ྫɹࣳのՈ）
୭でもܰؾにࢀՃできるֶͼのイϕントを։࠵する
ᶅデジタル活用
・リϞート։࠵をઃけるなど、よりଟくの方にࢀՃいたͩけるようICTやデジタルを活
用する

（3）国際色豊かで多様な区民のニーズにあった、生涯学習で取り組みたい学びを拡充して
いく
ᶃ仕組みとしかけ
・ֶͼのニーズをѲするため、アンέートなどのௐࠪを行う（ྫɹライフステージผ
ֶͼのニーズௐࠪなど）

テーマ 1 　生涯学習で学んだことを生かす場とニーズにあった学びの充実
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ᶄ࠲ߨ・イϕント（生ֶ֔श）内容のॆ実
・人ؾの࠲ߨは複数ճ։࠵する
・小さい子どもから高ྸ者まで、実ࡍに体験・ֶशする場をॆ実する
するࢪを実࠲ߨらしいテーマ・手๏を用いた۠ߓ、のັྗを知ることができる場۠ߓ・
ライフステージผֶशを行う（ྫɹୀ職者をରとしたҬを知るֶश、ಇいている
方向けのリスキリングにؔするֶश）
ᶅࡍࠃ৭๛かでଟ࠼な人々がいる۠ߓならではの࠲ߨのॆ実
・外ࠃ人にରするຊを知る（ֶͿ）࠲ߨのॆ実
・外ࠃ人等と࿈携した、生きた外ޠࠃに;れるػձの創出や࠲ߨのॆ実
のॆ実࠲ߨやจ化をֶͿ࢙のྺ۠ߓ・

 6　参画と協働の推進
（1）イベント（生涯学習）のテーマを区民と一緒に企画する
・アンέートを実ࢪするなど、۠ຽがडߨしたいテーマをѲし、۠ຽが۠ߓ職һと共
にاըする

（2）他団体と連携し、幅広いテーマのイベント（生涯学習）を行う
・大ֶやا業、ࣾձڭҭஂ体、ࣾձٞڠࢱձ、۠ߓ体ҭڠձ、インターφショφルス
クール、大使ؗなどと࿈携し、ֶͼのॆ実をਤる

（3）学びを生かす場の充実、仕組みの構築
・生ֶ֔शでのֶͼのमྃ者や得ҙジϟンル（ྫɹ外ޠࠃ）を持つ۠ຽをొし、͑ڭ
るଆになる仕組みをつくることで、活༂の場を͛る（ྫɹ子ども৯ಊでのイϕント
（生ֶ֔श）など）
Ճするとクーϙンをもら͑ࢀՃできるよう、特యをઃける（ྫɿ�人以上でࢀにܰؾ・
るなど）

テーマ 1 　生涯学習で学んだことを生かす場とニーズにあった学びの充実
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
（1）「より多くの人の生活にスポーツが溶け込み、誰もが、自分にあったスポーツ活動に気

軽に楽しく参加でき、健康になれるまち」
（2）「トップアスリートとのスポーツ・パラスポーツの体験・交流を通して、スポーツへの興

味、関心が湧き、多様性の理解が広がるまち」
ྸやੑผをわず୭にでもしまれ、様々な形で人々の生活の中に༹けࠐみ、৺
の݈߁や生活のָしみとしてスϙーπにࢀՃできるまちをめ͟す。また、スϙーπ
のڵຯ、৺の݈ڧ・߁化ͩけでなく、様々な人とಉじルールのもとで共にָしΉこ
とで、ࣗࠃจ化・ࡍࠃจ化の理ղ、SDGsの実現など、スϙーπを通じてଟ様ੑの理
ղを͛ることをめ͟す。

 2　踏まえるべき社会変化
価値観や趣味の多様化、デジタル化に伴い、新たなルールやスタイルで行う競技をはじめ、
様々な活動をスポーツと捉え、自身の健康増進など多様な関わり方や楽しみ方が求めら
れている。
・価値؍のଟ様化ɿಇき方・らし方、झຯなどライフスタイル・価値؍がଟ様化して
いる
・デジタル化ɿSociety5�0によるIoTや"I（人工知能）、5GやVR技術など、デジタル
技術がਐ化しており、બ手のパフォーマンス向上などにつながっている
化・グローバル化ɿワールドΧップやΦリンピック・パラリンピックなどの世քࡍࠃ・
大ձを通じて、スϙーπのフΝンが૿͑ている

 3　実現に向けた課題
（1）スポーツ活動する場が十分でない
ઃ、グランドがগないࢪにスϙーπをするܰؾ・
なる活用が必要であるߋઃ（体ҭؗやӡ動場）のࢪߍのֶٳ・
・۠ओ࠵のスϙーπイϕントは、छ目がݶఆされている
・スϙーπηンター事業のఆһ・時間帯がݶఆ的である

スポーツに親しみ多様な人々
と交流する機会の充実2

テーマ
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（2）誰もが気軽に参加できる事業が十分でない
・ジΣンμーレス・Τイジレスなど֞ࠜを͑たଟ世代でスϙーπにしΉػձがগな
い
・パラスϙーπ・ゆるスϙーπがेに浸透してない
Ճできるスϙーπイϕントがগないࢀにܰؾਐのための૿߁݈・
業と࿈携した事業がेでないا・

（3）周知・啓発が十分でない
・۠の活動のप知がेでない
・۠事業のೝ知がい
ਐのޮՌやॏ要ੑについてप知する必要がある૿߁݈・
・事業の時間的੍約やରྸなど、ࢀՃのϋードルが高い

 4　施策の方向性
（1）誰もが気軽に参加したいときに自分に合ったスポーツに親しむ環境やきっかけをつく

り、健康増進につなげる
（2）文化の違いや国籍、年齢、障害の有無に関わらずスポーツを通じて多様な人の交流機会

を創出する
（3）既にある港区のスポーツ活動をより多くの人に知ってもらうための仕掛けをつくる

テーマ 2 　スポーツに親しみ多様な人々と交流する機会の充実

111

第
２
グ
ル
ー
プ

【
防
災
・
生
活
安
全
分
野
】

第
９
グ
ル
ー
プ

【
福
祉
・
保
健
分
野
】

第
１
グ
ル
ー
プ

【
街
づ
く
り
分
野
】

第
３
グ
ル
ー
プ

【
環
境
・リ
サ
イ
ク
ル
分
野
】

第
４
グ
ル
ー
プ

【
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
分
野
】

第
５
グ
ル
ー
プ

【
国
際
化
・
文
化
分
野
】

第
６
グ
ル
ー
プ

【
産
業
・
観
光
分
野
】

第
７
グ
ル
ー
プ

【
子
育
て・
教
育
分
野
】

第
８
グ
ル
ー
プ

【
生
涯
学
習
・ス
ポ
ー
ツ
分
野
】



テーマ 2 　スポーツに親しみ多様な人々と交流する機会の充実

 5　具体的な取組
（1）誰もが気軽に参加したいときに自分に合ったスポーツに親しむ環境やきっかけをつく

り、健康増進につなげる
ᶃスϙーπの場やスϙーπࢦಋ者の֬อ
・大ن業ࢪઃなどのຽ間ࢪઃとڠಇしたスϙーπイϕントの։࠵
・スϙーπ大ձのリϞート։࠵
・Ҭのスϙーπਪਐҕһやো者スϙーπのࢦಋһをはじめとしたスϙーπࢦಋ者や、
管理者（ݟकり）のҭ、֬อ
ᶄスϙーπ活動にしΉきっかけͮくり
・୭もがࢀՃできるスϙーπの場ͮくり
・スϙーπイϕントにࢀՃする特యなど、イϕントにࢀՃしたくなる仕組みをつくる
・スϙーπࣨڭのॆ実
・公共ࢪઃやスϖースなどを活用したスϙーπイϕントの֦ॆ（ྫɹඋされたಓ࿏で
サイクリングをָしΉイϕントなど）
ᶅスϙーπをۙにし、݈૿߁ਐにつな͛る
・小中ֶߍプールやߍఉでのスクールࣨڭ։࠵
・スϙーΧル活動のࢧԉのॆ実
ᶆܰؾにࢀՃできる仕組みͮくり
Ճはできない方（小さいお子さࢀՃのϋードルをԼ͛た仕組みͮくり（ྫɹ中のࢀ・
んを持つՈఉやฏ中にಇいている方）の༦方・の時間のスϙーπイϕントの
։࠵や、ॳめての方がࢀՃしやすい仕組みͮくりなど）

（2）文化の違いや国籍、年齢、障害の有無に関わらずスポーツを通じて多様な人の交流機会
を創出する
ᶃトップアスリートとの交ྲྀػձのॆ実
・Φリンピアン、パラリンピアン、プロスϙーπબ手といったトップアスリートと交ྲྀ
ձの創出ػ
・トップアスリートのൃ۷をࢹにೖれた交ྲྀػձの創出
ᶄࠃ੶をわずଟ様な人が֞ࠜをӽ͑た交ྲྀػձを創出
・パϒリックビューイングのॆ実
࠵交ྲྀにつながるようなスϙーπイϕントの։ࡍࠃやจ化をӽ͑たޠݴ・
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ᶅパラスϙーπ�ゆるスϙーπ�eスϙーπ
・スϙーπ体験ձのॆ実
・ೕ༮ࣇからシニアまでָしめるӡ動ػձのॆ実

（3）既にある港区のスポーツ活動をより多くの人に知ってもらうための仕掛けをつくる
ᶃੵۃ的な報活動
・۠ϗームϖージのॆ実などにより、۠内のスϙーπؔ࿈情報をかりやすくワンスト
ップでݟることができるޮՌ的な情報のൃ信
・SNSによる情報ൃ信のॆ実
・ϗームϖージやSNSなどでࢪઃ利用者やイϕントࢀՃ者の体験ஊ公։
・۠ͩけでなく、ଞスϙーπஂ体が։࠵しているスϙーπؔ࿈活動の1R

 6　参画と協働の推進
（1）多様な主体の「協働」によるスポーツ大会の企画
・۠ຽと۠の方がおޓいにର等な立場でاըや४උ、ӡӦなどにؔわるଟ様なओ体の
ըするاによるスϙーπ大ձを「ಇڠ」

（2）地域のスポーツ活動への協力
・Ҭ（スϙーπサークル・ொձ・࣏ࣗձ・マンション管理組合など）で行われる様々
なスϙーπ活動のサϙートを行う

（3）他団体との連携
・ීஈスϙーπにؔわらないஂ体もؚめ、様々なஂ体（۠ߓスϙーπ;れあいจ化݈߁
業など）と࿈携し、スϙーπに৮れا、ߍֶ、ձٞڠࢱձ、ࣾձڠ体ҭ۠ߓ、ஂࡒ
るػձのॆ実をਤる

テーマ 2 　スポーツに親しみ多様な人々と交流する機会の充実
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「図書館が学びの場や気軽に集える場として活用され、交流や情報の受発信拠点としてデ

ジタル化が加速し、生涯を通じて知的好奇心が刺激されるまち」
ຊをಡみたい、ษڧしたい۠ຽがूい、ֶͼ合う場や幅い世代の交ྲྀができる場の
創出をめ͟す。
また、ਤॻؗがଟछଟ様なࢿྉや情報がूੵするڌとなるよう、電子ਤॻのਪਐを
ਐめるなど、生֔を通じて知的ح৺や୳ٻ৺があ;れるまちをめ͟す。

 2　踏まえるべき社会変化
デジタル化、動画普及による紙媒体離れ、価値観の多様化など、社会環境が大きく変化し、
図書館に対するニーズも複雑化・多様化している。
・デジタル化ɿ携帯情報や公ऺແ線-"Nのීٴにより、インターネット環境がॆ実
し、電子ॻ੶のಋೖもਐめられている
・ಡॻれ・活ࣈれɿスマートフォンやタϒレットのීٴ、生活環境の変化や様々
なメディアのൃୡ・ීٴなどをഎܠとして「ಡॻれ」「活ࣈれ」がࢦఠされている
・価値؍のଟ様化ɿಇき方・らし方、झຯなどライフスタイル・価値؍がଟ様化して
いる

 3　実現に向けた課題
（1）図書館の魅力やサービスの周知が十分でない
・利用できるサービス内容や仕組みのप知がेでない
・ਤॻؗのັྗや༗用ੑ、ಡॻの良さ、ؔ৺を高めるためのऔ組がेでない
・これまでਤॻؗを利用していなかった۠ຽの利用֦大をਤるࡦࢪがेでない
・外ࠃ人のର応が手ബい
・ֶ生がおしΌりしながらษڧできるスϖースがগない
・人ؾਤॻのି出しのճసがѱい	

（2）電子書籍の普及が進んでいない
・電子ॻ੶のೝ知がく、ීٴがेでない
・電子ॻ੶でआりたいຊがआりられない（ちظ間がい）	

利用者の多様なニーズに応じ
た図書館サービスの拡充3
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（3）活字離れ、読書離れが進んでいる
・特にएい世代を中৺に、動ըコンテンπがීٴしたことにより、活ࣈれがىきてい
る
・ಡॻよりもマンΨ・ήームの෩ைとなっている

 4　施策の方向性
（1）利用者の多様なニーズに応え、効率よく本を借りられる仕組みをつくる
（2）本の貸出しだけでなく、学びの場や情報の発信拠点として図書館サービスを拡充する
（3）電子書籍で取り扱うタイトルを拡充し、サービスの認知度の向上を図る
（4）子どもから⾼齢者・障害者など多様な人々に「読書」に慣れ親しんでもらうきっかけを

つくる

テーマ 3 　利用者の多様なニーズに応じた図書館サービスの拡充
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テーマ 3 　利用者の多様なニーズに応じた図書館サービスの拡充

 5　具体的な取組
（1）利用者の多様なニーズに応え、効率よく本を借りられる仕組みをつくる
ᶃࢪઃにؔすること
・ਤॻؗの։ؗ時間のݟし（ಇいている方や子ҭてしている方などが来ؗしやすい時
間帯）
ᶄサービスにؔすること
・利用者のझຯやᅂに合ったॻ੶・コンテンπを๛にऔりἧ͑る
・来ؗ、ି出しなどのਤॻؗ利用に応じて特యが得られಡॻのؔ৺を向上させる仕組
みͮくり
・利用者のҙݟを౿ま͑た、ޮ的なຊのି出しができるルールͮくり
ᶅޮ良くຊをआりられる仕組み
・新ץや人ؾਤॻのॆ実などにより電子ॻ੶サービスをߋにਪਐする
・ฦ٫#0Xの֦ॆなどにより、ຊのି出しをޮ的に॥環する

（2）本の貸出しだけでなく、学びの場や情報の発信拠点として図書館サービスを拡充する
ᶃイϕントのॆ実や交ྲྀػձのఏڙ
・新ץਤॻのհや࡞Ոによるトークイϕントの։࠵
・リϞートࢀՃ可能なイϕントの։࠵
・ຊのリサイクルのॆ実
・「Կでも۠ߓ౾知識データలࣔコーφー」のઃஔ
ᶄ来ؗϞνϕーション向上のための工を行う
・ਤॻؗにซઃしているΧフΣなどのັྗもซせてൃ信し、来ؗのϞνϕーション向
上とਤॻؗの価値やັྗを高める工をする
ᶅप知・ൃܒのॆ実
化するڧ立ਤॻؗの8&#サイトを活用した情報ൃ信を۠ߓ・
・ਤॻؗػ能やサービスを利用した人の感やޱコミを۠の8&#サイトやSNSなどで
ൃ信する
・マンションࣔܝ板やਤॻؗೖりޱにਤॻؗサービスなどの情報をࣔܝし、ਤॻؗのັ
ྗをൃ信する
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（3）電子書籍で取り扱うタイトルを拡充し、サービスの認知度の向上を図る
ᶃଟ様なओ体と࿈携した電子ॻ੶のॆ実
・電子ॻ੶でऔりѻうタイトルを֦ॆする
・۠内小中ֶߍと電子ॻ੶を活用した࿈携（電子ॻ੶のීٴ）
ᶄ電子ॻ੶の1R
・電子ॻ੶のサービス内容や予約方๏などシステムの使用方๏をかりやすく͑る

（4）子どもから⾼齢者・障害者など多様な人々に「読書」に慣れ親しんでもらうきっかけを
つくる
ᶃ子どもや高ྸ者、ো者などの大人向けのಡみฉかせػձのॆ実
・子ども向けにおはなしձを実ࢪする
・子どもによるおはなしձを行うなど、ຊにしΉ場をつくる
・大人向け࿕ಡձやԻਤॻをॆ実させる（ྫɹֶ生による࿕ಡのػձなど）

 6　参画と協働の推進
（1）民間企業や大学などと連携し学びの場や交流の場の充実を図る
・ଟ様なओ体（専門ਤॻؗ、大ֶ、ຽ間ا業など）と࿈携し、利用者の利ศੑの向上を
ਤることでよりۙにਤॻに৮れるػձをつくる
・よりしまれるਤॻؗを目ࢦし、幅く利用者ニーズをѲし、ਤॻؗサービスのよ
り良いվળにつな͛ていく

テーマ 3 　利用者の多様なニーズに応じた図書館サービスの拡充
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開催経過

ճ ։࠵࣌ ༰

ୈ�ճ 令和4年10月11日（火）
18時30分～20時30分

╚ 事務ہհ
╚ グループձٞのਐめ方について
╚ における現ঢ়と՝について
╚ 検౼テーマのબఆ
╚ リーμー、サϒリーμーのબ出

ୈ�ճ 令和4年10月25日（火）
18時30分～20時30分

╚ 第1ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「生ֶ֔श」にؔするٞ
検౼テーマの֬ೝ
ক来像	め͟すまちの࢟
とࣾձ変化の検౼
՝の検౼と方向ੑの֬ೝ
औ組内容と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年11月8日（火）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「スϙーπ」にؔするٞ
検౼テーマの֬ೝ
ক来像	め͟すまちの࢟
とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝とࡦࢪの方向ੑ
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年11月15日（火）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「ਤॻؗ」にؔするٞ
ক来像	め͟すまちの࢟
とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝とࡦࢪの方向ੑ
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年12月6日（火）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճʙ第4ճの内容֬ೝについて
╚ テーマ「生ֶ֔श」のまとめ

ୈ�ճ 令和4年12月20日（火）
18時30分～20時30分

╚ テーマ「スϙーπ」のまとめ
╚ テーマ「ਤॻؗ」のまとめ

ୈ�ճ 令和5年1月10日（火）
18時30分～20時30分

╚ ఏݴॻ（Ҋ）について

ୈ�ճ 令和5年1月24日（火）
18時30分～20時30分

╚ ఏݴॻҊのௐについて（テーマ1ʙ�）
╚ そのଞࢿྉの֬ೝについて
「ఏݴにあたって」のϖージ
ఏݴॻൃදスライド
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小ࠇɹහ࿕	 έルνɹアϒデラ	 々ɹਅ༝ඒࠤ
ᖒҪɹՃܙ	 Լ出ɹ߳৫	 ాɹ༞一
Ԇݪɹみか子	 ଜ上ɹ知ൣ	 ീɹՅ
˞メンバーはेޒԻॱ
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ྩ�ʢ����ʣ�݄��
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提言にあたって 第9グループ【福祉・保健分野】

อ݈につ・ࢱたち第�グループでは、ࢲ
いて、メンバーのؔ৺や՝ҙ識をもとに「高
ྸ・հޢ」、「ো者ࢧԉ」、「݈ͮ߁くり」の�
つをテーマにબͼ、ٞをॏͶました。
新型コロφイルス感છの֦大は、ҿ৯や

移動にରする行動੍ݶ、�ີのճආといった新
しい生活様ࣜのఆண、それらにいՃ速してい
るDXのਪਐなど、これまでになかった様々な
Өڹや変化を生み出しています。Ճ͑て、۠ߓ
においては、స出ೖがଟく、۠ຽの約�ׂがू
合ॅにॅډしている৺ならではの特ੑ等を
എܠに、コロφՒによるӨڹと૬まって、人と
人のつながりのرബ化がةዧされています。
コロφՒにより、人々の݈߁にؔするҙ識が

かつてない高まりをݟせている一方で、生活श
者数や৺のෆௐをૌ͑る人たちの૿ױපのጶ׳
Ճなど、݈߁にؔする՝は一ਂࠁ化してい
ます。
ଞ方、高ྸ者人ޱの૿Ճにରしてશࠃ的なհ

者の高のෆがՃ速している΄か、োࡐ人ޢ
ྸ化・ॏ化もਐんでいます。また、ো者差
ผղফ๏をはじめとするؔ࿈๏Ҋのվਖ਼など、
く環境は目רたちのグループのテーマをऔりࢲ
ま͙るしく変化しています。
ࣾձ情の変化の֬ೝと合わせて、現在の۠

におけるऔ組内容や۠として感じている՝な
ども֬ೝし、ࢲたちは֤テーマにおけるٞを
行いました。
「高ྸ・հޢ」というテーマでは「情報ఏڙ
やࢧԉのಧけ方の工がෆे」、「生きがいや
つながりを感じられる場やػձのෆ」、「հޢ
従事者のෆ」といった՝から、情報ఏڙの
あり方、高ྸ者とDX、ډ場所ͮくり、人֬ࡐ
อに向けたऔり組みをఏݴしています。
「ো者ࢧԉ」というテーマでは、ো者・ো
ձのෆ、োػの利用するサービスや就࿑ࣇ
者の理ղෆという՝があり、中にお
けるো者やোࣇのډ場所֬อ、ը一的では
ないੑݸに応じたଟ様な就࿑ػձの創出ࢧԉ、
より一のো者の理ղଅਐに向けたऔり組

みをఏݴしています。
というテーマでは、がんጶප「くりͮ߁݈」
のリスクをԼ͛るための仕組みの必要ੑ、20-
（生活の࣭）のԼをটく݈߁リスク、৺のෆௐ
や৺配͝とを๊͑た人のର߁݈、ࡦにお
ける情報の共༗やDXのର応、ܰؾにできる
りఴう体੍の必要ੑなどのد者にױ૬ஊや߁݈
՝があり、පؾの予やපޙؾのέアのऔり
組みのڧ化、৺の݈߁をอつためのऔり組み、
ҩྍ情報のDXਪਐなどをఏݴしています。
さらに、ٞをਐめていく中で、�つのテーマ

に共通する՝がුきூりとなってきました。
ྫ͑、行からの情報はඇৗに膨大であり、
必要な情報が必要な人にಧいていないのではと
いう՝を共༗しました。こうしたことから、
情報をಧけるର者に応じて、かりやすさ、
利用しやすさをపఈすることがॏ要であり、テ
ーマの֞ࠜをӽ͑てऔり組Ή必要があります。
また、コロφՒをडけて、ଟくの人が仕事

とՈの看පを྆立することの難しさを௧感し
ました。このܦ験は、人々のҙ識やಇき方、行
のࢧԉのあり方等の変ֵに生かされていく
きです。こうしたٞをഎܠに、高ྸ者やো
者、がんױ者など、Ոを在でհޢしている
人（έアラー）をରに、հޢを理༝にٳ職や
ୀ職することなく仕事がܧ続できるようなࢧԉ
についてもఏݴしています。
しݟըのܭຊج۠ߓがݴたちは、このఏࢲ

に映され、高ྸ者がいきいきとらし、ࣾձ
活動をすることができ、োのある人もない人
もޓいにาみدり、ଟ様ੑがೝめられ、۠ຽみ
んながපؾを予し、また、පؾと付き合いな
がら、ॆ実した生活をૹることのできる۠ߓに
なることをئっています。
でいきいきと߁でらす人、ಇく人が݈۠ߓ

していることは、まちの活ྗやັྗそのもので
あり、۠ߓの大きな࢈ࢿになります。大なࢿ
をօでҭみ、「৺๛かに݈やかにա͝せるま࢈
ち」を目ࢦしましΐう。
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提言の体系

ʲςʔマ�ʳ
ߴ ɾྸհޢ

•必要な人に必要なࢧԉや情報をಧける。
•高ྸ者に配ྀしたDXをਪਐする
•いつでもूまることのできるډ場所ͮくりや人とのつながりͮくりをଅ
ਐする

•հޢ人ࡐを֬อしながら、հࢪޢઃやサービスのॆ実をਤる

ʲςʔマ�ʳ
োࢧऀԉ

•中のো者・োࣇのډ場所の֬อ
•ো者のଟ様な就࿑ࢧԉ
•ো者の理ղଅਐ

ʲςʔマ�ʳ
ͮ߁݈ Γ͘

•පؾにならないための予とපؾになってからのέア方のऔ組をڧ
化する

•৺の݈߁をอつことで、すての݈߁につな͛る
•ҩྍ情報におけるDXのऔ組をਪਐする
•Ҭશ体で݈߁ҙ識を高める

ʲ�ςʔマڞ௨ʳ

•行からの一方的な情報ൃ信ではなく、۠ຽが必要な情報を得られる
ように、報や)1、SNS等のഔ体をઓ略的に活用する。

•۠ຽࣗがサービスのର者かを؆୯にかる૭ޱやシステムを͑
る。ର者が必要な情報を得られるようにDXやࢴഔ体を通じた情報
ൃ信を行う。

•Ոにհޢが必要な高ྸ者やো者、がんױ者等がいても、հޢを
する人（έアラー）がٳ職やୀ職することなく仕事をܧ続できるように、
在勤務やΦンラインձٞをはじめ、ಇき方のબࢶを͛るために、
。とも࿈携して仕組みͮくりをਪਐするژや౦ࠃ

•ೖ所ࢪઃやපӃ以外にも、հޢやྍཆが必要な人のډ場所の֬อや
֦ॆをਐめる。

۩ମతͳऔ

3テーマ共通の将来像
心豊かに健やかに過ごせるまち
新型コロφイルスの感છ֦大により、新しい生活様ࣜが浸透する一方で、行動੍ݶ
にいرബ化してしまった人とのつながりをऔりし、৺๛かに݈やかにա͝せるま
ちを目ࢦす。
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像　
「⾼齢者がいきいきと暮らし、社会参加できるまち」
高ྸ者に配ྀしたDXやհޢ人ࡐの֬อをਐめるとともに、いつでもूまることがで
きるډ場所をつくることで、高ྸ者が生きがいや人とのつながりを実感し、ࣾձࢀՃ
できるまちを目ࢦす。

 2　踏まえるべき社会変化
一人暮らし⾼齢者の増加
・高ྸ者人ޱの૿Ճにい、一人らし高ྸ者も今૿ޙՃしていくࠐݟみである。
介護従事者の不足
・શࠃ的にհޢ人ࡐがෆしており、今ޙの高ྸ者人ޱのߋなる૿Ճとともに人ࡐෆ
が一Ճ速する。

コロナ禍による環境変化
・DXにより、様々な技術やサービスのଟ様化がਐలしている。
・感છରࡦのための行動੍ݶにより、高ྸ者のӡ動ෆやࣾձࢀՃのػձのݮগがݒ念
される。

つながりの希薄化
・۠ຽの約�ׂがू合ॅにॅډしていることから、ۙྡॅຽಉ࢜とのコミュニέーシ
ョンがऔりにくい。
・స出ೖがଟく、ொձや࣏ࣗձ等のコミュニティのՃೖがਐまずに、إの͑ݟるؔ
をつくることが難しくなっている。

⾼齢・介護1
テーマ
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 3　実現に向けた課題
課題（1）：情報提供や支援の届け方が不十分
・行情報がଟذにわたりա͗ていて、必要な情報にアクηスしͮらい。
・特に、一人らし高ྸ者にはࢧԉが行きಧきにくい。
・プッシュ型のアプローνとして;れあい૬ஊһの๚があるが、今ޙも૿Ճする高ྸ
者にର応しれなくなる可能ੑがある。
・DXにऔりされる人がいないようにཹҙが必要になる。
課題（2）：生きがいやつながりを感じられる場や機会の不足
・コロφՒにおける行動੍ݶのظ化等にい、高ྸ者の外出ػձがݮগしている。
・コミュニέーションෆによる高ྸ者のݽಠやݽ立がݒ念される。
課題（3）：介護従事者の不足
・۠の今ޙの高ྸ者人ޱのߋなる૿Ճとともに人ࡐෆが一Ճ速する。
ઃやサービスのॆࢪޢの֬อとհࡐ人ޢの組みを౿ま͑つつ、հ੍ݥอޢのհࠃ・
実の྆立がٻめられる。
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 4　施策の方向性・具体的な取組
課題（1）への対応①：必要な人に必要な支援や情報を届ける
・ҩྍؔػ֤ؔ、ؔػ、ຽ間ஂ体、۠ຽが立ちدるػձのଟいࢪઃ等と࿈携し、わ
りやすい場所やഔ体から高ྸ者はじめ۠ຽの情報ఏڙをॆ実させる。
・ࢱ૯合૭ޱのप知をపఈする。
・;れあい૬ஊһの֦ॆにՃ͑、ொձや۠ຽのࣗओ活動グループと࿈携し、۠やҬと
の接のない高ྸ者でࢧԉニーズのある人を۷りىこし、情報やサービスをఏڙする。

課題（1）への対応②：⾼齢者に配慮したDXを推進する
・デジタルにෆ׳れな高ྸ者がDXにऔりされないための࠲ߨや૬ஊをॆ実させる。
・Φンラインかର面か、۠ຽがબできる手続きや૬ஊର応をフレキシϒルに行う。
・֤高ྸ者ࢪઃに必要なࢧԉをੳした上で、配હロボットの活用など、先技術を活
用したհޢ従事者のෛ୲ܰࡦݮをੵۃ的に࠾りೖれる。
・高ྸ者の݈ͮ߁くりやҬ活動にରし、マイφϙイントや۠内のళで使͑るϙイン
ト等を付༩するなど、外出やࣾձࢀՃをଅすとともに、高ྸ者のݟकりにもつな͛
る。
・ࣳΤリアなどでऔり組まれているビッグデータの活用事ྫをߟࢀに、高ྸ者の行動
データ等から向や՝をੳし、必要なࢧԉࡦに結ͼつける。

課題（2）への対応：いつでも集まることのできる居場所づくりや人とのつながりづくりを
促進する
・困ったときに行きやすいつながりの場ͮくりをਐめる。
に結ͼ付けられるように、ொձؔػԉࢧձ等のٞڠࢱԉが必要な人を行やࣾձࢧ・
や࣏ࣗձͩけでなく、ا業やマンションの管理組合等にྗڠを͙ڼ。
・いきいきプラβ等で実ࢪしている࠲ߨやࣨڭのࢀՃをさらにଅਐし、高ྸ者のࣾձ
。Ճ、ࣾձ活動につな͛るࢀ

テーマ 1 ⾼齢・介護
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課題（3）への対応：介護人材を確保しながら、介護施設やサービスの充実を図る
・��の特ผ۠の中で情報共༗や࿈携をਤりながら、人ࡐの֬อやҭに向けて、ࠃにಇ
きかけるとともに、ಠࣗのऔ組をਐめていく。
・༗ࢿ格の人ࡐෆを補うために、ؾݩな高ྸ者、ো者や外ࠃ人など、幅い人ࡐ活
用を検౼し、հޢをサϙートする仕組みͮくりを検౼する。
・อҭ࢜の人֬ࡐอࢧԉ等をߟࢀに、۠によるॅ֬อやՈ補助等によるࢧԉ、հޢ
人ࡐの֬อとఆணをଅਐする。
・հޢ職һがやりがいなどࣗߠݾఆ感を高める事ができるように、利用者やそのՈか
らのҙݟをฉくことのできる場やଞࢪઃの職һಉ࢜など第ࡾ者と交ྲྀをਂめるػձを
ઃける。
・հޢ職һの勤務環境をվળするためのڀݚ・ޮՌ検ূや、ޭ事ྫを౿ま͑た情報交
。ձを行うڧձやษ
・հޢが必要な人の理ղଅਐやհޢの仕事にରするイメージ向上のために、ֶߍや
Ҭとの࿈携やメディア等を通じたීൃܒٴをਤる。

 5　参画と協働の推進
・۠ຽとҬ、行が࿈携し、୭一人औりさずに、ॅみ׳れた۠ߓでॅみ続けられる
ためのҬแ括έアをਪਐする。
・共通のෆ҆、みを๊͑ている高ྸ者ಉ࢜でޓ助的な仕組みを࡞り、助け合いをଅਐ
する。ྫ͑、いきいきプラβの۠ओ࠵のߨशձなどを通じて、つながりͮくりをࢧ
ԉする。

テーマ 1 ⾼齢・介護
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「障害のある人もない人も、互いに歩み寄り、多様性が認められるまち」
ো者をऔりרく環境は、就࿑やՈのෛ୲、োの理ղෆなどの՝があるが、
ো者一人ͻとりのੑݸを生かした就࿑ػձのఏڙやࢪઃ以外のډ場所のఏڙにより、
ଟ様ੑをೝめ合͑るまちをめ͟す。

 2　踏まえるべき社会変化
区の人口増に伴う障害者数の増加
・۠の人૿ޱՃにい、ো者も今૿ޙՃしていくࠐݟみであることから、ো特ੑに
応じたࢧԉニーズもଟ様化することがఆできる。

障害者差別解消法の改正
・これまでຽ間ا業のྗٛ務とされてきたো者の「合理的配ྀのఏڙ」について、
๏վਖ਼により、ࠃや方࣏ࣗ体とಉ様に๏的ٛ務となったことで、ো者一人ͻとり
の事情に合わせたର応が浸透していくことがظできる。

DXの推進
・ԕִロボット等のICT化のਪਐやコロφՒをػܖとしたテレワークのීٴなどにより、
ো者やそのՈにとってのಇき方のଟ様化がਐみつつある。

障害者支援2
テーマ
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 3　実現に向けた課題
課題（1）：障害者・障害児が利用するサービスの不足
・ো者ຊ人やհޢするՈの高ྸ化等にい、ࢪઃに通うなどの中活動のܧ続が難
しくなる可能ੑがある。
ŋがಇいている中の時間帯にোࣇを҆৺して༬けられる場所がりない。
・ো者ຊ人やՈなどのৗの困り͝とのѲ、ࢧԉニーズの۷りىこしが必要であ
る。
・移動ࢧԉの事業所や行動ԉޢサービスをఏڙできる事業所を૿やすことが必要である。
課題（2）：障害者の就労機会の不足
・就࿑に必要な知識や専門ੑをश得するػձがগない。
・ಇき方のछྨがݶఆ的である。
・ো者ޏ用にあたり、࠾用やҭ等についてا業のෆ҆やෛ୲をܰݮする必要がある。
課題（3）：障害者への理解の一層の促進
・োのある人もない人も、けִてなくつながれる環境やコミュニティͮくりが必要
である。
・ো特ੑによっては、パニックになったり、大を出したりすることがあることを理
ղし、डけೖれられるҙ識ൃܒや仕組みͮくりがٻめられる。

テーマ 2 　障害者支援
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テーマ 2 　障害者支援

 4　施策の方向性・具体的な取組
課題（1）への対応：日中の障害者・障害児の居場所の確保
・中は就࿑やػ能܇࿅などに通いながらೖډできるॅまいの֬อなど、ো者をࢪઃ
ͩけにཹまらせずに、Ҭで活動できる環境උにऔり組Ή。
・特ผࢧԉֶߍ等の์՝ޙの時間もোࣇを༬かれる場所とサービスのఏڙをਐめる。
・ো者の移動をࢧԉするためのサービスを֦ॆする。
・中サービスࢧԉ型グループϗームのઃஔと活用をਪਐする。
課題（2）への対応：障害者への多様な就労支援
・時間勤務やΦンライン勤務、Ռ型勤務、キϟリア形など、ো者のଟ様なಇき
方をࢧԉすることとซせて、ا業がো者をޏ用しやすいように、理ղଅਐやࢧԉॆ
実をਐめる。
ԉにより、DXや"Iの活用をଅਐし、現ঢ়より高いレϕルࢧ業のا用ଅਐをするޏ・
の仕事や在で勤務できる就࿑ػձを֦大する。
・ো者ޏ用に、స職サイト等と࿈携してੵۃ的なޏ用の仕組みをつくる。ا業のޏ用
をଅすインηンティϒを付༩する。
・ো者がඳいたจࣈやֆをجにフォントやデβインのデータを੍࡞するଞ࣏ࣗ体のऔ
組のように、ا業やֶߍ、ஂ体、ো者との૬ޓ࿈携をਪਐし、ジョϒコーνをҭ
するなど、一人ͻとりのੑݸや࠽能を生かしたଟ様な職務内容のఏڙを֦ॆする。
・就࿑のための専門ੑを高められるڭҭのػձ創出をਤるなど、ো者のଟ様なಇき方
の実現をࢧԉする。
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課題（3）への対応：障害者への理解促進
・ଟくの人がোについて知り、ۙに͑ߟてもらうために、ا業やֶߍなどにおいて
交ྲྀの場をઃけ、ো者のありのままをडけೖれられる環境ͮくりをਪਐする。
・公共ࢪઃ等に、ো者やٽいている子どもが৺をམちணかせるための一時的なډ場所と
してۭߓ等にઃஔされているΧームμン・クールμンスϖースをಋೖするなど、
ো者ͩけでなく困っている୭かをやさしくडけೖれられる仕組みͮくりの検౼やҙ
識の浸透をਤる。
・༮গظからো者にରする理ղをਂめるために、小・中ֶߍの૯合ֶशやインクルー
ジョンڭҭの場や۠内のおࡇりձ場等において、ো者とのコミュニέーションを体
験できる理ղଅਐやϔルプマークのൃܒなど、ָしみながらֶるऔ組をਐめる。
・۠立の小・中ֶߍや۠のコミュニティバスのࠂཝなどにো者のアート࡞をৗ時
లࣔすることで、ো者の理ղをଅਐする。

 5　参画と協働の推進
・۠内ا業におけるো者によるൢやマルシΣの։࠵など、ا業やؔஂ体と࿈携し
たൢ࿏֦大や就࿑ࢧԉのऔ組をੵۃ的にਐめる。

テーマ 2 　障害者支援
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 1　計画最終年度末（令和8年度末）における港区の将来像
「病気を予防し、病気と付き合いながら、誰もが健康でいきいきと生活を送れるまち」
がんやපなど生活श׳පやメンタルϔルスにෆௐを๊͑る人が૿Ճ向にある中、
検のૣظडやDXによるҩྍ情報の活用、݈૿߁ਐのऔ組やൃܒをਐめるなど、あ
らゆる人がපؾを予し、いきいきと生活できるまちを目ࢦす。

 2　踏まえるべき社会変化
生活習慣病の増加
・がんጶױ者数、ࢮ者数は૿Ճしており、�人に1人がかかる可能ੑのあるපؾになっ
ている。
・පױ者が૿͑ることで、人工透ੳなどҩྍඅが૿大することがݒ念される。
心の不調を訴える人の増加
・メンタルϔルスෆௐをૌ͑る人はݩ々૿Ճ向にあったが、コロφՒをػܖに一૿
Ճした。

DXの推進
・マイφンバーΧードが݈߁อূݥとして利用可能になり、ҩྍ情報のҾ͗ܧなど今ޙ、
。やҩྍの情報のデジタル化が一ਐలする߁݈

 3　実現に向けた課題
課題（1）：がん検診の早期受診、がんの早期発見、罹病のリスクを下げるための仕組みが必
要
・がんはظにわたるྍ࣏が必要
のがん検डは、��۠の中でも高いが、検ࠪཅੑになった人がਫ਼ີ検ࠪをड۠ߓ・
けるׂ合であるਫ਼ີ検ࠪडはしている。
・ձࣾにଐさず݈߁அをडけるػձがগない人のडが৳ͼんでいる。
課題（2）：QOL（生活の質）の低下を招く健康リスクの増大
・がんや生活श׳පは、ܦա؍とظのྍ࣏が必要。
・高ྸ化のਐలにい、පױ者が૿Ճしている。
・පは様々な合ซをҾきىこすため、ѱ化すると生活に様々な੍ݶがかかる。
・新型コロφイルス感છのޙҨのӨڹがظ化し、就࿑のܧ続等が難しくなって
いる人がいる。

健康づくり3
テーマ
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課題（3）：心の不調や心配ごとを抱えた人への一層の対策が必要
・୭にもみをଧち໌けられず、૬ஊ૭ޱにも結ͼ付かず、ͻとりんでくなる人が
いる。
・۠の特徴として、શࠃやとൺֱして、ಇきりの人やঁੑのࣗࡴがଟい向にある。
課題（4）：情報の共有やDXへの対応が急務
。にؔする情報をいかに必要な人ಧけるか、ޮՌ的な手๏の検౼が必要߁݈・
・かかりつけҩが高ྸ化し、世代交代することにより、ױ者の情報がうまくҾき͛ܧな
い可能ੑがある。
・マイφンバーΧードの݈߁อূݥ利用が࢝まっているが、ड付時間がॖされるなど
のメリットがある面、スタッフの高ྸ化やηキュリティ面でのෆ҆等の理༝で、Χ
ードリーμーなどのثػಋೖにϋードルを感じるҩྍؔػやༀہもある。
・ҩྍ情報の共༗・࿈携がॏ要である一方、ݸ人情報อޢのపఈもෆ可ܽ。
課題（5）：気軽にできる健康相談や健康状態に合わせたケアなど患者に寄り添う体制が不
十分
・ጶױしたޙ、タイムスパンのいέアが必要で、かかりつけҩの活用など、その人の
。ผのサϙートが必要ݸঢ়ଶに合わせた߁݈
・Կらかのঢ়がないと、なかなかҩྍؔػ行けず݈߁૬ஊができない。
・Ҭでܰؾに݈߁૬ஊができるような、かかりつけҩのଘ在が必要。

テーマ 3 　健康づくり
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テーマ 3 　健康づくり

 4　施策の方向性・具体的な取組
課題（1）及び（2）への対応：病気にならないための予防と病気になってからのケア双方の
取組を強化する
されるような仕組みͮくݩ予にऔり組んͩに応じて、ຊ人にؐޢくりやհͮ߁݈・
りを検౼する。
・映像コンテンπなどを通じて、がんやපなどの生活श׳පにରする理ղをਂめる。
や、アプリを活用したォーキングイϕントやϙイントのؐ࠲ߨ業と࿈携した৯ҭا・
、をに付けられる仕組みͮくりをਐめることで׳など、ָしみながらӡ動するशݩ
۠ຽの໔Ӹྗを高められるऔ組をਪਐする。
・高ྸ者が݈ͮ߁くりにऔり組めるࢪઃを利用しやすくする。
・ఆ݈ظのडଅਐࡦとして、インηンティϒを付༩してఆ݈ظやਫ਼ີ検ࠪडの
ଅਐにつな͛る。
・ྍ所等においてࢱ૯合૭ޱのҊ内をするなど、ҩྍとࢱのڑをॖめる工を
ਤる。
・高ྸ者のଔ中やけがなどの予のための生活श׳վળ
・がんや新型コロφイルス感છのޙҨױ者など、݈߁上の理༝で仕事や生活に困
難を๊͑ている人の૬ஊࢧԉをॆ実する。

課題（3）への対応： 心の健康を保つことで、すべての健康につなげる
・৺のみを๊͑ている人のみをฉき、サϙートできる人ࡐ（ήートキーパー等）を
૿やすことで、ࣗࡴ者のݮগにつな͛る。
・子どもやएい世代のࣗࡴ予ରࡦにֶߍやؔؔػと࿈携してऔり組Ή。
課題（4）への対応： 医療情報におけるDXの取組を推進する
・一人のױ者にରして、複数のҩྍؔػやհࢪޢઃがݸ人情報に配ྀしながら、ྍや
ༀデータ、հޢなどのҩྍ情報やհޢ情報を共༗し、ޮՌ的なࢧԉに結ͼつける
環境をඋする。
・マイφンバーΧードの݈߁อূݥ利用をଅਐし、ॏ複ༀのࢭや業務のޮ化につ
な͛る。
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課題（5）への対応： 地域全体で健康意識を⾼める
・۠ຽがかかりつけҩを持ち、ܰؾにҩࢣに૬ஊできる仕組みͮくりをਐめる。
ҙ識向上の߁݈、するなどݣをࢣߨにؔ࿈する߁くりサϙーターをはじめ݈ͮ߁݈・
場をఏڙする。
・ଞ࣏ࣗ体の事ྫもߟࢀにしながら、Ҭの実情に合わせた૯合的なҬҩྍを実現す
る。
・ன間人ޱのଟい۠ߓの特ੑを౿ま͑て、࢈業ҩなどと࿈携し、ಇきりの人向けの݈
。くりにऔり組Ήͮ߁

 5　参画と協働の推進
。とともに行っていくؔػ者、Ҭのؔݥ業、อا、くりをͮ߁業でಇく人の݈ا・

テーマ 3 　健康づくり
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横串（よこぐし）の議論について
�つのテーマ（ᶃ高ྸ・հޢ、ᶄো者ࢧԉ、ᶅ݈ͮ߁くり）を話し合う中で、テー
マをԣ۲ししたٞが活ൃに交わされました。以Լのとおり、テーマの組みをӽ͑
たऔ組をఏݴします。

3つのテーマに共通する取組①：
・行からの一方的な情報ൃ信ではなく、۠ຽが必要な情報を得られるように、報や
)1、SNS等のഔ体をઓ略的に活用する。
・۠ຽࣗがサービスのର者かを؆୯にかる૭ޱやシステムを͑る。ର者が必
要な情報を得られるようにDXやࢴഔ体を通じた情報ൃ信を行う。

3つのテーマに共通する取組②：
・コロφՒをܦ験して、仕事とՈの看පを྆立することの難しさをଟくの人が௧感し
た。この時ظをଊ͑て、人々のҙ識や行のࢧԉのあり方を変ֵする必要がある。
Ոにհޢが必要な高ྸ者やো者、がんױ者等がいても、հޢをする人（έアラー）
がٳ職やୀ職することなく仕事をܧ続できるように、在勤務やΦンラインձٞをは
じめ、ಇき方のબࢶを͛るために、ࠃや౦ژとも࿈携して仕組みͮくりをਪਐ
する。
・ೖ所ࢪઃやපӃ以外にも、հޢやྍཆが必要な人のډ場所の֬อや֦ॆをਐめる。

3つのテーマに共通する提言
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開催経過

ճ ։࠵࣌ ༰

ୈ�ճ 令和4年10月12日（水）
18時30分～20時50分

╚ 事務ہհ
╚ グループձٞのਐめ方について
╚ リーμー、サϒリーμーのબ出
╚ における現ঢ়と՝について
╚ 検౼テーマのબఆ

ୈ�ճ 令和4年10月24日（月）
18時30分～20時30分

╚ 第1ճグループձٞのৼりฦり
╚ における現ঢ়と՝について（લճ以߱のҙݟ等を
౿ま͑て）

╚ 検౼テーマ「高ྸհޢ」にؔするٞ
ক来像（め͟すまちの࢟）とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝とࡦࢪの方向ੑ
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年11月9日（水）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「ো者ࢧԉ」にؔするٞ
ক来像（め͟すまちの࢟）とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝とࡦࢪの方向ੑ
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年11月28日（月）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ 検౼テーマ「݈ͮ߁くり」にؔするٞ
ক来像（め͟すまちの࢟）とࣾձ変化の検౼
実現に向けた՝とࡦࢪの方向ੑ
۩体的なऔ組と۠ຽࢀըの検౼

ୈ�ճ 令和4年12月8日（木）
18時30分～20時30分

╚ 第4ճグループձٞのৼりฦり
╚ ఏݴ内容のϒラッシュアップ
テーマ͝とのϒラッシュアップ（ਂ۷り）
テーマをԣஅした՝の理やऔ組のϒラッシュアップ
（ԣ۲し）

ୈ�ճ 令和4年12月20日（火）
18時30分～20時30分

╚ 第5ճグループձٞのৼりฦり
╚ ఏݴ内容のϒラッシュアップ

ୈ�ճ 令和5年1月12日（木）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ ఏݴ内容のϒラッシュアップ

ୈ�ճ 令和5年1月26日（木）
18時30分～20時30分

╚ 第�ճグループձٞのৼりฦり
╚ ఏݴॻ、ఏൃࣜݴදࢿྉ֬ೝ
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Ξ
IoT	 Internet oG TIinHsの略称。「Ϟノのインターネット」とݴわれ、Ո電

やઃඋثػなど様々なものがインターネットをܦ༝してつながるこ
と。

&コマース	 &lectronic Commerceの略称。インターネット上でϞノやサービスを
ചങするऔҾશൠのこと。

インフルΤンサー	 SNSや動ըߘサイトといった֤छインターネットメディアを通じて
情報をൃ信し、ଟくの人にӨڹを༩͑る人のこと。

"R	 "uHmented Reality の略称。現実にରして、ը像や情報をॏͶてݟせ
ることで、現実以上に体験を֦ுする技術のこと。

"I（人工知能）	 "rtiGicial IntelliHenceの略称。人間のをし、ޠݴ、ը像ೝ識やա
のਖ਼ղからੳ・予ଌを行い、結Ռをಋき出す（ਪ）とともに、աڈ
。能を持つ技術ػցがֶशするػのཤྺからڈ

SNS（ソーシϟルネットワーキングサービス）	 Social NetXorLinH Serviceの略称。༑人・知人等のࣾձ的ネットワー
クをインターネット上でఏڙすることを目的とする、コミュニティ型の
サービスのこと。

-G#T2	 -esbian	レズビアンɿঁੑಉੑѪ者）、Gay	ήイɿஉੑಉੑѪ者）、
#iseYual	バイηクシュアルɿ྆ੑѪ者）、TransHender	トランスジΣ
ンμーɿੑಉ一ੑো等、৺と体のੑが一கしない人）、2uestioninH
（クΤスνョニングɿ৺のੑや࿀Ѫରなどがఆまらない人）の಄จࣈ
をऔったݴ༿で、ੑ的マイノリティを「代ද」するݴ༿として使用され
ています。

Χ
GIG" スクールߏ	 ྩ（��01）ݩ1�݄にจ෦ՊֶলからൃදされたプロジΣクト。

GIG"とはGlobal and Innovation GateXay Gor "llの略称。小ֶߍの
に高速大容量の通信ߍのֶࠃの生ె1人に1の1Cと、શߍಐ、中ֶࣇ
ネットワークをඋし、ଟ様な子どもたちに最適化された創ੑをҭΉ
。ߏҭを実現するڭ

α
持続可能な։ൃ目ඪ（SDGs）	 ฏ��（�015）のࠃ࿈サミットで࠾された「持続可能な։ൃのた

めの�0�0アジΣンμ」にてࡌهされたྩ1�（�0�0）までのࡍࠃ
目ඪで、持続可能な世քを実現するための1�の目ඪからߏされてい
ます。環境やශ困など世քが面する՝のղ決に向けて、先
ਐࠃ・ൃల్上ࠃをわずશてのՃໍࠃが目ඪのୡをめ͟しています。
SDGsはSustainableDeveloQment Goalsの略称。

Society5�0	 "Iによるビッグデータのղੳなどサイバーۭ間（Ծۭ間）とフィジ
Χルۭ間（現実ۭ間）を高に༥合させたシステムによってܦ済ൃలと
ࣾձ的՝のղ決を྆立するະ来ࣾձの形。

用語集
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タ
DINKs	 Double Income No Kidsの略称。結婚はするが子どもは持たず、一生

仕事を続けること。
デジタル・トランスフォーメーション（DX）	 「ICTの浸透が、人々の生活をあらゆる面でより良い方向に変化させる」

という概念。デジタル技術やデータを活用して「あらゆる手続が役所に
行かずにできる」、「必要な給付が迅速に行われる」といった手続はもち
ろん、補助金等においてもデータを駆使してニーズに即したプッシュ型
のサービスを実現するなど、利用者目線に立って新たな価値を創出する
こと。

デジタルサイネージ	 いわゆる電子看板のこと。ネットワークに接続することで即時に情報を
配信するのが特徴です。街中にある大型スクリーン、コミュニティバス
や電車の車内にあるような小型のものなど、様々な形があります。

デジタルデバイド	 インターネットやパソコン等の情報通信技術を利用できる者と利用でき
ない者との間に生じる格差のこと。

テレワーク	 コンピュータやネットワークなどを利用して、勤務先以外の場所で仕事
をすること。

ハ	
ビッグデータ	 ボリュームが膨大で、従来の技術では管理や処理が困難なデータ群のこ

と。
5G	 第5世代移動通信システムのこと。携帯電話等の通信において、現在の

第4世代移動通信システム（4G）の約1,000倍の高速大容量の通信を可
能とする次世代の移動通信システム。

VR	 Virtual Realityの略称。コンピュータで人工的な環境をつくり、映像を
通じて、あたかもそこにいるかのような感覚を体験できる技術のこと。

プロボノ	 専門的なスキル・知識を持つ人による、職業上のスキルを生かしたボラ
ンティア活動のこと。

マ	
MaaS	 Mobility as a Serviceの略称。スマートフォンアプリにより、複数の公

共交通やそれ以外の移動サービスを最適に組み合わせて、検索・予約・
決済等を一括して行うサービス。

ラ	
リスキリング	 新しい職業に就くために、あるいは、今の職業で必要とされるスキルの

大幅な変化に適応するために、必要なスキルを獲得する、させること。
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